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〔〔ビビジジネネススププラランン部部門門〕〕  

・グランプリ（副賞５０万円）  

・AI･IoT 賞・アグリビジネス賞・SDGs ビジネス賞・学生賞（各副賞２０万円） 

・優秀賞（副賞１０万円） 

〔〔ビビジジネネススアアイイデデアア部部門門〕〕 

・グランプリ（副賞２０万円） 

・学生賞（副賞１０万円）・優秀賞（副賞５万円） 

【【事事業業概概要要】】  

第 22 回『ベンチャー・カップＣＨＩＢＡ』は、事業者・創業者の新規性に富む独創的なビジ

ネスプラン・アイデアを公募し、優秀なプラン等について表彰するとともに、当該プラン等の事業

化を図り、千葉市発の新たなビジネスの創出を目指して実施するものです。 

今年度は、【ビジネスプラン部門】【ビジネスアイデア部門】の２部門で構成し、広く募集しまし

た。 

 

（ 審査フロー ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主催】(公財)千葉市産業振興財団 

【共催】ベンチャークラブちば 

【協賛】(株)千葉銀行、千葉信用金庫、(株)京葉銀行、(株)千葉興業銀行 

【後援】総務省関東総合通信局、経済産業省関東経済産業局、千葉県、千葉市、千葉商工会議所、千葉産業人クラブ、

千葉県経済同友会、千葉大学、千葉工業大学、東京情報大学、千葉経済大学、淑徳大学、(株)日本政策金

融公庫千葉支店、(独)高齢・障害・求職者雇用支援機構千葉支部千葉職業能力開発促進センター、千葉県

信用保証協会、(公財)千葉県産業振興センター、(一社)千葉県商工会議所連合会、千葉県商工会連合会、

千葉県中小企業団体中央会、(一社)千葉県発明協会、(公社)千葉県情報サービス産業協会、(公財)ひまわ

りベンチャー育成基金、ＪＦＥテクノリサーチ(株)、(独)日本貿易振興機構(JETRO)千葉貿易情報センター、

(一社)千葉県中小企業診断士協会、日本弁理士会関東会、日本公認会計士協会千葉会 

ビビジジネネススププラランン部部門門  ビビジジネネススアアイイデデアア部部門門  

  発発表表会会((最最終終審審査査))・・ビビジジネネススププラランン部部門門  各各賞賞決決定定・・表表彰彰式式  

１１次次審審査査  
(書類選考) 

２２次次審審査査  
(書類選考) 

３３次次審審査査  
(プレゼン及び質疑応答) 

審審査査会会  
(プレゼン及び質疑応答) 

各各賞賞決決定定  

ビビジジネネススププラランン・・アアイイデデアアのの募募集集  

書書類類審審査査  
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ビジネスプラン部門 
応募資格 
 

新規性・独創性に富み実現性・社会性のあるビジネスプランを持ち、かつ以下の

１～３いずれかに該当する方 

１．千葉市内に事業所を置いている、若しくは置く意思があり、かつ 

以下のア～ウのいずれかに該当する方  

ア １年以内に創業予定の方  

イ 創業後１０年以内の、個人事業者の方、中小企業者の方又は特定 

非営利活動法人等の方  

ウ 創業後の年数に関わらず、新たな分野に進出後５年以内の、個人事業者の

方、中小企業者の方又は特定非営利活動法人等の方 

２．学校教育法に規定する大学（大学院を含む）、短期大学、高等専門学校、専 

修学校、高等学校若しくは日本国内のこれらに準ずると認められる学校に在籍

する学生（聴講生等を除く）である方 

３．職業能力開発促進法に基づき、国が設置した学校に在籍する学生（聴講生等

を除く）である方  

＊ 新たな分野：同業種内での新規開発または他業種への進出などを指すもの

とし、当該役務又は新規開発製品の試作品（マーケティング済みであること）

の開発完了を起点とする。  

＊ 過去に本事業においてグランプリ、準グランプリ又は優秀賞等を受賞した

者は、受賞時のテーマとは異なるビジネスプラン等であれば応募は可とする。

なお、過去の受賞者で創業後１０年を経過した者は、受賞時のテーマとは異

なるビジネスプランであり、かつ上記応募資格 １．ウでの応募に限る。  

＊ 応募申込時において、他のビジネスプランコンテスト等で受賞実績のない

ビジネスプランに限る。 (他のビジネスプランコンテスト等に応募中のビジ

ネスプランは可 。また、受賞実績がある場合でも、学校内で 開催される学

内コンテスト等の参加資格が限定されたビジネスプランコンテストで受賞

したビジネスプランは可 )  

＊ 法人またはグループでの応募の場合は、代表者が当該資格に該当すれば、

当該法人等として応募資格を有するものとする。 
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審査委員 
 

（１）３次審査及び最終審査委員（氏名５０音順、敬称略） 

氏 名 所 属・役職等 

鎌  田   栄 公益財団法人千葉市産業振興財団 理事長 

小 岩 井  学 株式会社千葉興業銀行 執行役員 営業支援部長 

齊  藤   成 株式会社千葉銀行 法人営業部長 

佐 久 間 正 敏 千葉商工会議所 常務理事 

鷹 野 敏 明 国立大学法人千葉大学 名誉教授 

増 井 重 夫 千葉信用金庫 企業サポート部長 

松  本   有 株式会社フォルム 代表取締役社長 

吉  田   稔 株式会社京葉銀行 執行役員 法人営業部長 

劉   桂  栄 株式会社ジャンガ・テック 代表取締役社長 

（２）２次審査及び３次審査委員（氏名５０音順、敬称略） 

氏 名 所 属・役職等 

佐 々 田 博 信 日本公認会計士協会千葉会 副会長 公認会計士 

髙 原 智 成 野村證券株式会社 千葉支店 支店長 

立  元   博 株式会社日本政策金融公庫 千葉支店国民生活事業 事業統轄 

藤 本 京 子 ＪＦＥテクノリサーチ株式会社 分析ソリューション本部 本部長 

矢 吹 太 朗 千葉工業大学 社会システム科学部プロジェクトマネジメント学科 准教授 

 

※ １次審査は公益財団法人千葉市産業振興財団コーディネーター９人 

 

表彰 
 
グランプリ          副賞（賞金５０万円） 

ＡＩ･ＩｏＴ賞         副賞（賞金２０万円） 

アグリビジネス賞       副賞（賞金２０万円） 

ＳＤＧｓビジネス賞      副賞（賞金２０万円） 

学生賞            副賞（賞金２０万円） 

優秀賞            副賞（賞金１０万円） 

 

※希望者には CHIBA-LABO１年間(１人)利用無料特典を付与 
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発表者及びビジネスプラン概要 
 

No 

発表者名 

(企業名・代表者名) 
ビジネスプラン名 

所在地等 

（住所・電話番号・ホームページ） 

ビジネスプラン概要 

1 

株式会社 itsumo 

代表取締役 後藤 大介 

対話と助け合いを小中学生の

日常にする教育向けクラウド

サービス「イツモココデ」 

千葉市美浜区中瀬 1-3 

幕張テクノガーデン CB 棟 3 階 MBP 

043-235-7073（代） 

https://www.itsumo.tech/ 

イツモココデは、さまざまな学年の小中学生が日々の勉強をめぐって他者と対話できるオンライ

ン空間です。「一対一」「匿名」でやり取りができ、「何度でも」同じ問いを投げかけられるように設

計し、誰もが自分の考えを表出しやすく、かつ、ほかの誰かを助けやすくしています。対話を通じ

て得られる経験値の積み重ねにより、各利用者のシンボル（28 の動植物から選択）が成長し、それ

に伴いシンボルに関連する問いが提示され、日常的な参加と気づき・発見が促されます。普段の学

習活動の効果を増幅させる小さなツールとしてご利用いただきます。 

一般家庭や児童養護施設がお子さまのために利用する「オープン版」と、学校をはじめとする教

育機関がその生徒のために利用する「スクール版」を、主に提供します。料金設定は、他の教育サ

ービスと共存しやすい水準として、オープン版で一人あたり最大月額 700 円（人数・契約期間によ

り割引）、スクール版で月額 300～400 円としています。地域との互恵関係を構築するため、自治体

の図書館・博物館等の媒体を通じた案内や地域交流拠点を通じた発信を、マーケティングの重要な

部分として位置付けています。 

イツモココデの普及には、重層的な効果が伴います。まず、小中学生の間で、勉強を苦手に感じる

子が減り、勉強への前向きな姿勢を持つ子が増えることがあげられます。また、自らが問うことや、

他の人の問いに触れることを通じて、より深い学びが得られる可能性が高まります。そして、多くの

小中学生が、「誰一人取り残さない」という世界共通のビジョンの実現に参画することにもなります。 

2 

増一屋合同会社 

代表社員 吉田 淳子 

千葉市から始める、美味しく

て、健康に良くて、環境に優

しい大豆ミートで地域活性化 

千葉市中央区中央 2 丁目 5-1 

千葉中央ツインビル 2号館 7 階 

URL: https://www.masuichiya.com/ 

●千葉市産の大豆で代替肉を製造し、大豆ミート惣菜メニューを製造販売。 

「美味しくて、健康に良くて、環境にやさしい」大豆ミート惣菜の製造販売 

●「千葉市の大豆で生産者さんと共に、観光農業１０次化を目指します！」大豆生産者(株)つなぐフ

ァーム(千葉市緑区)と一緒に SDGｓ体験イベント＆マルシェの実施。 

「食べて学ぼう SDGｓ」ソーラーパネルで育てた大豆の収穫体験をしながら環境問題と大豆ミートの

関係性を学び、大豆ミート料理を食べる。マルシェで野菜の販売、規格外野菜を使った料理の提供。

大豆で味噌づくり等のワークショップを行う。 

下記の様な消費者向け 

・ダイエットをしたいけど美味しい食事はあきらめたくない。 

・筋トレ運動を趣味にしていて常に健康維持管理をした食生活を送りたい。 

・子どもには美味しくて安全な食事を与えたい。 

・菜食主義者だけど野菜だけではたんぱく質不足になる。 

・お肉は好きだけれども健康維持の為に動物性食材を減らしたい。 

・地球環境の維持・改善に熱心で、畜産による食材を減らしたい。 

・SDGs や環境問題について興味がある、学びたい。 

・農業に興味があり収穫体験をしてみたい。 

・オーガニック、無農薬の野菜を食べたい。 

と思っている皆様に、お肉のように美味しい植物由来で体に優しい大豆ミートの惣菜を提供します。

更に農業体験をすることでＳＤＧｓの理解を深めることができ地元の安全な野菜を購入することが

出来ます。 
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3 

株式会社メンサポ 

代表取締役 廣瀬 素久 

認知行動療法に基づくメンタ

ルヘルスサポートの学習シス

テム 

千葉市中央区中央 2 丁目 5−1 

千葉中央ツインビル 2号館 7 階 

TEL: 080-6305-7997 
URL: https://www.cbtmsp.com/index.html 

医師・看護師・介護士などの医療福祉従事者、教師・保育士などの教育従事者はじめ、キャリアコ

ンサルタント・人事担当者などを含めた”人に対して援助を行う方“を対象に、利用者のメンタル

ヘルスの向上を目的とする対人援助スキルを①学習コンテンツと②フォローアップで提供します。 

 

①学習コンテンツ（オンデマンド） 

千葉大学医学研究院で作成監修した「精神科医が精神疾患の治療に用いる認知行動療法※を対人援

助職が学ぶことができる」動画（CBT ラーニング）にて理論を学ぶ 

②フォローアップ（オンライン等） 

勉強会や個別相談を組み合わせて①で学んだことを実践につなげるトレーニングを行う 

 

医療、福祉、教育、産業などの分野で働く対人援助職者が、ストレス対処法を身に着け、その対処

法を対人支援に活用できるようになることを目指す。その結果、学んだ援助者自身のメンタルヘル

スが向上するとともに、援助を受ける人がもつ心の課題に対して、考えや行動の変容を促し、健康

問題の解決へ導くことが期待できる。 

誰もがメンタルヘルスの不調に悩む可能性のある現代において、千葉大学と協力をしながら千葉市

および千葉大のブランド力を強化して、千葉から新しい対人援助コミュニケーションの方法を発信

し、メンタルヘルス不調者およびその援助者がよりよい援助関係、協働関係を築く支援をしていき

たい。 

※認知行動療法とは、認知（考え）と行動に働きかけて、気分の問題に対処する精神療法である。 

4 

シーズユナイト株式会社 

代表取締役 大髙 淳 

「ユーザーに寄り添う AI アシ

スタント開発で日本を世界に

先行させたい」 

キャラクター・AI プラットフ

ォームで実現する「パーソナ

ルアシスタント」 

千葉市中央区中央 2 丁目 5-1 

千葉中央ツインビル 2号館７階 

TEL: 090-9806-4388 

URL:https://www.csunite.co.jp/ 

  https://acuah.info/ 

人口減少や超高齢化社会に対する現実的な課題解決のため、或いは、SF 世界の実現のため、昨

今、様々なコミュニケーションロボットや、キャラクターAI アプリケーション、裸眼立体視ディス

プレイが開発されています。しかしこれらは、高額であること、また、その価格に見合ったユーザ

ー体験やユーザーが望むコンテンツの提供ができていない事から、広く一般に普及するには至って

いません。 

 当社は、スマートフォンアプリケーション、キャラクター・AI プラットフォーム、裸眼立体視体
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自身に寄り添うパーソナルアシスタントを所有する世界を実現します。 
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社のミッションは「AI の民主化」です。本ビジネスプランで、ユーザーに寄り添う AI アシスタント

開発で日本を世界に先行させ、一人ひとりが自身に寄り添うパーソナルアシスタントを所有する世
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株式会社 FieldWorks 

代表取締役社長 

山岸 開 

野菜農家向け自動除草ロボット

の開発 

新潟県長岡市深沢町 2085-16 

ながおか新産業創造センタールーム8  

TEL：090-5559-2079 

URL：https://fieldwork-s.com/ 

本事業ではネギをはじめとする野菜栽培における畑の畝間の草刈り作業を自動化するロボットの開

発・販売を行う。 
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弊社が提案するロボットのコンセプトは「草刈り中に他のことができる」ことである。従来の草刈

りは、刈払い機や手押し式草刈機、ラジコン式草刈り機も存在するが、労働負荷が大きいことや機

械につきっきりになってしまう問題がある。提案するロボットでは、ロボット設置後スイッチ一つ

で起動することができ、畝間を自動的に往復しながら草刈り作業を行う。これにより、農家は草刈

り中に別の仕事をすることができ、生産的である。 

事業展開において、同様の技術要素で果樹園や空地等の平地、田んぼのあぜ等の草刈りにも転用で

きる可能性が高く、並行して開発・実証実験を進めている。既にある実例として、企業の空地草刈

り向けにロボット導入が複数決定している。 

販路としては、はじめは知り合いの農家・行政の繋がりを基点として直接販売を行う。最終的には各

地の農機具代理店・JA 等を通じた販売を通じ多くの農家に製品を届けることを目指す。 

6 

株式会社ナイスシーズ 

代表取締役 中尾 正二郎 

マルチユース・高濃度次亜塩素

酸水生成装置「SAE-MUS100」の

製造・販売 

千葉市稲毛区園生町 138 番地 11 

TEL：043-445-8668 

URL：https://niceseeds.jp/ 

無塩の次亜塩素酸水は環境負荷もなく安全な除菌水で、感染症、食中毒対策として手指消毒や食

品の洗浄などに使用できますが、生成装置から直接出たものは食品添加物に認められているもの

の、薬機法の規定で、容器に入れた次亜塩素酸水は、体に使用したり、口に入るものの除菌に使う

ことをメーカーが奨励することができない、ということが次亜塩素酸水の普及に大きな障害となっ

てきました。 

この度、自社で次亜塩素酸水生成装置を開発し、最大３か所から直接次亜塩素酸水を使用できる

マルチユース機能と移動式の自動水栓機能を兼ね備えた装置を完成させたことで、保育園や介護施

設、飲食店、食品加工工場での次亜塩素酸水による総合的な衛生管理システムの構築が可能とな

り、道の駅など野菜販売と飲食店両方の営業をしている複合施設での農産物のカビ発生防止や除

菌、厨房での食中毒対策など、１台の装置の導入で多用途に次亜塩素酸水を使用することが可能と

なります。 

さらに、昨今、自然災害が増加していますが、移動式の生成装置と自動水栓装置を使うことで、避難

所での感染症対策や衛生管理に活躍することが期待できます。今までは手指消毒にはアルコール、嘔

吐時の感染症対策や食品やものの除菌には次亜塩素酸ナトリウム、というのが当たり前でしたが、ア

ルコールは引火性があり、濃度が高いため耐性菌を作る結果となる、アレルギーを起こすなどの問題

があり、次亜塩素酸ナトリウムも発がん性物質の発生や健康被害が指摘されています。これに代わる

安全な次亜塩素酸水を使用することで、公衆衛生と健康に寄与するだけではなく、農業、畜産分野で

の活用も期待できます。 
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【【ビビジジネネススププラランン部部門門】】  
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第第２２２２回回『『ベベンンチチャャーー・・カカッッププＣＣＨＨＩＩＢＢＡＡ』』【【ビビジジネネススププラランン部部門門】】  

応応募募申申込込書書  

 

応募要領を遵守し、以下のとおり、申し込みいたします。 

 

１１  応応募募者者概概要要  記載日 2023 年 8 月 16 日 

(フリガナ) カブシキガイシャイツモ (フリガナ) ゴトウ ダイスケ 

会社名・ 

学校名等※ 
株式会社 itsumo 

応募者氏名 

※法人（グループ）の場合

は代表者役職・氏名 

代表取締役 

後藤 大介      ㊞ 

応募者区分：（いずれかに○） 

個人 ・ 法人 ・ グループ 
応募者年齢：50 歳 

法人所在地※： 

〒261-0023 

 千葉県千葉市美浜区中瀬 1-3 幕張テクノガーデン CB 棟 3 階 MBP 

電話番号：043-235-7073（代） FAX：043-235-7078 

E-mail：daisuke@itsumo.tech URL：https://www.itsumo.tech/ 

資本金※：5,000 千円 
従業員数※：6 人 

（うちパート：5 人） 

創業※：2020 年 3 月 法人設立※：2021 年 5 月 

現在の事業内容※（概ね 60 字） 

問いから始まる対話に誰もが参加でき、よりよい学び手になっていける 

教育向けクラウドサービス「イツモココデ」の開発・提供 
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【【ビビジジネネススププラランン部部門門】】  
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した内容を自分の言葉で他者に伝える（教える）ことの学習効果の大きさはかねて知られる

ところですが、そうした場面は限られていました。イツモココデは、質問への回答を通じて

誰かを助けながら、自らの学びをより確かにできる環境を、小中学生のために創出します。

幅広い学年の学び手が同じ空間に入ることで、主に年上から年下の“支援のカスケード”が

生まれやすくなります。 

 

○「主体的・対話的で深い学び」の模索 

 平成 29・30・31 年改訂学習指導要領は、「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授

業改善を求めていますが、その具体的実践は容易ではなく、各現場は模索を続けています。

イツモココデは、自らの意思で、対話を重ねながら、より深く学ぶことを小中学生に促し、

文部科学省が描くこれからの教育の姿を実践しやすくします。教員の皆様には、生徒同士の

本音に近いやり取りのデータを適宜参照し、授業計画やフォローにお役立ていただけます。 

 

○教員への過負荷と教員志望者の減少 

 小中学校の教員の方々への業務負荷の重さは深刻であり、学生の間で教員志望者が減る

（今後の教員不足が憂慮される）一因にもなっています。さまざまな改善策が検討されてき

ていますが、私共はイツモココデを通じて、“勉強の？は、まず生徒同士で検討し、それでも

残った課題を先生と共有して解決していく”という新たなアプローチを提案します。なお、

ここでの“生徒”は、これまで特別支援学級で学んできている子どもたちも含みます。 

 

○教育における格差と社会的分断の進行 

 日本では、教育をめぐる機会の不均衡が深刻化しており、そのことが社会的分断を助長し

ているとも言われています。勉強をめぐって助け合うことを小中学生の“当たり前”にし、 

“誰一人取り残さない”という世界の共通目標に一人ひとりがいつの間にか貢献できるよう

にすることが、イツモココデが担おうとしている社会的機能です。若い学び手は、他者との

対話の中で、また他者の悩みや関心を知る機会を通じて、より多面的な視点を持てるように

なり、寛容さも少しずつ育まれていきます。 

 

 上記の社会的課題は、世界の多くの国々でも（程度や性質の違いこそあれ）存在します。

私共は、イツモココデを、千葉を起点に、世界で利用されるサービスとすることを志向して

います。 
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２２  ビビジジネネススププラランンににつついいてて  

((11))  ビビジジネネススププラランン名名（概ね 40 字） 

対話と助け合いを小中学生の日常にする教育向けクラウドサービス「イツモココデ」 

 

((22))  ビビジジネネススププラランンのの概概要要  

＊実現しようとする製品、サービス等の内容（概ね 500 字） 
「誰に対して」、「どのようなサービス・製品を」、「どのように」提供するのかを明確に記載してください。 

 

イツモココデは、さまざまな学年の小中学生が日々の勉強をめぐって他者と対話できるオ

ンライン空間です。 

対話は、誰かの問いを起点として、一対一の形式で展開します。利用者は、“問う人”と

“回答する人”という二つの立場で参加します。“問う人”としては、自分なりの疑問点や問

題意識について何でも、何回でも投稿できます。“回答する人”としては、投稿された質問の

リストを閲覧し、取り組むものを選び、回答を作成します。利用は匿名で行い、対話内容は

二人だけが閲覧できます（両者が合意すると公開）。こうすることで、自分の考えを表出しや

すく、かつ、ほかの誰かを助けやすくしています。 

イツモココデのテーマは“成長”です。対話を通じて得られる経験値により、各利用者の

シンボル（28 の動植物から選択）が育ちます。主にシンボルからモチーフを得た「今日の

クイズ」とともに、日常的な参加を促します。 

イツモココデは、学校等での学習活動を補完し、その成果を充実させていくツールです。

週に二回以上、10～20 分ほどの利用がお奨めです。 

学校等が生徒のために利用するスクール版と、各世帯がお子さまのために利用するオープ

ン版の 2 つを提供しています。 

 

＊この事業が必要とされる社会的背景 

この事業を取り巻く環境（社会、経済、顧客ニーズ等）やこの事業で解決される社会的課題又は地域課題を

どのように捉え、どのように対応していくのか」という観点から記載してください。 

 

イツモココデは、次のような社会的課題をよい方向へと導くことを目指して設計されている

サービスです。 

 

○質問をためらうことによる学習機会の逸失 

 質問をすることで学びが確かになったり深まったりすることに異論はほぼありませんが、

学校や塾で質問を十分できずに学ぶ機会を逃しがちな小中学生は少なくないようです。質問

ができれば、完全な回答を得られなくても、より自信をもって前へ進めます。「誰もが質問を

自由にできる場所は、どうすれば生まれるのか」が、イツモココデが立脚する問いです。 

 

○学習の成果を他者に伝える機会の不足 

 これまで、小中学生が学習の成果を披露する機会は、圧倒的にテストが中心でした。理解
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（そして、そのサービスの効果も増幅する）ことを重視しています。 

オープン版の現在の料金水準（1 名のご利用で月額 700 円〈税別、以下同じ〉、2 名・3

名・5 名で 600 円・500 円・450 円、10 名以上〈児童養護施設等をお申込主体として想

定〉で 400 円、ご利用期間により 5～10%割引）は、お子さまがコンスタントに本サービ

スを利用して効果を享受し、保護者の方にそのメリットを認識いただければ、支出の価値を

見出していただける場合が多くなると、私共は分析しています。 

スクール版のご利用料金は、学校の一般的な予算水準を考慮して、月額 300～400 円に

設定しています。 

価格設定方針と具体的な設定額の妥当性については、保護者の方々や各自治体・学校との

対話を踏まえて定期的に見直し、修正していく計画です。 

 

((55))  販販売売方方法法ととＰＰＲＲ方方法法  

①販売方法 

 クラウドサービスであるイツモココデの販売は、サービスウェブサイト

（https://www.itsumokokode.com/）を中心に行います。 

○オープン版 

サービスウェブサイト上で、保護者の方にまず無料トライアル（30 日間）のお申込みを

していただき、その後に有料版の利用お申込みをしていただきます。 

○スクール版 

 主として、サービスウェブサイトのお問い合わせページからまずご連絡をいただき、

お問い合わせ元の自治体・学校とやり取りをして、利用契約を結ばせていただきます。

また、個別に自治体・学校へ私共からご提案をさせていただく場合もあります。 

 

②PR 方法 

○オープン版 

 主要なコミュニケーション・ターゲットを、“対象学年のお子さんがいるお母さん”に

定めています。特に、a) お子さんの教育に健全な関心を持ち、本を読むことや好奇心を

持つことを推奨する層、b) お子さんの教育機会が何らかの理由で制限されており、補完

できる手段を歓迎する層、を重視しています。 

 こうしたターゲット層へ有効にメッセージを届けるために、アナログな手段とデジタ

ルツールを併用します。今年 1 月からの多角的な試行を踏まえ、今後は自治体の図書館・

博物館等の媒体を通じた案内と地域交流拠点を通じた発信へさらに注力する考えです。 

 

○スクール版 

 自治体への提案と実績づくりが肝要だと考えています。現在は、千葉市の「トライアル

発注認定事業」への申請を済ませ、審査を待っている状況です。 
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((33))  事事業業のの優優位位性性（（製製品品・・技技術術・・ササーービビスス等等））  

○サービスの独自性 

イツモココデと同様のサービスは現在に至るまでで市場になく、明確な独自性があります

（部分的に類似する機能を備えたサービスはあるものの、総体としては大きく異なります）。

教育支援ソフトウェアとして 2021 年 11 月に取得した特許（特許第 6982918 号）にも

そのことは裏付けられています。 

 

○サービスがもたらす効果の広さと深さ 

 イツモココデの利用は、学力の向上につながるだけでなく、学習や生活全般の基礎となる

力の涵養を促します。EdTech の品質に関する認証制度を運営する Educational Alliance 

Finland（EAF）からは、認証の付与とあわせて、社会性、自己管理、責任ある意思決定、

人間関係、自己認識といった幅広い非認知能力を高めることにイツモココデが役立つという

見解が示されました。 

 

○運営チームの力量と姿勢 

 本事業は、現在 8 名のチームで運営しています。チームは、異なる経歴を持つ共同経営者

（サステナビリティ分野のコンサルタントおよび IT エンジニア）、幅広い世代の指導経験を

有するファシリテーター・大学講師、子育ての経験を仕事に還元する母親チーム、実際の利

用者に近い目線を持つ学生チームからなり、適材適所を旨に役割分担して、利用者視点での

サービス開発・提供に一貫して取り組んでいます。ビジュアルデザインを担当いただいてい

る外部パートナー（ウムラウトグラフィック 小林直子様）や、調査・データ分析に強みの

ある親会社とも連携し、よりよいサービスへと改善を続けています。 

 

((44))  市市場場のの状状況況  

＊ターゲットとする市場とその規模 

イツモココデの主な利用者には、小学校 3 年生から中学校 3 年生までを想定しています。

日本国内での対象人口は、文部科学省「学校基本調査」の統計に基づき、現在約 730 万人

と推計されます。2030 年には、当該人口は 700 万人を下回ると予想しています。なお、

イツモココデは、通常なら別々に学ぶことになる小中学生（登校していない、持病がある、

障がいがある、といった事情がある場合を含めて）が同じ空間内で学び合えるようにするこ

とも一つの主眼としており、潜在的な利用者層に含めています。 

（オープン版の利用申込み主体となる）保護者を対象とする市場調査の結果を踏まえて、

イツモココデの利用者になっていただける可能性の高い層は、上記対象人口の 15～20％と

現時点では見込んでいます。 

 

＊価格設定方針とその競争力 

イツモココデのご利用料金は、多くのご家庭や自治体・学校が無理なく支出できる水準に

設定する方針です。他のサービスに勝つことよりも、他のサービスと共用されやすくする
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（そして、そのサービスの効果も増幅する）ことを重視しています。 

オープン版の現在の料金水準（1 名のご利用で月額 700 円〈税別、以下同じ〉、2 名・3

名・5 名で 600 円・500 円・450 円、10 名以上〈児童養護施設等をお申込主体として想

定〉で 400 円、ご利用期間により 5～10%割引）は、お子さまがコンスタントに本サービ

スを利用して効果を享受し、保護者の方にそのメリットを認識いただければ、支出の価値を

見出していただける場合が多くなると、私共は分析しています。 

スクール版のご利用料金は、学校の一般的な予算水準を考慮して、月額 300～400 円に

設定しています。 

価格設定方針と具体的な設定額の妥当性については、保護者の方々や各自治体・学校との

対話を踏まえて定期的に見直し、修正していく計画です。 

 

((55))  販販売売方方法法ととＰＰＲＲ方方法法  

①販売方法 

 クラウドサービスであるイツモココデの販売は、サービスウェブサイト

（https://www.itsumokokode.com/）を中心に行います。 

○オープン版 

サービスウェブサイト上で、保護者の方にまず無料トライアル（30 日間）のお申込みを

していただき、その後に有料版の利用お申込みをしていただきます。 

○スクール版 

 主として、サービスウェブサイトのお問い合わせページからまずご連絡をいただき、

お問い合わせ元の自治体・学校とやり取りをして、利用契約を結ばせていただきます。

また、個別に自治体・学校へ私共からご提案をさせていただく場合もあります。 

 

②PR 方法 

○オープン版 

 主要なコミュニケーション・ターゲットを、“対象学年のお子さんがいるお母さん”に

定めています。特に、a) お子さんの教育に健全な関心を持ち、本を読むことや好奇心を

持つことを推奨する層、b) お子さんの教育機会が何らかの理由で制限されており、補完

できる手段を歓迎する層、を重視しています。 

 こうしたターゲット層へ有効にメッセージを届けるために、アナログな手段とデジタ

ルツールを併用します。今年 1 月からの多角的な試行を踏まえ、今後は自治体の図書館・

博物館等の媒体を通じた案内と地域交流拠点を通じた発信へさらに注力する考えです。 

 

○スクール版 

 自治体への提案と実績づくりが肝要だと考えています。現在は、千葉市の「トライアル

発注認定事業」への申請を済ませ、審査を待っている状況です。 
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((88))  千千葉葉市市ににももたたららすす社社会会的的、、経経済済的的効効果果  

本ビジネスプランが千葉市にどのような社会的、経済的な効果をもたらすか記載ください。 

○市全体の学力を底上げする 

 千葉市に暮らす多くの小中学生がイツモココデに参加すると、勉強に対して前向きな生徒

の増加が期待でき、何らかの事情で通学ができない生徒が他の生徒とともに勉強する環境も

維持できます。そのことは、市全体の学力を底上げし、豊かな学びを実現する自治体として

の認知にもつながります。 

 

○地域に新しい仕事が生まれる 

 現在、イツモココデを運営する 8 名のうち 3 名が千葉市内に住んでいます。事業の拡大を

図る中で、人材はまず地元で探します。場所と時間の面で柔軟な働き方ができる職場として

おり、現在サービス運営を担う 2 名の社員は、いずれも専業主婦を経て復職した方々です。

こうした雇用創出は今後も継続していく計画です。 

 

○地域の教育文化・交流活動が（少し）活性化する 

 自治体の図書館・博物館等の媒体を通じた案内や地域交流拠点を通じた発信への注力に

は、地域の教育文化・交流活動へ微力ながら貢献する意図もあります。最初の試みとして、

図書館の蔵書検索ページへのバナー広告掲載を行っています。今後、本から題材を得たコン

テンツを加え、読書欲を喚起していく考えです。また、これも一つの試みとして、千葉市西

口にある民間交流拠点「ニシノクチ Living」に参加させていただくことにしました。 

 

((９９))  千千葉葉市市ににおおけけるる事事業業展展開開  

＊千葉市内で事業を行う目的と計画 

 株式会社 itsumo が千葉市内で事業を行う目的は、地域に根差した企業として発展したい

との考えによるものです。株式会社 itsumo の親会社である株式会社アイディアシップは、

2012 年 4 月より千葉市緑区誉田町に本店を置く事業者として活動してきています。この場

所は同社の代表取締役も兼ねる後藤大介の自宅住所でもあります。株式会社 itsumo の本店

も、2021 年 5 月の設立登記時には、同様に千葉市緑区誉田町としました。2023 年 3 月

には現在の場所（幕張ビジネスポート内）へ本店を移転しましたが、これはクラウドサービ

スを広く提供するにあたってのステップとして必要だと考えたことによります。 

 現在のところ、新たに事業拠点を設ける計画はありません。 

 

＊進出の形態及び時期 

 すでに事業は展開中です。 
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((66))  事事業業実実施施上上のの問問題題点点とと解解決決策策  

（千葉市及び産業振興財団への要望、求める支援策等を含む） 

 

 事業実施上の最大の課題は、利用者の獲得です。まったく新しいサービスだけに、多くの

保護者の方々は様子見をすると予想され、最初に使い始めてくださる方々が一定数いると

“呼び水”になります。できるかぎり、本店を置く千葉市で初期利用者を見つけていきたい

と私共は考えています。 

その意味で、千葉市の「トライアル発注認定事業」には、貴重なチャンスを与えていただ

いています。加えて、サービスの案内・周知に活用できる大小の機会をご案内いただくこと

や、スクール版の提供の前提となる市教育委員会からのご承認に向けたお力添えをいただく

ことは、当事業の推進において非常に大きな支援になります。 

 

((77))  ススケケジジュューールル  

＊現在の進捗状況 

 2023 年 1 月下旬からオープン版の試験運用を実施し、改善を重ねてきました。現在は、

本格運用（有料サービスの提供を含む）の開始に向けた大詰めの段階にあります。 

 

＊今後の予定 

 2023 年 10 月初めまでにオープン版の本格運用を開始する計画です。利用者からのフィ

ードバックを得ながら、機能・コンテンツの拡充と改善を進めます。 

 スクール版については、具体的なご利用の可能性が浮上した段階で、最新のオープン版を

基礎とする機能調整を行います（1.5 ヶ月程度で準備できます）。 

 PR 活動は、現在はミニマムな水準で実施していますが、資金調達の段階に応じて規模を

拡大していきます。 

 利用者獲得と資金調達に目途がつき次第、インド市場への事業展開の準備に着手する計画

です。 
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((88))  千千葉葉市市ににももたたららすす社社会会的的、、経経済済的的効効果果  

本ビジネスプランが千葉市にどのような社会的、経済的な効果をもたらすか記載ください。 

○市全体の学力を底上げする 

 千葉市に暮らす多くの小中学生がイツモココデに参加すると、勉強に対して前向きな生徒

の増加が期待でき、何らかの事情で通学ができない生徒が他の生徒とともに勉強する環境も

維持できます。そのことは、市全体の学力を底上げし、豊かな学びを実現する自治体として

の認知にもつながります。 

 

○地域に新しい仕事が生まれる 

 現在、イツモココデを運営する 8 名のうち 3 名が千葉市内に住んでいます。事業の拡大を

図る中で、人材はまず地元で探します。場所と時間の面で柔軟な働き方ができる職場として

おり、現在サービス運営を担う 2 名の社員は、いずれも専業主婦を経て復職した方々です。

こうした雇用創出は今後も継続していく計画です。 

 

○地域の教育文化・交流活動が（少し）活性化する 

 自治体の図書館・博物館等の媒体を通じた案内や地域交流拠点を通じた発信への注力に

は、地域の教育文化・交流活動へ微力ながら貢献する意図もあります。最初の試みとして、

図書館の蔵書検索ページへのバナー広告掲載を行っています。今後、本から題材を得たコン

テンツを加え、読書欲を喚起していく考えです。また、これも一つの試みとして、千葉市西

口にある民間交流拠点「ニシノクチ Living」に参加させていただくことにしました。 

 

((９９))  千千葉葉市市ににおおけけるる事事業業展展開開  

＊千葉市内で事業を行う目的と計画 

 株式会社 itsumo が千葉市内で事業を行う目的は、地域に根差した企業として発展したい

との考えによるものです。株式会社 itsumo の親会社である株式会社アイディアシップは、

2012 年 4 月より千葉市緑区誉田町に本店を置く事業者として活動してきています。この場

所は同社の代表取締役も兼ねる後藤大介の自宅住所でもあります。株式会社 itsumo の本店

も、2021 年 5 月の設立登記時には、同様に千葉市緑区誉田町としました。2023 年 3 月

には現在の場所（幕張ビジネスポート内）へ本店を移転しましたが、これはクラウドサービ

スを広く提供するにあたってのステップとして必要だと考えたことによります。 

 現在のところ、新たに事業拠点を設ける計画はありません。 

 

＊進出の形態及び時期 

 すでに事業は展開中です。 
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３３  財財務務状状況況   (既に起業している場合、直近 3 年間の財務状況を記載)    ((単単位位：：千千円円))  

 2021 年 12 月期 2022 年 12 月期   年  月期 

売 上 高 0 0  

営 業 利 益 -573 -2,450  

経 常 利 益 -573 -2,365  

 

４４  応応募募者者ののププロロフフィィーールル  

プロフィール 

応募者である後藤大介は、東京都武蔵野市生まれ、1995 年 3 月早稲田大学法学部卒、会社勤務を経

て 2000 年 8 月英インペリアル・カレッジ環境学部修士課程修了（科学修士）。2000 年 11 月から

都内の民間シンクタンクで研究員、次いで企業コンサルタントを務める。2012 年 3 月まで勤務した

後、翌 4 月に千葉市内に本店を置く株式会社アイディアシップを設立。企業・組織と社会とのクリエ

イティブな関係づくりを調査・分析と提案を通じて支援する事業を徐々に拡大（現在は従業員 10 名）

し、現在はウェルビーイングを実現する空間・組織づくりの支援に注力する。2018 年にヘルシンキ

大学監修のオンライン AI 講座を通じてクラウドランド・テクノロジー社（アンドラ公国）を経営する

ホアン・イグナチオ・ルケ・サンドバルの知己を得る。2020 年 3 月にアイディアシップとクラウド

ランド・テクノロジーの共同開発プロジェクトとしてイツモココデ（国際名 itsumo）への取り組みを

開始し、その成果を現物出資する形で 2021 年 5 月に株式会社 itsumo を設立。2021 年 11 月には

アイディアシップのインド子会社として Ideaship India Private Limited を設立。 

 

社会・地域貢献に対する考え方 

「連帯」と「包摂」が、イツモココデというサービスの理念です。 

たいてい誰でも、その環境さえ整っていれば、お互いのつながりを築き、他者との間にある壁を取り払

っていくような行動を取りやすくなります。itsumo は、若い学び手のために、そうした環境を設ける

試みです。学び手は、自らがその環境を育てる役割も担います。 

事業運営・組織運営では、連帯と包摂を追求しながら、地域との互恵的で創発的な関係づくりに努めて

います。 

 

５５  今今回回のの応応募募動動機機（（ああててははままるるももののにに○○ををつつけけててくくだだささいい。。））  

(1) 資金調達  (2) 販路拡大・事業提携先獲得  (3) 経営パートナーの獲得 

(4) その他（具体的に 貴財団とのパートナーシップ） 

 

６６  今今回回のの応応募募ににつついいててどどちちららででおお知知りりににななりりままししたたかか。。  

(1) 市政だより、市役所ホームページ   (2)財団ホームページ  

(3) 支援機関等ホームページ   (4) ポスター、チラシ   (5) Facebook 

(6) 新聞、インターネット等のメディア（名称                ） 

(7) その他（具体的に 千葉市役所産業支援課様からのご案内で知りました。） 
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((1100))  今今後後３３年年間間（（営営業業年年度度））のの売売上上計計画画  

                ((単単位位：：千千円円))  

2023 年 12 月期 2024 年 12 月期 2025 年 12 月期 

<1>売上高 

（うち、今回応募事業分） 

255 

（255） 

58,755 

（58,755） 

148,755 

（148,755） 

<2>売上原価 

（うち、今回応募事業分） 

3,817 

（3,817） 

12,402 

（12,402） 

22,335 

（22,335） 

<3>粗利益［<1>-<2>］ △3,652 46,352 126,419 

<4>販売費、一般管理費 10,450 62,200 113,800 

<5>営業利益［<3>-<4>］ △14,012 △15,847 12,619 

<6>営業外利益 0 0 0 

<7>営業外費用 20 35 35 

<8>経常利益［<5>+<6>-<7>］ △14,032 △15,882 12,584 

※第 1 期は 500 人、第 2 期は 20,000 人、第 3 期は 50,000 人の利用者を得る計画です。 

 

((1111))  今今後後３３年年間間（（営営業業年年度度））のの資資金金計計画画 （（単単位位：：千千円円）） 

 資金内訳 23 年 12 月期 24 年 12 月期 25 年 12 月期 

資資

金金

需需

要要  

運

転

資

金 

オペレーション 

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ 

その他業務全般 

7,482 0 0 

設

備

資

金 

開発 

 

 

 

6,550 15,882 0 

計計  1144,,003322  1155,,888822  00  

資資

金金

調調

達達  

自己資金 - - - 

借入金 4,032 882 - 

投資 10,000 15,000 - 

その他（ ） - - - 

計計  1144,,003322  1155,,888822  00  

※これまでの借入金は、親会社の㈱アイディアシップからの融資と、昨年 12 月に政策金融公庫様からの

ご融資（400 万円）とがあり、親会社からの借入は事業が軌道に乗るまで限定的に維持する予定です。 

※投資については、まだ具体的な見込みありません。 
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【【ビビジジネネススププラランン部部門門】】  

－ 9 － 

３３  財財務務状状況況   (既に起業している場合、直近 3 年間の財務状況を記載)    ((単単位位：：千千円円))  

 2021 年 12 月期 2022 年 12 月期   年  月期 

売 上 高 0 0  

営 業 利 益 -573 -2,450  

経 常 利 益 -573 -2,365  

 

４４  応応募募者者ののププロロフフィィーールル  

プロフィール 

応募者である後藤大介は、東京都武蔵野市生まれ、1995 年 3 月早稲田大学法学部卒、会社勤務を経

て 2000 年 8 月英インペリアル・カレッジ環境学部修士課程修了（科学修士）。2000 年 11 月から

都内の民間シンクタンクで研究員、次いで企業コンサルタントを務める。2012 年 3 月まで勤務した

後、翌 4 月に千葉市内に本店を置く株式会社アイディアシップを設立。企業・組織と社会とのクリエ

イティブな関係づくりを調査・分析と提案を通じて支援する事業を徐々に拡大（現在は従業員 10 名）

し、現在はウェルビーイングを実現する空間・組織づくりの支援に注力する。2018 年にヘルシンキ

大学監修のオンライン AI 講座を通じてクラウドランド・テクノロジー社（アンドラ公国）を経営する

ホアン・イグナチオ・ルケ・サンドバルの知己を得る。2020 年 3 月にアイディアシップとクラウド

ランド・テクノロジーの共同開発プロジェクトとしてイツモココデ（国際名 itsumo）への取り組みを

開始し、その成果を現物出資する形で 2021 年 5 月に株式会社 itsumo を設立。2021 年 11 月には

アイディアシップのインド子会社として Ideaship India Private Limited を設立。 

 

社会・地域貢献に対する考え方 

「連帯」と「包摂」が、イツモココデというサービスの理念です。 

たいてい誰でも、その環境さえ整っていれば、お互いのつながりを築き、他者との間にある壁を取り払

っていくような行動を取りやすくなります。itsumo は、若い学び手のために、そうした環境を設ける

試みです。学び手は、自らがその環境を育てる役割も担います。 

事業運営・組織運営では、連帯と包摂を追求しながら、地域との互恵的で創発的な関係づくりに努めて

います。 

 

５５  今今回回のの応応募募動動機機（（ああててははままるるももののにに○○ををつつけけててくくだだささいい。。））  

(1) 資金調達  (2) 販路拡大・事業提携先獲得  (3) 経営パートナーの獲得 

(4) その他（具体的に 貴財団とのパートナーシップ） 

 

６６  今今回回のの応応募募ににつついいててどどちちららででおお知知りりににななりりままししたたかか。。  

(1) 市政だより、市役所ホームページ   (2)財団ホームページ  

(3) 支援機関等ホームページ   (4) ポスター、チラシ   (5) Facebook 

(6) 新聞、インターネット等のメディア（名称                ） 

(7) その他（具体的に 千葉市役所産業支援課様からのご案内で知りました。） 
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【【ビビジジネネススププラランン部部門門】】  

－ 1 － 

第第２２２２回回『『ベベンンチチャャーー・・カカッッププＣＣＨＨＩＩＢＢＡＡ』』【【ビビジジネネススププラランン部部門門】】  

応応募募申申込込書書  

 

応募要領を遵守し、以下のとおり、申し込みいたします。 

 

１１  応応募募者者概概要要 記載日   ２０２３年  ８月  １７日 

(フリガナ) マスイチヤ ゴウドウガイシャ (フリガナ) 
ダイヒョウシャイン  

ヨシダジュンコ 

会社名・ 

学校名等※ 
増一屋合同会社 

応募者氏名 

※法人（グループ）の場合

は代表者役職・氏名 

代表社員 吉田淳子 

          ㊞ 

応募者区分：（いずれかに○） 

個人 ・ 法人 ・ グループ 
応募者年齢： ５３歳 

法人所在地※： 

〒226600--00001155  

 千千葉葉県県千千葉葉市市中中央央区区中中央央 22 丁丁目目 55--11 中中央央ツツイインンビビルル 22 号号館館７７FF        

 

電話番号：  FAX：004433--333311--66225577  

E-mail ：

yoshida.masuichiya@gmail.com 
URL：https://www.masuichiya.com/ 

資本金※：      2,000 千円 
従業員数※： 8 人 

（うちパート： 7 人） 

創業（予定）※：   年 月 法人設立： 2021 年    9 月 

現在の事業内容※（概ね 60 字） 

食品の製造・販売。 

メニュー開発・衛生のコンサル。 

イベントの企画・運営。  

※会社名・学校名等、法人所在地、資本金、従業員数、創業年月、法人設立年月、現在の事業内容は該当者

のみ記載してください。 

※内容の記載は、必要事項を埋めるだけでなく、具体的かつ簡潔に記述し、必要により図表等を交え、

ポイントを解りやすく記載してください。 
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【【ビビジジネネススププラランン部部門門】】  

－ 2 － 

２２  ビビジジネネススププラランンににつついいてて  

（（11））  ビビジジネネススププラランン名名（（おおおおむむねね 4400 時時）） 

千葉市から始める、美味しくて、健康に良くて、環境に優しい大豆ミートで地域活性化 

 

((22))  ビビジジネネススププラランンのの概概要要  

＊実現しようとする製品、サービス等の内容（概ね 500 字） 
「誰に対して」、「どのようなサービス・製品を」、「どのように」提供するのかを明確に記載してください。 

●千葉市産の大豆で代替肉を製造し、大豆ミート惣菜メニューを製造販売。 

「美味しくて、健康に良くて、環境にやさしい」大豆ミート惣菜の製造販売・ 

●「「千千葉葉市市のの大大豆豆でで生生産産者者ささんんとと共共にに、、観観光光農農業業１１００次次化化をを目目指指ししまますす！！」」大豆生産者(株)

つなぐファーム(千葉市緑区)と一緒に SDGｓ体験イベント＆マルシェの実施。 

「食べて学ぼう SDGｓ」ソーラーパネルで育てた大豆の収穫体験をしながら環境問題と大

豆ミートの関係性を学び、大豆ミート料理を食べる。マルシェで野菜の販売、規格外野菜を

使った料理の提供。大豆で味噌づくりのワークショップを行う。 

下記の様な消費者向け 

・ダイエットをしたいけど美味しい食事はあきらめたくない。 

・筋トレ運動を趣味にしていて常に健康維持管理をした食生活を送りたい。 

・子どもには美味しくて安全な食事を与えたい。 

・菜食主義者だけど野菜だけではたんぱく質不足になる。 

・お肉は好きだけれども健康維持の為に動物性食材を減らしたい。 

・地球環境の維持・改善に熱心で、畜産による食材を減らしたい。 

・SDGs や環境問題について興味がある、学びたい。 

・農業に興味があり収穫体験をしてみたい。 

・オーガニック、無農薬の野菜を食べたい。 

と思っている皆様に、お肉のように美味しい植物由来で体に優しい大豆ミートの惣菜を提供

します。更に農業体験をすることでＳＤＧｓの理解を深めることができ地元の安全な野菜を

購入することが出来ます。 

 

＊この事業が必要とされる社会的背景 

この事業を取り巻く環境（社会、経済、顧客ニーズ等）やこの事業で解決される社会的課題又は地域課題を

どのように捉え、どのように対応していくのか」という観点から記載してください。 

●環境問題への関心などが背景として、代替肉製品は注目を集めています。また、近年植物

ベース食品への関心や健康意識の高まりもあり、植物性のたんぱく源として栄養が高い大豆

ミートは肉のような食感や味を提供することができるため、ベジタリアンやヴィーガンの方

だけではなく一般の消費者にも人気があります。 

●中学校で SDGｓ授業が取り入れられるようになり、教材を求める学校からの問い合わせ

があります。（実際に茨城・千葉の中学校に訪問し講義と試食を実施） 

●自然派・生産者がみえる食品を求める消費者が増え、マルシェのワクワク感を楽しむ人が

増えた。 
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((33))  事事業業のの優優位位性性（（製製品品・・技技術術・・ササーービビスス等等））  

・独特の大豆臭を取り除くことが出来るのでより肉感に近づいた大豆ミート惣菜を提供でき

る。 

弊社の大豆ミートは大豆臭がしない点が特徴です、さらに美味しさを追求する料理人がメニ

ュー開発をしているので食べ方・味付けは代替肉とは思えないクオリティです。大豆臭を取

り除く加工技術はあえて特許取得はいたしません。その理由としては加工工程を公開したく

ないからです。特許を申請後、一定期間が経過すると内容が公開されてしまうので知ること

ができます。そして特許が切れた後には同じものを真似し放題になります。弊社が特許を取

得しないのはそのような事態を避けたいからです。 

他社の大豆ミート惣菜は大豆臭を感じさせない為に濃い味付けのものが多いが、弊社は大豆

臭を除いたのでどのようなメニューでも味付けでも可能。 

・美味しくて満足感が味わえる代替肉メニューを作ることができる。 

料理に合わせた大豆ミートを使うことで多彩なメニューづくりができる。 

※2022-2023 にっぽんの宝物にて二冠獲得（圏央道大会：準グランプリ受賞、JAPAN

大会：特別賞受賞）、ククオオリリテティィのの高高ささをを評評価価いいたただだききままししたた  別紙② 

・千葉市緑区の(株)つなぐファームの協力によって、中間マージンを削減して低コストを実

現できる。 

・千葉市緑区の(株)つなぐファームの協力によって、原材料生産から一貫した品質管理を行

うと同時に、マルシェを開催することによって体験型の SDGｓ・食育プログラム、地元野

菜や千葉市の食材を使った料理の販売を行い、観光化を目指せる。 
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((44))  市市場場のの状状況況  

＊ターゲットとする市場とその規模 

大豆ミートの国内市場は 2022 年 25 億円から 2025 年には 40 億円に増加すると予想さ

れる。（日本能率協会総合研究所調べ(2021.7)別紙③ 

その理由としては下記があげられています。 

・環境問題 

・健康志向 

・人口増加により畜肉供給が困難 

・物価高により畜人の価格高騰 

 

 

 

 

 

 

＊価格設定方針とその競争力 

現在販売されている大豆ミート惣菜は通常の畜肉を使用している惣菜と比べると約 2 倍の価

格になるが、弊社では約 1.5 倍程度に抑えられる。この価格帯であれば健康意識の高い方で

も手が届く範囲であると思われる。しかも、他社の大豆の原料は海外産で遺伝子組み換え作

物を使用しているものが多い。千葉市の生産者つなぐファームとの取り組みによって、千葉

市産大豆・千葉市内製造ができるので安心安全と美味しさを提供でき健康と環境にやさしい

付加価値が加わり他社との差別化ができる。 
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((55))  販販売売方方法法ととＰＰＲＲ方方法法  

【集客】 

マルシェ、食育プログラム、千ブランド登録、クラウドファンティングの実施。 

これらを実施し、千葉市産大豆ミートの認知拡大を行う。共同通信 PR ワイヤーでプレ

スリリース配信。SNS 発信。 

船橋市情報誌の「Mamachi」の協力の下、千葉県船橋市在住の子育てママ世代 12 名と

一緒に大豆ミートのレシピ本を作成中。年内中に 2000 部を船橋市保健所に寄贈。保育

園や小児科等に配布されるので QR コードを掲載し弊社 SNS に誘導し PR 発信を行

う。別紙➃ 

商談会や展示会に参加し試食や PR を行う、 

【販売】 

自社 EC サイト。クラウドファンティングの実施。そごう千葉店・そごう渋谷店、丸井

新宿店・柏店・吉祥寺店での店頭販売。ごっつお便、千趣会、ふるさと納税等のカタロ

グ掲載。 

★出口戦略としては、リアル店舗と同時に EC を活用し広く発信をしていきます  
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((66))  事事業業実実施施上上のの問問題題点点とと解解決決策策  

（千葉市及び産業振興財団への要望、求める支援策等を含む） 

① 大豆ミートの認知度の低さ → 子育て世代のママさん達とレシピ本を作成・配布・ネ

ットによるレシピ公開（実際に家庭で使うことを想定した現実的なメニュー提案） 

② 高価格 → 過度な垂直分業を社内に取り組み中間マージンを削減して低コストを実現

できる。また、このところ肉類の価格高騰が顕著（総務省統計局の小売物価統計調査

2023.07）。食肉類は最近の物価高騰により 2 年前から 1.2 倍程度となっており、大豆

ミートとの価格差は縮まってきていると思われる。さらに大豆生産者のつなぐファーム

と協力することによって原料生産から惣菜製造までの過度な垂直分業を社内に取り組み

中間マージンを削減して低コスト化を続けていく。 

③ 肉の代わりとしての味や食感の違い → 解決済み。コンテストで二冠取得しているこ

とやフェスで毎回完売することが証明になると思っています。 

④ 植物ベースの文化や食生活の違い → 新しい食のスタイルをイベントや SNS で発

信。鶏・牛・豚と一緒に大豆肉の選択肢をつくる 

⑤ 大豆ミートの栄養科や環境への影響などの情報不足 → (株)つなぐファームと一緒に体

験型食育プログラムを実施。 

 

その他問題点 

製造工場と、機械の購入の資金 → 補助金、借入金、賞金で検討 

 

 

 

((77))  ススケケジジュューールル  

＊現在の進捗状況 

レシピ本校正中 → 年内に印刷・配布 

クラウドファンティング準備中 → 10 月実施 

ヴィーガンフェス準備中 → 10 月 1 日木場公園にて実施 

大豆収穫祭＆マルシェ → 12 月開催に向けてつなぐファームと打ち合わせ中 

菱熱工業(株) 大豆ミート製造機械を見学済み → 購入検討中 

 

＊今後の予定 

●2023 年 

10 月上旬 そごう千葉店：店舗での販売開始。そごう渋谷店：EC サイトで販売開始 

10 月 1 日 ビーガングルメ祭り 2023 秋に出店 木場公園 

10 月 13 日～11 月 29 日 キャンプファイヤーにてクラウドファンティング実施 

10 月 24 日 商談会に出店 

2023 しんきん食の商談会 inCHIBA 幕張メッセ 

「ちば広域連携企業間マッチングイベント」 オークラ千葉ホテル 

12 月 第一回大豆収穫祭＆マルシェ開催 
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●2024 年 

菱熱(株)の大豆ミート製造機械にて千葉市産大豆で大豆ミートの試作を行う 

4 月 ごっつお便、千趣会でのカタログ販売開始 

ビーガングルメ祭りに出店。春・夏・秋 

つなぐファームとのマルシェを定期的に実施する 

●2025 年 

12 月 機械購入。製造工場稼働。 

この年収穫した千葉市産大豆で大豆ミート製造を本格的に開始する 

千葉市産大豆ミートを使って PB だけではなく業務用の製造・販売を行う。 

 

 

 

((88))  千千葉葉市市ににももたたららすす社社会会的的、、経経済済的的効効果果  

本ビジネスプランが千葉市にどのような社会的、経済的な効果をもたらすか記載ください。 

・千葉市の特産品が増える 

 千葉市産野菜。千葉市産野菜を使って商品化。千ブランドの強化。 

・千葉市内での雇用が増える 

・千葉市産の大豆ミートをリリースすることでメディアへの関心を呼び込み、情報発信がで

きる。環境問題を背景に、話題性もあり、六次化による国産大豆ミートということで、広く

メディアで取り上げられる可能性も高いと考えられる。 

・つなぐファームでの大豆生産が増える為雇用増加につながる。弊社での工場稼働により製

造量が増え販路も広がり雇用増加につながる。 
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((９９))  千千葉葉市市ににおおけけるる事事業業展展開開  

＊千葉市内で事業を行う目的と計画 

温暖な気候と豊かな大地に恵まれ、生産者が千葉市内にいる。 

大消費地の東京に隣接している。また大豆ミートなど代替肉への関心の高いユーザーは都市

部に多い傾向があり、リアルに商品にも接していただける機会が容易である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊進出の形態及び時期 

2025 年、工場稼働による製造販売を目指す。 
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((1100))  今今後後３３年年間間（（営営業業年年度度））のの売売上上計計画画  

                ((単単位位：：千千円円))  

２０２４年８月期 ２０２５年８月期 ２０２６年８月期 

<1>売上高 

（うち、今回応募事業分） 

7,000 千円 

（      ） 

16,000 千円 

（ 6,000 千円） 

30,000 千円 

（15,000 千円） 

<2>売上原価 

（うち、今回応募事業分） 

5,000 千円 

（      ） 

12,000 千円 

（ 1,800 千円） 

20,000 千円 

（4,500 千円） 

<3>粗利益［<1>-<2>］ 2,000 千円 4,000 千円 10,000 千円 

<4>販売費、一般管理費 2,000 千円 2,000 千円 4,000 千円 

<5>営業利益［<3>-<4>］ 0 円 2,000 千円 6,000 千円 

<6>営業外利益 0 円 0 円 0 円 

<7>営業外費用 0 円 0 円 0 円 

<8>経常利益［<5>+<6>-<7>］ 0 円 2,000 円 6,000 千円 

 

((1111))  今今後後３３年年間間（（営営業業年年度度））のの資資金金計計画画 （（単単位位：：千千円円）） 

 資金内訳 
２０２４年 

８月期 

２０２５年 

８月期 

２０２６年 

８月期 

資資

金金

需需

要要  

運

転

資

金 

経営運転資金 

 

 

 

７,000 千円 １４,000 千円 24,000 千円 

設

備

資

金 

機械購入 

 

 

 

  50,000 千円 

計計  ７７,,000000 千千円円  １１４４,,000000 千千円円  7744,,000000 千千円円  

資資

金金

調調

達達  

自己資金 ７,000 千円 １４,000 千円 24,000 千円 

借入金 

（うち、今回調達希望分） 

 

（ ） 

 

（ ） 

２0,000 千円 

（ ） 

投資 

（うち、今回調達希望分） 

 

（ ） 

 

（ ） 

10,000 千円 

（ ） 

その他（補助金 ）   20,000 千円 

計計  77,,000000 千千円円  1144,,000000 千千円円  7744,,000000 千千円円  

※※資資金金需需要要欄欄のの計計及及びび資資金金調調達達のの計計ののそそれれぞぞれれのの額額がが必必ずず一一致致すするるよよううにに記記載載ししててくくだだささいい。。  
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３３  財財務務状状況況   (既に起業している場合、直近 3 年間の財務状況を記載)    ((単単位位：：千千円円))  

 ２０２２年８月期 ２０２３年８月期   年  月期 

売 上 高 ２,４００千円 ３,８００千円  

営 業 利 益 —３,０００千円   

経 常 利 益 —２,０００千円   

 

４４  応応募募者者ののププロロフフィィーールル  

（社会・地域貢献に対する考えがあれば記載してください） 

1970 年茨城県日立市生まれ 

千葉・福島で 3 社のセントラルキッチンを立上げ、ISO22000、FSSC22000、

HACCPJFS-B 規格の認証取得のマネージメントを行う。 

大手企業から都内オーガニックスーパーまで、多くの代替肉やオーガニック・ヴィーガンメ

ニューの開発を行う。 

千葉・茨城・福島の特産物で商品づくりをし、業務用として全国のホテルや飲食店・食品製

造工場に営業・販売を行う。更に一般消費者向けにデザインパッケージを施した商品は都内

の駅や百貨店、高級スーパー向けに営業・販売を行う。 

2021 年独立。 

増一屋合同会社を設立。都内レストランの OEM・メニュー開発・衛生管理コンサルを実

施。サスティナブルフード Bonheur ブランドの販売。SDGｓイベントを百貨店、ヨガ教

室、中学校等で実施。 

今にいたる。 

今までのメニュー開発や商品づくりの経験と、販路先の人脈を活かして地元千葉市の 6 次化

に貢献したい。さらにイベント企画や運営を得意としているので、どの世代でも楽しめるよ

うな食育を広め、地域活性の役に立てるような仕事をします。 

※受賞歴 

●2022 年 11 月 29 日 

にっぽんの宝物プロジェクト圏央道の宝物グランプリ 2022-2023 

新体験部門：準グランプリ受賞。「まるでお肉！なチキンサンド」 

●2023 年 3 月 23 日 

にっぽんの宝物グランプリ JAPAN 大会 2022-2023 

特別賞：ベストチャレンジ賞受賞。「まるでお肉！なチキンサンド」 

●2023 年 6 月 1 日 

日本プラントベース市場協会より、「JAPAN VEGAN AWARDS 2023」受賞候補者に

ノミネート。 

APAN VEGAN AWARDS 2023 とは 
医学・学術・料理・経済・動物愛護・環境・文化、あらゆるジャンルから VEGAN / PLANT 
BASED のライフスタイルの発展・啓蒙・革新に貢献している人たちに贈られる賞です。 
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５５  今今回回のの応応募募動動機機（（ああててははままるるももののにに○○ををつつけけててくくだだささいい。。））  

(1) 資金調達  (2) 販路拡大・事業提携先獲得  (3) 経営パートナーの獲得 

(4) その他（具体的に ） 

 

６６  今今回回のの応応募募ににつついいててどどちちららででおお知知りりににななりりままししたたかか。。  

(1) 市政だより、市役所ホームページ   (2)財団ホームページ  

(3) 支援機関等ホームページ   (4) ポスター、チラシ   (5) Facebook 

(6) 新聞、インターネット等のメディア（名称                ） 

(7) その他（具体的に                           ） 
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。

●
家
畜
の
餌
の
穀
物
を
生
産
す
る
だ
け
の
土
地
が
追
い
付
け
な
い
。

●
家
畜
の
餌
の
穀
物
を
生
産
す
る
た
め
の
水
資
源
が
追
い
付
け
な
い
。

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
に
よ
って
地
球
環
境
に
大
き
な
負
荷
を
与
え
て
い
る

私
た
ち
は
、
近
い
将
来
、
牛
肉
・
豚
肉
・
鶏
肉
を
控
え
る
努
力
が
求
め
ら
れ
る

何
故
、
大
豆
ミ
ー
ト
な
の
か

目
的
は
、
地
球
の
未
来
の
為
に
。

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
フ
ー
ド
専
門
企
業
「
増
一
屋
」
を
起
業

「
幸
せ
」
を
意
味
す
る
ボ
ヌ
ー
ル
ブ
ラ
ン
ド
が
誕
生
し
ま
し
た
。
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ヒ
ッ
ト
商
品
！

「ま
る
で
お
肉
！
な
、
チ
キ
ン
サ
ン
ド
」

ビ
ー
ガ
ン
グ
ル
メ
祭
り
で
は
出
店
の
た
び
に
、
完
売
す
る
人
気
商
品
！

20
22
-2
02
3に
っ
ぽ
ん
宝
物
グ
ラ
ン
プ
リ

2
冠
達
成
！

千
葉
市
市
長
へ
表
敬
訪
問
も

圏
央
道
グ
ラ
ン
プ
リ
/準
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

全
国
大
会
/特
別
賞
受
賞

20
23
年
5月
に
千
葉
市
役

所
に
て
、
神
谷
市
長
へ
表

敬
訪
問
さ
せ
て
い
だ
き
ま

し
た
。

美
味
し
さ
の
証
明

プ
ロ
の
料
理
人
が
つ
く
る
か
ら
こ
そ
、

料
理
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が
違
い
ま
す
。

C
he

f
増
一
屋
の
大
豆
ミ
ー
ト
は
す
べ
て
プ
ロ
の
料
理
人
が
考
案
し
て
開
発
し
た
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

味
へ
の
こ
だ
わ
り
、
増
一
屋
の
強
み

大
豆
臭
を
解
決
し
、
食
感
や
美
味
し
さ
を
追
求
！

潜
在
的
ニ
ー
ズ
が
高
い
代
替
肉
、
そ
の
課
題
に
挑
戦
！

①
認
知
度
の
低
さ

②
高
価
格

③
味
や
食
感
の
違
い

④
食
習
慣
の
違
い

⑤
栄
養
価
や
環
境
へ
の
影
響
の
情
報
が
不
足

海
外
が
先
行
す
る
代
替
肉

日
本
市
場
も
追
い
つ
く
た
め
に
。

課
題
を
解
決
す
る
！

5つ
の
問
題
を
「
増
一
屋
」
は
解
決
し
て
い
き
ま
す
。

健
康
の
為

環
境
問
題
の
為

動
物
愛
護
の
為

代
替
肉
を
取
り
入
れ
た
い
。
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大
豆
生
産
者
と
目
指
す
、
千
葉
市
産
の
大
豆
ミ
ー
ト
製
造
販
売
！

千
葉
か
ら
始
め
る
、
大
豆
ミ
ー
ト
の
６
次
化
計
画

つ
な
ぐ
フ
ァ
ー
ム
さ
ん
と
取
り
組
ん
で
い
る
千
葉
市
産
大
豆
の
大
豆
ミ
ー
ト
計
画

国
産
大
豆
を
加
工
し
て
大
豆
ミ
ー
ト
に
成
形
す
る
機
械
メ
ー
カ
ー
へ
訪
問
。

生
産
者
さ
ん
の
大
豆
原
料
を
国
内
の
機
械
で
大
豆
ミ
ー
ト
原
料
に
し
て
い
き
ま
す
。

大
豆
ミ
ー
ト
の
六
次
化
計
画
で
は
原
料
を
加
工
す
る
工
程
も
重
要
で
す
。

生
産
者
と
取
り
組
む
こ
と
で
原
料
調
達
を
実
現
し
、
事
業
規
模
の
拡
大
を
目
指
せ
ま
す

大
豆
ミ
ー
ト
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
国
産
大
豆
ミ
ー
ト
が
誕
生
し
ま
す

高
価
格

か
ら

日
常
的
な
価
格
に

購
入
し
や
す
い
価
格
、
仕
入
れ
し
や
す
い
原
料
価
格
を
目
指
し
ま
す

生
産
者

大
豆
加
工

大
豆
ミ
ー
ト
成
型
加
工

総
菜
加
工

1
2

3
4

解
決
策
：
六
次
化
の
実
現
で
、
4つ
の
中
間
マ
ー
ジ
ン
を
カ
ッ
ト

千
葉
市
産
大
豆

大
豆
加
工

成
型
加
工

総
菜
加
工

バ
イ
ヤ
ー

消
費
者

大
豆
生
産
か
ら
加
工
・
販
売
を
行
い
、
流
通
・
消
費
者
へ
ダ
イ
レ
ク
ト
へ
販
売
が
可
能
に
！

増
一
屋
の
狙
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
、
環
境
負
荷
が
低
く
、
購
入
し
や
す
い
価
格

環
境
貢
献
・
高
い

環
境
貢
献
・
低

価
格
・
高
い

価
格
・
低
い

●
A社

●
B社

●
C社 ●
D社

●
F社
（
量
販
）

増
一
屋

環
境
を
考
え
た
植
物
性
10
0％
！

若
い
世
代
や
ビ
ー
ガ
ン
志
向
の
方
か
ら
ご
支
持
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

美
味
し
さ
の
証
明
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持
続
可
能
な
社
会
を
食
の
世
界
か
ら
。
千
葉
市
産
大
豆
ミ
ー
ト
の
取
り
組
み
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

大
豆
ミ
ー
ト
と
S
D
G
ｓ

家
畜
を
育
て
る
土
地
、
水
資
源
、
飼
料
、
な
ど
の
課
題

人
口
増
と
畜
産
物
の
増
加

海
外
産
が
主
流
の
大
豆
ミ
ー
ト
を
国
産
化
へ

代
替
肉
の
取
り
組
み
は
い
ち
早
く
海
外
が
積
極
的
。
そ
の
背
景
に

は
地
球
環
境
負
荷
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
増
一
屋
で
は
国
産
大

豆
ミ
ー
ト
が
少
な
い
現
状
か
ら
生
産
者
と
と
も
に
こ
の
問
題
に
取

り
組
み
、
新
し
い
時
代
へ
つ
な
が
る
産
業
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

都
内
で
販
売
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

ヨ
ガ
を
実
施

千
葉
県
市
川
市
付
属
中
学

食
育
企
画
実
施

千
葉
県
木
更
津
市

中
等
部
に
て

食
育
企
画
実
施

実
際
に
味
を
知
っ
て
い
た
だ
く
、
体
験
し
て
い
た
だ
く
、

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
の
活
動
を
実
施
中
！

共
感
活
動
を
！

美
味
し
さ
の
証
明

認
知
度
の
向
上
活
動

②
食
、
健
康
、
SD
G
sを
テ
ー
マ
に
し
た

イ
ベ
ン
ト
企
画
事
業

地
球
環
境
の
講
義
を
実
施

20
23
年
9月
12
日
（
火
）
、
東
京
都
世
田
谷
区
の

小
学
校
の
生
徒
さ
ん
向
け
に
「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
と

は
何
か
？
そ
の
着
目
理
由
に
つ
い
て
講
演
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

M
am

ac
hi
メン
バ
ー
とレ
シ
ピ本

作
成
、船

橋
市
保
健
所
に

30
00
部
寄
付
計
画
！

美
味
し
さ
の
証
明

認
知
度
の
向
上
活
動

①
大
豆
ミ
ー
ト
を
身
近
に
、
使
い
や
す
く

子
育
て
中
の
マ
マ
さ
ん
世
代
の
協
力
を
経
て
、
レ
シ
ピ
本
作
成
中
！

家
庭
で
の
料
理
を
想
定
し
て
大
豆
ミ
ー
ト
を
ご
飯
の
お
か
ず
に
。
マ
マ

さ
ん
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
満
載
の
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
。
レ
シ
ピ
を
公
開
し
、

使
い
や
す
さ
を
マ
マ
さ
ん
視
点
で
周
知
活
動
を
し
ま
す
。
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千
葉
市
に
も
た
らす

メリ
ット

千
葉
市
産
大
豆
ミ
ー
ト
が
特
産
物
に

千
葉
市
産
野
菜
を
商
品
化
→
千
ブ
ラ
ン
ド
強
化

大
豆
生
産
・
惣
菜
製
造
で
雇
用
が
増
え
る

定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
実
施
で
他
県
か
ら
も
集
客

SD
Gｓ
が
背
景
の
イ
ベ
ン
ト
で
メ
デ
ィ
ア
に
発
信

ス
ライ
ドの

タイ
トル

を
追
加

 -
2

外
食
産
業
に
も
広
が
る
大
豆
ミ
ー
ト
、
問
い
合
わ
せ
も
増
加

メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
た
、
相
談
も
。

大
豆
ミ
ー
ト
へ
の
関
心
は
今
後
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

外
食
産
業
で
は
徐
々
に
大
豆
ミ
ー
ト
関
連
メ
ニ
ュ
ー
も
導
入
さ
れ

て
い
ま
す
。
増
一
屋
で
は
OE
M
事
業
も
実
施
、
メ
ニ
ュ
ー
開
発
相

談
や
製
造
依
頼
な
ど
お
話
が
き
て
い
ま
す
。

ビ
ー
ガ
ン
に
特
化
し
た
飲
食
店
も
。

動
物
性
を
使
用
せ
ず
に
美
味
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
。
ビ
ー
ガ
ン
グ
ル

メ
祭
り
で
も
若
い
世
代
を
中
心
に
ビ
ー
ガ
ン
食
を
心
が
け
る
方
も

増
え
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
増
一
屋
で
は
、
国
際
食
品
展

FO
OD
EX

JA
PA
Nに
も
出
展
。
た
く
さ
ん
の
方
々
が
増
一
屋

ブ
ー
ス
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
た
ち
が
目
指
す
の
は

1
0
次
化

観
光
農
業

千
葉
市
か
ら
始
め
る
地
域
活
性
化

【
夏
前
に
植
え
た
大
豆
の
苗
を
12
月
に
収
穫
】

生
産
者
と
と
も
に
第
一
回
大
豆
収
穫
祭
を
予
定

大
豆
ミ
ー
ト
原
料
は
主
に
海
外
産
が
主
流
で
す
。
こ
れ
か
ら
需
要

が
高
ま
る
大
豆
ミ
ー
ト
の
原
料
を
い
ち
早
く
千
葉
市
産
か
ら
は
じ

め
た
い
。
生
産
者
さ
ん
と
の
取
り
組
み
を
消
費
者
に
も
周
知
す
る

た
め
に
も
収
穫
祭
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
フ
ァ
ン
づ
く
り
を
行
い
ま

す
。
定
期
的
な
開
催
実
施
を
計
画
。

県
外
か
ら
の
観
光
に
も
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【【ビビジジネネススププラランン部部門門】】  

－ 1 － 

第第２２２２回回『『ベベンンチチャャーー・・カカッッププＣＣＨＨＩＩＢＢＡＡ』』【【ビビジジネネススププラランン部部門門】】  

応応募募申申込込書書  

 

応募要領を遵守し、以下のとおり、申し込みいたします。 

 

１１  応応募募者者概概要要 記載日 R5 年 ８月１７日 

(フリガナ) カブシキガイシャメンサポ (フリガナ) ヒロセ モトヒサ 

会社名・ 

学校名等※ 
株式会社メンサポ 

応募者氏名 

※法人（グループ）の場合

は代表者役職・氏名 

代表取締役 

廣瀬素久       ㊞ 

応募者区分：（いずれかに○） 

個人 ・ 法人 ・ グループ 
応募者年齢：４2 歳 

法人所在地※： 

〒 260-0013 

 千葉市中央区中央 2-5-1 

電話番号：0８0-６３０５-７９９７ FAX：— 

E-mail：hirose.m@cbtmsp.com URL：https://cbtmsp.com/index.html 

資本金※：    2000 千円 
従業員数※： ３人（取締役） 

（うちパート： ０人） 

創業（予定）※：   令和５年 ４月 法人設立（予定）※： 令和５年 ４月 

現在の事業内容※（概ね 60 字） 

・認知行動療法を基盤にした対人援助教育研修サービスの企画・開発 

・研修会の企画、運営 

・ヘルスケアに関する人材の育成及び資格認定事業 

※会社名・学校名等、法人所在地、資本金、従業員数、創業年月、法人設立年月、現在の事業内容は該当者

のみ記載してください。 

※内容の記載は、必要事項を埋めるだけでなく、具体的かつ簡潔に記述し、必要により図表等を交え、

ポイントを解りやすく記載してください。 
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【【ビビジジネネススププラランン部部門門】】  

－ 2 － 

２２  ビビジジネネススププラランンににつついいてて  

認知行動療法に基づくメンタルヘルスサポートの学習システム 

 

((22))  ビビジジネネススププラランンのの概概要要  

＊実現しようとする製品、サービス等の内容（概ね 500 字）  

「誰に対して」、「どのようなサービス・製品を」、「どのように」提供するのかを明確に記載してください。 

「「誰誰にに対対ししてて」」  

対人援助職※ 

「「どどののよよううななササーービビスス・・製製品品をを」」  

千葉大学医学研究院が作成監修した「精神科医が精神疾患の治療に用いる認知行動療法を学

ぶことができる」コンテンツの視聴（CBT ラーニング）と勉強会や個別相談を組み合わせて

トレーニングを積むオンライン教育システム 

「「どどののよよううにに」」  

CBT ラーニング講座（オンデマンド型）→オンライン配信 

勉強会→オンラインビデオ通話システム 

個別相談→オンラインビデオ通話システム 

 

【サービス導入によってもたらされる効果】 

 このサービスを利用することで、医療、福祉、産業などの分野で働く対人援助職者が、認

知行動療法の理論に基づくストレス対処法を身に着け、その対処法を対象者の支援に活用で

きるようになる。その結果、学んだ者自身もメンタルヘルスの向上が図れると共に、対象者

がもつ心の課題に対して、認知（考え）や行動の変容を促し、健康問題を解決へ導く。 

 

本サービスにおける「対人援助職」※とは 

医師等の医療分野、介護士などの福祉分野、保健師等の保健分野、教員などの教育分野、市

民相談窓口担当者などの行政分野等、多岐にわたる。 

 

＊この事業が必要とされる社会的背景 

この事業を取り巻く環境（社会、経済、顧客ニーズ等）やこの事業で解決される社会的課題又は地域課題を

どのように捉え、どのように対応していくのか」という観点から記載してください。 

【事業を取り巻く環境】 

認知行動療法は自分自身でこころの不調を解決する「セルフケア」ができるようになる心理

療法である。これまで、精神科医や心理師等の心理専門職以外の対人援助職は、認知行動療

法を用いたカウンセリングの技法を学ぶ機会が少なく、学んだとしても練習する場がなく、

指導を受けられる専門家が周りにいないことが課題であった。 

 

【サービスをうけることで受講生にどのようなベネフィットがあるか】 

・支援対象者に対して、科学的なエビデンスに基づいたメンタルヘルス支援（正しい精神疾
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【【ビビジジネネススププラランン部部門門】】  

－ 3 － 

患の知識と認知行動療法をベースとしたスキル）を提供できるようになる。 

・受講生が本教育システムで学んだ知見に基づいて、対象者のこころの不調を早期に発見で

きるようになり、必要な受診を勧奨することで対象者の精神疾患の重症化予防に寄与する可

能性がある。 

・受講生が軽度の抑うつ気分や不安等こころの問題をもつ対象者に対して、認知行動療法の

エッセンスをとりいれた支援ができるようになる。例えば、保健師が CBT を学ぶと、育児

中の母親のストレスマネジメントに役立ち、虐待予防につなげることができる。薬剤師が服

薬指導に CBT を取り入れると、患者の服薬のコンプライアンスが向上する。このように、

各職種で行っているケアの効果が上がることが期待できる。 

 

【受講生自身への効果】 

ストレスマネジメントの方法を学ぶことは、自身のメンタルヘルスケアにも役立ち、休職、

退職の削減にも寄与すると期待される。ひいては経営効率の向上につながると言える。横山

らによる「職場におけるメンタルヘルス対策の有効性、費用対効果等に関する調査研究」（平

成 24 年度厚労省科学研究）の報告書によると、日本における精神疾患の社会的コストとし

て、医療費は約 2 兆円、受診及び罹病よる労働損失が約 5.5 兆円で、全体では約 7.5 兆円

と推計されている。さらに、認知行動療法の経済効率性が高く、特に他の介入と組み合わせ

るとメンタルヘルスと経済的損失の両面に効果的な傾向があったと示されている。 

 

((33))  事事業業のの優優位位性性（（製製品品・・技技術術・・ササーービビスス等等））  

厚生労働省、研究機関、YOUTUBE 等、認知行動療法の基礎を学ぶことができる動画配信

サービスは他にあるが、①基礎から応用（実際の患者の症例報告）まで系統立てて学ぶこと

ができるカリキュラム②多職種の初学者がセラピスト役、患者役となって実際のセラピーの

練習（ロールプレイ）をする勉強会③認知行動療法の専門家による個別指導、という包括的

な学習システムは、競合と比べて高い競争優位性がある。 

 

【【新新規規性性・・独独自自性性】】  

既存事業者は精神科医や心理師が対象であることがほとんどであるが、本サービスは「様々

な領域で働くすべての対人援助職」が対象である点は革新的であり、新規性が高い。 

オンラインコンテンツは、文部科学省高度医療人材養成プログラム（2018 年～2022 年）

において千葉大学が監修制作した（株式会社メンサポのメンバーが中心となって開発製作に

参画した）認知行動療法について学ぶ基礎教科（特論科目）と、病院において患者に対して

行われた認知行動療法の症例報告（演習科目）の合計８６本（各９０分）から構成され、大

学発ベンチャーとして千葉大学と使用許諾契約を結んでいる。大学の契約ルールの都合上、

排他的使用権は設定できないが、弊社の母体となる研究室で作成したコンテンツであり、事

実上コンテンツを使用できるのは、大学を除けば弊社のみである。この点に独自性がある。

また、利用者やヒアリングを行っている一般企業等から、聴講時間負担を軽くしたコンテン

ツの要望を受け、1 コマ 90 分→1 コマ 15 分～30 分に短くしたエッセンシャル版にまと

－ 51 －



【【ビビジジネネススププラランン部部門門】】  

－ 4 － 

めたコンテンツを作成中である。さらに、職種による利用シーンに合わせたコンテンツの制

作にも取り掛かっており、エッセンシャル版と職種別コンテンツにて取り組みやすさを上

げ、利用者の増加を目指したい。このように、消費者からの要望を取り入れて改善すること

ができる体制も研究機関と繋がっている大きな強みであると考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

((44))  市市場場のの状状況況  

＊ターゲットとする市場とその規模  

 本教育システムのターゲットは以下の通りである。 

医師、歯科医師、薬剤師、看護師、助産師、保健師、介護士、言語聴覚士、公認心理師、臨

床心理士、養護教諭、教諭、ソーシャルワーカー、理学療法士、作業療法士、鍼灸師、音楽

療法士、介護福祉士、社会福祉士、精神保健福祉士、保育士、児童指導員、スクールカウン

セラー、管理栄養士、栄養士、士業、法務教官、行政関係者その他医療職等の個人及び、対

人援助職が所属する地方公共団体の機関、医療法人、社会福祉法人、学校法人等。 

地域住民のうち、約 7 割が精神疾患を有していても未受診のまま生活を送っていると言われ

ており（厚生労働省）、上記の対人援助職は病院や在宅医療のみならず、様々な場所でもメン

タルヘルスの問題に対応することが求められている。 

（参考） 

千葉県における従事者数：医師 13,396 人、歯科医師 5,221 人、薬剤師 14,823 人、看護

職 61,122 人 

千葉市における従業者数：医師 2,992 人、歯科医師 914 人、薬剤師 2,822 人、看護職

11,326 人(令和 2 年統計,千葉県健康福祉部) 

 

【想定される市場】 

 全国で 8208 億円（684 万人※×12 万円）規模の市場を想定（令和 5 年 7 月現在）し
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ている。過去 1 年間にメンタルヘルス不調で１カ月以上休業・退職した労働者のいる事業所

割合は 10.1％（令和 3 年厚生労働省「労働安全衛生調査」、全国の小中学校で学校を 30 日

以上欠席した不登校の児童生徒 24 万 4940 人（令和 3 年文部科学省）と、こころの問題

を抱え者の数は増加傾向にある。また、日本におけるカウンセリングの市場は 300-350 億

円と言われており、メンタルヘルスに対する相談の場へのニーズが高い。世界的には、今後

7 年間でメンタルヘルス市場は年平均成長率 3.7%で成長し、2030 年には 5,399 億

7,000 万米ドルに達すると予測されている。 

【参考値】 

千葉県内医療従事者数：87,570 人(令和 2 年度千葉県保健所年報) 

全国の医療従事者：328 万人（平成 30 年度厚生労働行政の年次報告） 

全国の教員：145 万人（令和 3 年版文部科学統計要覧） 

全国の介護士 211 万人（平成 31 年度厚生労働省） 

※全国の医療従事者、教員、介護士数合計 684 万人 

 

＊価格設定方針とその競争力 

個人が学術集会等で実践型の講義を受ける場合、90 分あたり 5000 円以上かかることが多

いため、全科コース 90 分×30 コマ 12 万円/個人(90 分 1 コマあたり 4,000 円）という

価格を行っている。また、企業や団体が大学教授や講師等の講演を受ける場合、90 分あた

り 5０,000 円～１００,０００円程度かかることが多いため、全科コース 90 分×30 コマ

２０万円～と設定している。さらに本コンテンツはオンデマンド講義の為、繰り返し視聴で

きる点に優位性がある。また、現在作成している受講時間を短くしたエッセンシャル版につ

いては、30 分×６コマ１００,０００円を見込んでいる。 

2016 年から、医療機関で認知行動療法を行う場合、健康保険が適応できるようになってお

り、医療従事者がそのスキルを身に着けるニーズが高い。国内の認知行動療法学会では

1998 年研究会発足時 50 人であったが、2018 年学会員 1900 人に増加している。 

 

【【市市場場のの成成長長性性】】  

訪訪問問看看護護スステテーーシショョンン  

地域での自立した生活を支援する目的をもつ訪問看護においては、メンタルヘルスの問題を

併存する患者支援において、看護職・医療職の精神科の専門知識の不足が課題となってい

る。前述の切実な顧客ニーズから、現在、本教育システムを千葉市内の精神訪問看護ステー

ション 1 か所で取り入れることが決まり、県内外の訪問看護ステーション数か所から問い合

わせを受けており、ニーズを把握している。訪問看護ステーションにとって、認知行動療法

を行える看護師が在籍することは、他事業所との差別化を図ることができ、売上につながる

ため、市場拡大が期待できる。 

民民間間企企業業（（健健康康経経営営））  

健康経営を目標に掲げる企業ではメンタルヘルス対策が注目されており、「職場におけるメン

タルヘルス対策の有効性、費用対効果等に関する調査研究」（厚生労働省 H25 年度）におい
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ても個別的なマネジメントを組み合わせた認知行動療法が、経費効率がよいという可能性が

示されている。本サービスにはすでに、産業医、産業保健師の受講生がおり、健康管理部門

スタッフの認知行動療法を学ぶニーズに応えることができている。さらに、今後、本サービ

スを個人だけでなく企業用エッセンシャル版として構築し、健康管理に携わるスタッフ（産

業医、カウンセラー、保健師等）へ販路開拓を検討している。 

以上のことから、本サービスは事業成長や事業実現性が高い。 

 

((55))  販販売売方方法法ととＰＰＲＲ方方法法  

インターネットを経由した申し込みに基づき、サービスを販売する。 

全科コースは１年、継続コースは半年間サービスを受けることができ、修了講座に応じて、

オンラインの個別指導や勉強会への参加が可能になる。 

現在は個人販売のみだが、今後事業所単位での受講ができるようパッケージ化する予定であ

る。 

PR 方法： 

【営業ツールの制作】 

・CBT になじみがない事業所の経営幹部の方向けも含めた紹介パンフレット 

・研修企画提案パンフレット、研修内容紹介パンフレットを制作し、これまでの受講者の好

事例（認知行動療法を取り入れる事によってどのような効果があったのか等）の紹介ツール

を制作する。 

【医療・福祉関係・行政等主催セミナー等での啓蒙・営業活動】 

・千葉大学医学研究院認知行動生理学教室主催の各回約１00 名以上の参加が見込まれる公

開フォーラム（年２回）に弊社が後援し、参加者に学習システムの説明と PR を行う。 

・日本心理学会、日本認知・行動療法学会、日本子ども虐待防止学会等、コンテンツ作成を

行う千葉大学の研究者が参加する学会においてもパンフレット配布を行う。 

・弊社取締役などが行う認知行動療法の講演会において、学習ツールとして宣伝を行う。 

【広報・広告】 

・インスタグラム、Facebook、Note、X 等（週一回以上）において、修了生の声として

様々な職種での具体的な認知行動療法の活用方法や基礎的な認知行動療法のスキルについ

ての発信を行う。 

【事業所への直接営業展開・強化】 

・千葉県内の病院、クリニック、薬局、保健福祉センター（約 2000 か所）にダイレクトメ

ール郵送、電話にてのフォローを実施、興味を示した事業所に直接訪問営業をかけ、受講

を勧めていく。 

・行政所管部署へ直接訪問にてチラシの配布、説明を行う。 
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((66))  事事業業実実施施上上のの問問題題点点とと解解決決策策  

（千葉市及び産業振興財団への要望、求める支援策等を含む） 

事業を発展させるための支援として、資金調達、人材戦略、広報活動・経営支援、ネットワ

ーク構築等のご指導をいただきたい。また、潜在的な市場があることはわかっているが、想

定顧客のニーズに対して本製品がソリューションになることの周知が十分でないと考えてお

り、特に販売戦略を支援して頂きたい。 

 

((77))  ススケケジジュューールル  

＊現在の進捗状況 

今年春に会社を設立し、春学期の新規受講生が 19 人、継続受講生が 43 人（合計６２人）

であった。フォローアップ勉強会は、2 年前から無料で開催しており、10 月から有料サー

ビスに移行する予定である。現在、秋学期の新規顧客獲得に向けて、広報宣伝活動を強化し

ている。 

＊今後の予定 

通年を通して SNS 発信、学会への参加、セミナー開催、事業所への営業活動を行う。 

８～９月に CBT ラーニング新規受講生獲得のため、無料の説明会を合計 4 回実施する予定

である。９月～１２月新規コンテンツの作成、１２月～３月営業ツール制作、営業活動を強

化する。 

 

(8) 千葉市にもたらす社会的、経済的効果 

本ビジネスプランが千葉市にどのような社会的、経済的な効果をもたらすか記載ください。 

 就業・業務の中で精神的負担が多く、メンタル的に疲弊している対人援助職が研修受講に

より、自身のメンタルもケアされ、ストレスを緩和できるようになり日常の勤務に好影響を

及ぼす、また、向き合う患者等クライアントにとっても精神的負担を緩和させることが可能

となる。その意味で、本研修サービスを事業展開してくことは社会的な貢献度が高く、意義

が極めて大きいと考えており、当社として使命感を持って取り組んでいく。 

 

((９９))  千千葉葉市市ににおおけけるる事事業業展展開開  

＊千葉市内で事業を行う目的と計画 

【目的】 

千葉大学発ベンチャーの特徴を活かし、大学が所在する千葉市における医療・教育のネット

ワークとの連携をとることが可能である。現在、千葉市医師会、千葉市歯科医師会、千葉市

薬剤師会、千葉市看護協会とはフォーラム開催の周知など、連携をとっている。今後は、千

葉大学を基盤としたネットワークを活かして事業を展開し、フィードバックを得ながらより

よいコンテンツを作成改善する良循環を作りだし、千葉大学と協力をしながら千葉市および

千葉大のブランド力を強化して、千葉から新しい、患者コミュニケーションの方法を発信し

ていくことを目的としている。 

【計画】 
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様々な職種への聞き取り調査を行い、ニーズに合わせて千葉大学と共同でコンテンツを新規

開発、修正してさらに内容を充実させていく。 

教教育育分分野野：千葉市教育委員会には、千葉大学が開発した認知行動療法を活用した小学生の不

安予防プログラム「勇者の旅」の実施協力を得られている。弊社では、「勇者の旅」プログラ

ム指導者養成講座の配信を今秋予定している。 

医医療療分分野野：①千葉市内の精神科単科病院において、講座修了生が CBT の技法を看護のケア

に活用し、病棟スタッフに対しても CBT の知識を啓発しており、今後病院内の研修に弊社

の CBT ラーニング導入を目指して交渉中である。 

②千葉市内訪問看護ステーションでは、10 月から事業所への CBT ラーニング導入が決まっ

ている。 

産産業業分分野野：千葉市内の企業から、視聴時間とコンテンツ数を減らして取り組みやすい商品の

開発を要望されている。今年度中にプロトタイプのコンテンツを制作する予定である。 

 

＊進出の形態及び時期 

２０２３年２月～３月に千葉市による特定創業支援事業（CHIBA-LABO 入居者限定の創業

個別相談）をうけ、２０２３年４月から千葉市ＣＨＩＢＡＬＡＢＯを本拠地として株式会社

として事業を展開している。 
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((1100))  今今後後３３年年間間（（営営業業年年度度））のの売売上上計計画画  

                ((単単位位：：千千円円))  

2024 年 3 月期 2025 年 3 月期 2026 年 3 月期  

<1>売上高 

（うち、今回応募事業分） 

7,000 
（7,000） 

14,368 
（14,368） 

20,924 
（20,924） 

<2>売上原価 千葉大学知財 

（うち、今回応募事業分） 

0 
(   0） 

280 
（ 280） 

560 
（ 560） 

<3>粗利益［<1>-<2>］ 7,000 14,088 20,364 

<4>販売費、一般管理費 4,500 4,500 4,500 

<5>営業利益［<3>-<4>］ 2,500 9,588 15,864 

<6>営業外利益    

<7>営業外費用    

<8>経常利益［<5>+<6>-<7>］ 2,500 9,588 15,864 

 

((1111))  今今後後３３年年間間（（営営業業年年度度））のの資資金金計計画画 （（単単位位：：千千円円）） 

 資金内訳 2024 年 3 月期 2025 年 3 月期 2026 年 3 月期  

資資

金金

需需

要要  

運

転

資

金 

外注加工費 

技術指導費 

直接人件費 

広告宣伝費 

 

3,000  

400 

900 

200 

3,000  

400 

4,000 

200 

3,000  

400 

4,000 

２00 

設

備

資

金 

    

計計  4,500  7,600  7,600  

資資

金金

調調

達達  

自己資金 4,030 7,600 7,600 

借入金 

（うち、今回調達希望分） 

 

（ ） 

 

（ ） 

 

（ ） 

投資 

（うち、今回調達希望分） 

 

（ ） 

 

（ ） 

 

（ ） 

その他（ちば応援助成金 ） 470   

計計  4,500  7,600  7,600  

※※資資金金需需要要欄欄のの計計及及びび資資金金調調達達のの計計ののそそれれぞぞれれのの額額がが必必ずず一一致致すするるよよううにに記記載載ししててくくだだささいい。。  
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３３  財財務務状状況況   (既に起業している場合、直近 3 年間の財務状況を記載)    ((単単位位：：千千円円))  

   年  月期   年  月期   年  月期 

売 上 高    

営 業 利 益    

経 常 利 益    

   2023 年 4 月創業のため記載なし 

４４  応応募募者者ののププロロフフィィーールル  

（社会・地域貢献に対する考えがあれば記載してください） 

応募者は、薬剤師として調剤薬局に勤務し、患者ケアの方法、患者コミュニケーションの方

法を模索する中で、認知行動療法と出会った。患者が抱える困りごとは身体的な要因だけで

なく、社会的要因や心理的な要因も複雑に絡みあうため、薬剤師として薬の使い方のみを伝

えるのではなく、患者の困りごとに対して、多角的な視点をもってアプローチを行ってい

る。その方法論の基盤になるスキルが認知行動療法であり、対人援助に関わる職種、さらに

は“人“はすべからく学ぶことで、社会的にとりうる行動が変わってくるものと考えてい

る。それらの実勢経験や考え方を踏まえ、応募者は千葉大学院医学研究院認知行動生理学教

室において、文部科学省の補助金事業「課題解決型高度医療人材養成プログラム（精神関連

領域）「メンタル・サポート医療人とプロの連携養成」（平成 30 年度から令和 4 年度）に実

務者/コーディネーターとして携わり、e-learning コンテンツの作成、学内（大学院生は大

学の講義として受講）・学外（一般向け有料コンテンツ）への配信、受講生の管理および運営

など、メンタルヘルスサポートのための教育事業を多職種に対して行ってきた。令和 4 年度

末で当該養成プログラム補助金事業は終了となったが、令和 2 年度、令和 3 年度、令和 4

年度に実施した外部評価委員会から、メンタルヘルス不調を改善するための事業として社会

的意義を高く評価されたこと、さらに受講生から継続を望む声が多数寄せられたことから、

令和 5 年 4 月に一般医療従事者が精神疾患軽症者の心の支援スキルを学ぶための認知行動療

法をベースとした教育の事業を継続発展させるため、応募者が大学発ベンチャーとして法人

を設立し、代表取締役に就任している。 

 

 

５５  今今回回のの応応募募動動機機（（ああててははままるるももののにに○○ををつつけけててくくだだささいい。。））  

(1) 資金調達  (2) 販路拡大・事業提携先獲得  (3) 経営パートナーの獲得 

(4) その他（具体的に  ） 

 

６６  今今回回のの応応募募ににつついいててどどちちららででおお知知りりににななりりままししたたかか。。  

(1) 市政だより、市役所ホームページ   (2)財団ホームページ  

(3) 支援機関等ホームページ   (4) ポスター、チラシ   (5) Facebook 

(6) 新聞、インターネット等のメディア（名称                ） 

(7) その他（具体的に 財団からのメール  ） 
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４ シーズユナイト株式会社 
 
 
 

■ビジネスプラン■ 

 

「ユーザーに寄り添う AI アシスタント開発で 

日本を世界に先行させたい」 

キャラクター・AI プラットフォームで 

実現する「パーソナルアシスタント」 
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４ シーズユナイト株式会社 
 
 
 

■ビジネスプラン■ 

 

「ユーザーに寄り添う AI アシスタント開発で 

日本を世界に先行させたい」 

キャラクター・AI プラットフォームで 

実現する「パーソナルアシスタント」 
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【【ビビジジネネススププラランン部部門門】】  
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第第２２２２回回『『ベベンンチチャャーー・・カカッッププＣＣＨＨＩＩＢＢＡＡ』』【【ビビジジネネススププラランン部部門門】】  

応応募募申申込込書書  

 

応募要領を遵守し、以下のとおり、申し込みいたします。 

 

１１  応応募募者者概概要要 記載日 2023 年 11 月 2 日 

(フリガナ) シーズユナイト (フリガナ) オオタカ アツシ 

会社名・ 

学校名等※ 
シーズユナイト株式会社 

応募者氏名 

※法人（グループ）の場合

は代表者役職・氏名 

代表取締役 

大髙 淳 

          ㊞ 

応募者区分：（いずれかに○） 

個人 ・ 法人 ・ グループ 
応募者年齢： 50 歳 

法人所在地※： 

〒 260-0013 

 千葉県千葉市中央区中央 2 丁目 5-1 千葉中央ツインビル 2 号館 7 階 

電話番号：090-9806-4388 FAX：043-386-1658 

E-mail：Atsushi.Ootaka@csunite.co.jp URL：https://www.csunite.co.jp 

資本金※：  5,000 千円 
従業員数※： 1 人 

（うちパート： 人） 

創業（予定）※： 法人設立（予定）※： 2023 年 10 月 2 日 

現在の事業内容※（概ね 60 字） 

・3D キャラクター・アシスタントアプリケーション開発・提供 

・スマートフォン充電スタンド設計開発 

・キャラクター・AI プラットフォーム開発 

※会社名・学校名等、法人所在地、資本金、従業員数、創業年月、法人設立年月、現在の事業内容は該当者

のみ記載してください。 

※内容の記載は、必要事項を埋めるだけでなく、具体的かつ簡潔に記述し、必要により図表等を交え、

ポイントを解りやすく記載してください。 
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２２  ビビジジネネススププラランンににつついいてて  

((11))  ビビジジネネススププラランン名名（概ね 40 字） 

「ユーザーに寄り添う AI アシスタント開発で日本を世界に先行させたい」 

キャラクター・AI プラットフォームで実現する「パーソナルアシスタント」 

 

((22))  ビビジジネネススププラランンのの概概要要  

＊実現しようとする製品、サービス等の内容（概ね 500 字） 
「誰に対して」、「どのようなサービス・製品を」、「どのように」提供するのかを明確に記載してください。 

＜製品１＞ B2C 

・何を： 

好きなキャラクターとコミュニケーションでき、様々な事を実行してくれる AI アシスタン

トのスマートフォンアプリケーション 

・誰に： 

 コミュニケーションロボットや、スマートスピーカーに興味があるものの、費用対効果、

見た目が好みではない等の理由で購入に至らないスマートフォンユーザー 

（国内 約 980 万人、世界 約 5 億人） 

・どのように： 

アプリストア（Google Play, Apple Store）を介してアプリケーションを無料で提供 

＜製品２＞ B2C 

・何を： 

疑似ホログラムで裸眼立体視体験ができるスマートフォン充電スタンド 

・誰に： 

 xR や裸眼立体視デバイスに興味があるものの、高価なデバイスに見合うコンテンツ、体

験が無いため試すことができないユーザー。スマートフォンユーザー/普段スマートフォン充

電スタンドを利用しているユーザー（製品１のユーザーの 10%を想定） 

・どのように： 

インターネットや展示会等で販売 

＜製品３＞ B2B2C 

・何を： 

 キャラクター・AI プラットフォーム 

・誰に： 

 初期ハードウェア開発投資や、ユーザーとの対話設計にお悩みのコミュニケーションロボ

ット開発者の方、および、自社の IP を多くのユーザーに提供・販売したい方で、裸眼立体視

用ハード開発投資やアプリ開発投資を抑えたい、ローンチ前にユーザーテストを行い初期投

資リスクを軽減したいとお悩みの方、その他、キャラクターとの音声対話アプリケーション

を開発したい開発者の方など 

・どのように： 

 AI アシスタント専用の開発ソフトウェア（又は Web サイト）及び、配信プラットフォー

ムをご提供。その他データ製作代行、最適な音声対話設計サービス等を有償にて提供。 
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＊この事業が必要とされる社会的背景 

この事業を取り巻く環境（社会、経済、顧客ニーズ等）やこの事業で解決される社会的課題又は地域課題を

どのように捉え、どのように対応していくのか」という観点から記載してください。 

 

１．コミュニケーションロボット、スマートスピーカーの現状 

 Pepper や RoBoHoN、unibo、aibo 等様々なコミュニケーションロボット、Google 

Home や Amazon Echo 等のスマートスピーカーがリリースされましたが、各社想定より

普及していません。これは、以下のような調査で報告されています。 

 ・「ロボットのバブルは終わった」（電子情報通信学会誌 2021 年 4 月 No.4「コミュニ

ケーションロボットの商業的な動向」） 

 ・「停滞する国内のスマートスピーカー市場」（株式会社イード 音声アシスタントとスマ

ートスピーカーに関するアンケート調査 UX リサーチ事業部） 

 価格に見合う体験を提供できておらず、スマートフォンで十分ではないかという判断をさ

れてしまった事、最適な音声対話設計がされておらず、飽きられてしまった事が主な原因と

して考えられています。 

 また、ユーザーに寄り添う、ユーザーの個性を反映可能なアシスタントの開発には、ユー

ザー毎にデータを収集可能な AI アシスタントが必須となります。 

 この事業では、世界中の 60%以上のユーザーが所有するスマートフォンをデバイスとし

（新規デバイス購入が不要）そこにアプリケーションを無料で提供する事で、ユーザーの利

用に対する障壁をなくします。また一方で、キャラクター・AI プラットフォームをコミュニ

ケーションロボット、スマートスピーカーの開発希望者、自社 IP を提供したい方々、音声対

話アプリケーションを開発したい方々にご提供する事で、ユーザーに安価で気軽にキャラク

ター・AI アシスタントを展開できる仕組みを提供します。スマートフォンアプリをクライア

ント、キャラクター・AI プラットフォームをサーバーとする、キャラクター・AI アシスタ

ントのサーバー/クライアントシステムを創造する事で、既存製品の課題を解決、新たな世界

観を構築していきます。 

 

２．裸眼立体視（透明/空間）ディスプレイの現状 

 ソニー株式会社 ELF-SR1/2、Looking Glass 等、裸眼で立体に見える、或いは空間に

浮いて見えるディスプレイ、光学デバイスが様々リリースされていますが、まだ普及に至っ

ていません。これは、デバイスが高額であること及びその価格に見合うコンテンツが無い事

が原因です。価格が高額であることから体験機会も、展示会等限定された場所に留まり、普

及、認知が進まず開発に至らない更なる原因の一つとなっています。 

 この事業では、非常に安価に製作でき、ほどほどの裸眼立体視体験ができるスマートフォ

ンスタンドをオプションで提供します。 

 このスマートフォン充電スタンドは、スマートフォンを利用したオプションデバイスで、

かつ、スマートフォンアプリケーションを併せて提供することで、既存製品の課題を解決し

ています。 
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((33))  事事業業のの優優位位性性（（製製品品・・技技術術・・ササーービビスス等等））  

既存製品に対する、提供予定製品の優位性は以下の通りです。 

＜製品１＞ B2C 

好きなキャラクターとコミュニケーションでき、様々な事を実行してくれる AI アシスタン

トのスマートフォンアプリケーション 

 

比較対象の主な既存製品： 

Gatebox、霧島レイバーチャルフィギュア LVR-01、Looking Glass Liteforms、 

Papper、Romi、RoBoHoN、KIROBO、unibo、LAVOT、aibo、poiq、 

Google Home/Nest、 Amazon Echo、 LINE CLOVA デバイス 

優位性： 

 ・無料（コンテンツにより一部有料も検討） 

 ・ユーザーは専用ハードウェアの新規購入不要 

 ・キャラクター、音声、モーションデータを自由に差し替え可能 

 ・通信機能を使って、IoT 機器や Web サービスとの連携機能の追加が可能 

 

＜製品２＞ B2C 

 疑似ホログラムで裸眼立体視体験ができるスマートフォン充電スタンド 

 

比較対象の主な既存製品： 

Gatebox、霧島レイバーチャルフィギュア LVR-01、Looking Glass Liteforms、 

ELF-SR1/2、ASKA3D、パリティミラー、JDI ライトフィールドディスプレイ、 

NEXMEDIA、SpatialLabs View、Nubia Pad 3D、画像走査（回転）系ディスプレイ 

優位性： 

・特許 第 7325757 号 

 ・安価に製作、提供が可能 

 ・高性能 GPU 搭載 PC 不要（スマートフォンとの組み合わせ） 

 ・オプションデバイス（必須デバイスではない） 

 ・輝度、解像度、立体感のコストパフォーマンス 

 ・裸眼立体視 初期体験の手軽さ 

 

＜製品３＞ B2B2C 

 キャラクター・AI プラットフォーム 

 

比較対象の主な既存製品： 

Gatebox、霧島レイバーチャルフィギュア LVR-01、Looking Glass Liteforms、 

 SELF、エアフレンド、おしゃべり AI 他（ChatGPT/キャラクタアプリ） 
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優位性： 

 ・プラットフォーム特許出願済み 特願 2023-91216 

 ・キャラクター、音声データ、モーションを自由に差し替え可能 

 ・おしゃべりだけでなく、対話から様々な機能を実行可能 

 ・ユーザー毎の対話履歴データを収集可能 

 ・対話シナリオを使った生成系 AI の他、特化型 AI との連携も視野 

 

 

((44))  市市場場のの状状況況  

＊ターゲットとする市場とその規模 

 

＜製品１＞ 

好きなキャラクターとコミュニケーションでき、様々な事を実行してくれる AI アシスタン

トのスマートフォンアプリケーション 

 ・スマートフォン所有者で、スマートスピーカーの購入意向があり、キャラクターが好き

なユーザー 国内 約 980 万人、世界 約 5 億人がターゲットです。 

 ・初期は国内 Android ユーザーのうち、キャラクターが好きなユーザー約 298 万人の

10%（30 万人）をターゲットとします。 

【根拠】 

 スマートフォン普及率 （世界）60%（48 億）、（国内）77.3%（9,300 万） 

 スマートフォン OS シェア 

（世界）Android : iOS = 7 : 3、 （国内）Android : iOS = 3 : 7 

（国内）「キャラクター好きな方である」52.8% 

【参考】 

 「世界 40 ヵ国、主要 OS・機種シェア状況」（アウンコンサルティング株式会社 2023

年 2 月 8 日）、 

「キャラクターパワーリサーチ」（株式会社講談社 C-Station 2018 年 3 月） 

 

＜製品２＞ B2C 

 疑似ホログラムで裸眼立体視体験ができるスマートフォン充電スタンド 

 ・製品１のユーザーの内、10%のユーザーをターゲットとします。 

【根拠】 

 ・試作品の創作マーケット（BOOTH）での販売実績等から 
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＜製品３＞ B2B2C 

 キャラクター・AI プラットフォーム 

 

 ・初期ハードウェア開発投資や、ユーザーとの対話設計にお悩みのコミュニケーションロ

ボット開発者の方 

 ・および、自社の IP（キャラクター、音声データ）を多くのユーザーに提供・販売したい

方で、裸眼立体視用ハード開発投資やアプリ開発投資を抑えたい、ローンチ前にユーザーテ

ストを行いリスクを軽減したいとお悩みの方 

・その他、キャラクターとの音声対話アプリケーションを開発したい開発者の方 

 

 をターゲットとしますが、新規サービスのため需要は未知数です。 

 

・世界の会話型人口知能（AI）市場規模は 2022 年に 86 億 7000 万ドルであり、予測期

間中に 22.6%の CAGR を記録すると予想されています。 

 （「会話型人口知能市場」 2023/5、EMERGEN RESEARCH, Marketysers Global 

Consulting LLP.） 

・世界の 3D ディスプレイの市場規模は、2028 年までに 3,559 億 7,000 万ドルと評価

され、2021 年から 2028 年までの予測期間に 20.36%の複合年間成長率で成長する見込

みです。 

 （「世界の 3D ディスプレイ市場」 2021/6, Data Bridge Market Research） 

 ※この事業で提供する製品は、3D ディスプレイ市場で直接競争を行う製品ではないた

め、この市場規模は適切ではありませんが、3D ディスプレイ市場の活性化に貢献できると

考えています。 

 

＊価格設定方針とその競争力 

 

＜製品１＞ B2C 

好きなキャラクターとコミュニケーションでき、様々な事を実行してくれる AI アシスタン

トのスマートフォンアプリケーション 

 ・この事業全体で見たとき、この製品は無料（若しくは安価）で広く世界に配布するべき

ものなので、基本的に無料です。また、既存のアプリのような広告配信は行いません。 

＜製品２＞ B2C 

 疑似ホログラムで裸眼立体視体験ができるスマートフォン充電スタンド 

 ・既存製品に比べて安価に製作できること、この事業全体で見たときに、この製品単体で

利益を出す必要のない事から、製品価格の 10%程度の利益となるような価格設定をしま

す。他社既存製品はコンテンツ込みで 5 万円以上が主流なところ、製品価格は 1 万円以下で

設定します。（ディスプレイデバイスを製品に組み込む必要がないため） 
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＜製品３＞ B2B2C 

 キャラクター・AI プラットフォーム 

 ・既存のコミュニケーションロボットや、スマートスピーカーの初期開発費（数千万円～

数億円）、専用アプリケーションの開発費（100 万円～）と比較し、開発後の運用保守費も

考慮し、手軽に試せる価格での提供を目指します。 

 ・AI アシスタントをしっかり開発したい法人様向けには、初期費 100 万円＋200 万円

（お試し 2 か月プラン）、100 万円＋350 万円（お試し 4 か月プラン）からご提供しま

す。（AI アシスタント開発型） 

 ・自社 IP の配信や、音声対話アプリケーションの配信をメインとしてプラットフォームを

利用されたい方には、初期費 15 万円＋12 万円（お試し 2 か月プラン）からのサービス提

供を予定しています。（データ配信型） 

 

 専用のハードウェア開発が必要無く、お試しでユーザーに自社 IP、AI アシスタント、音声

対話アプリケーションをスピーディーに展開でき、かつ、サービスリリース後の手離れが良

いため競争力が高いです。開発した自社 IP データ、AI アシスタント、音声対話アプリケー

ションは本プラットフォーム上で販売いただける他、別途 QR コードを使って独自販売もし

ていただけます。 

 

 

((55))  販販売売方方法法ととＰＰＲＲ方方法法  

 

・スマートフォンアプリケーションは、アプリストア（Google Play, Apple Store）で

の無料配信 

・スマートフォン充電スタンドは、インターネット販売、展示会等での販売を行いま

す。 

・キャラクター・AI プラットフォームは、体験会や展示会、DM での PR の他、音声対話

UI/UX デザイン会社（ネオマデザイン株式会社）様のデモアプリ開発協力やそことの協業か

ら、コミュニケーションロボット開発希望会社様や、自社 IP の製品を開発している企業様、

音声対話アプリケーションの開発を希望される会社様向けに提案を行っていきます。 
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((66))  事事業業実実施施上上のの問問題題点点とと解解決決策策  

（千葉市及び産業振興財団への要望、求める支援策等を含む） 

 

・資金調達 

・販路拡大・事業提携先 

・経営パートナー 

・弁護士によるサポート 

が不足しています。 

他、事業実施上 AI サービスとなるため、各国ガイドライン、AI に対する規制を注視する必

要があります。新たな指針、法律の施行があった場合には、サービスの継続検討、価格の検

討も適宜行っていく必要があります。 

情報セキュリティ上のリスクもサービス運用上伴うため、将来雇用する従業員には情報処理

安全確保支援士の登録を必須とする事を検討しています。 

 

 

((77))  ススケケジジュューールル  

＊現在の進捗状況 

・スマートフォンアプリ”ACUAH”リリース（2020/4/19～） 

・アプリケーションの追加機能開発 （研究開発段階） 

・操作マニュアル/Web ページ作製公開 

・疑似ホログラムスマートフォン充電スタンド 試作品販売 

・イベント、展示会出展（横浜未来機構 YOXO フェスティバル 2023） 

・疑似ホログラムスマートフォン充電スタンド特許取得 

・3D キャラクター・AI プラットフォーム システム特許出願 

・法人化（株式会社）（2023/10） 

 

＊今後の予定 

・音声対話 UI/UX デザイン会社様（ネオマデザイン株式会社様）デモアプリ開発協力 

・開発資金確保 

・アプリケーション開発、バージョンアップ、保守運用 継続 

・届出電気通信事業者登録（2024/1） 

・販売促進、広告検討、Web ページ見直し（2023/12） 

・サーバー周り開発 2024/3 プロトタイプ開発終了 2024/3 販売開始 

・製品デモ、体験会開催（2023/11～） 

・各種展示会への出展検討 2024/1～ 
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((88))  千千葉葉市市ににももたたららすす社社会会的的、、経経済済的的効効果果  

本ビジネスプランが千葉市にどのような社会的、経済的な効果をもたらすか記載ください。 

 

・千葉市で事業を行う（法人税収増） 

・千葉市の雇用が増える 

・千葉市に本事業に関心を持つ方が集まる事による新しいビジネスの創出 

・千葉市既存事業者とのコラボレーション 

 

 

((９９))  千千葉葉市市ににおおけけるる事事業業展展開開  

＊千葉市内で事業を行う目的と計画 

 

・千葉市で法人（株式会社）設立 

 

 

 

 

 

＊進出の形態及び時期 

 

・2023 年 10 月に本社事業所を千葉市に設置 
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((1100))  今今後後３３年年間間（（営営業業年年度度））のの売売上上計計画画  

                ((単単位位：：千千円円))  

2024 年 9 月期 2025 年 9 月期 2026 年 9 月期 

<1>売上高 

（うち、今回応募事業分） 

42,730 

（  42,730） 

82,380 

（  82,380） 

164,785 

（  164,785） 

<2>売上原価 

（うち、今回応募事業分） 

28,271 

（  28,271） 

25,393 

（  25,393） 

61,469 

（  61,469） 

<3>粗利益［<1>-<2>］ 14,459 56,987 103,316 

<4>販売費、一般管理費 15,639 42,875 63,951 

<5>営業利益［<3>-<4>］ -1,180 14,112 39,365 

<6>営業外利益 0 0 0 

<7>営業外費用 0 0 0 

<8>経常利益［<5>+<6>-<7>］ -1,180 14,112 39,365 

 

((1111))  今今後後３３年年間間（（営営業業年年度度））のの資資金金計計画画 （（単単位位：：千千円円）） 

 資金内訳 2024 年 9 月期 2025 年 9 月期 2026 年 9 月期 

資資

金金

需需

要要  

運

転

資

金 

CHIBA-LABO 

オフィス賃貸 

水道・光熱費 

通信回線費 

人件費・交通費 

事務消耗品 

業務 PC・ソフトウェア 

法務・知財・会計管理費 

広告宣伝費 

備品・その他経費 

開発機材・ソフトウェア 

サーバー 

キャラクター開発委託 

スタンド製造委託 

120 

0 

285 

238 

5,480 

60 

52 

1,627 

6,500 

1,277 

943 

977 

1,500 

5,000 

120 

1,800 

600 

300 

28,732 

60 

312 

1,550 

8,800 

600 

1,687 

7,107 

3,000 

5,000 

120 

1,800 

600 

300 

50,037 

60 

378 

1,255 

8,800 

600 

3,383 

9,987 

4,500 

35,000 

設

備

資

金 

プラットフォーム開発 

スタンドデザイン費 

スタンド金型 

 

8,820 

6,031 

5,000 

8,600 8,600 

計計  4433,,991100  6688,,226688  112255,,442200  
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資資

金金

調調

達達  

自己資金 5,000   

借入金 

（うち、今回調達希望分） 

38,910 

（ 12,000） 

 

（ ） 

 

（ ） 

投資 

（うち、今回調達希望分） 

 

（ ） 

 

（ ） 

 

（ ） 

その他（ ）    

計計  4433,,991100  6688,,226699  112255,,442211  

※※資資金金需需要要欄欄のの計計及及びび資資金金調調達達のの計計ののそそれれぞぞれれのの額額がが必必ずず一一致致すするるよよううにに記記載載ししててくくだだささいい。。  
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３３  財財務務状状況況   (既に起業している場合、直近 3 年間の財務状況を記載)    ((単単位位：：千千円円))  

   年  月期   年  月期   年  月期 

売 上 高    

営 業 利 益    

経 常 利 益    

 

４４  応応募募者者ののププロロフフィィーールル  

（社会・地域貢献に対する考えがあれば記載してください） 

 

「ユーザーに寄り添う AI アシスタント開発で日本を世界に先行させたい」 

 

大髙 淳（1973 年 3 月生まれ、50 歳） 

・主な資格：ネットワークスペシャリスト、情報処理安全確保支援士（登録 002397）、 

・経歴： 

東北大学工学部 機械・知能系 航空宇宙工学科卒業 

日立電線株式会社[3]～ソニー株式会社[20]～シーズユナイト株式会社を起業 

・実績： 

 インターネット/LAN 配線設計 SE～個人/法人向け ISP 事業（NURO/bit-drive） 

 ネットワーク設計・構築、運用管理 

 事業部門情報セキュリティ管理、法務コンプライアンス部兼務 

 ソニーグループ AI 倫理委員会立ち上げに参画 

 

５５  今今回回のの応応募募動動機機（（ああててははままるるももののにに○○ををつつけけててくくだだささいい。。））  

(1) 資金調達  (2) 販路拡大・事業提携先獲得  (3) 経営パートナーの獲得 

(4) その他（具体的に ） 

 

６６  今今回回のの応応募募ににつついいててどどちちららででおお知知りりににななりりままししたたかか。。  

(1) 市政だより、市役所ホームページ   (2)財団ホームページ  

(3) 支援機関等ホームページ   (4) ポスター、チラシ   (5) Facebook 

(6) 新聞、インターネット等のメディア（名称                ） 

(7) その他（具体的に                           ） 
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課
題 現
実
的
な
課
題
（
人
口
減
少
や
超
高
齢
者
社
会
）
解
決
の
た
め

SF
世
界
の
実
現
の
た
め


コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト


キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

AI
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン


裸
眼
立
体
視
（
空
間

/透
明
）
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

広
く
一
般
普
及
す
る
に
は
至
ら
ず

M
is

si
on

AI
を
民
主
化
し
、
世
界
中
の
人
々
に
届
け
る
こ
と

会
社
紹
介

シ
ー
ズ
ユ
ナ
イ
ト
株
式
会
社

 /
 C

sU
ni

te
Co

rp
or

at
io

n

大
髙

 淳
：
代
表
取
締
役
（
情
報
処
理
安
全
確
保
支
援
士

00
23

97
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
他
）

19
96
年

3月
東
北
大
学
工
学
部

宇
宙
機
械
学
研
究
室
卒

卒
業
後
、
日
立
電
線
株
式
会
社

 [3
] ～

ソ
ニ
ー
株
式
会
社

 [2
0]
～

 独
立

 (2
02

2年
10
月

)
企
業
・
学
内

LA
Nの

構
築
～
法
人

/個
人
向
け

IS
Pの

通
信
網
構
築
・
運
用
に
従
事

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
や
法
務
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、

AI
倫
理
活
動
も
兼
務
。

20
18
年

倫
理
的
に
個
人
が
個
々
に
育
成
可
能
な

AI
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
必
要
に
な
る
と
考
え
、

疑
似
ホ
ロ
グ
ラ
ム
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ス
タ
ン
ド
の
試
作
、
デ
ザ
イ
ン
（
特
許
取
得
）
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

AI
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ア
プ
リ
の
開
発
に
着
手
。
社
内
展
示
会
に
出
展
。

20
23
年

7月
技
術
的
な
検
証
が
完
了
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・

AI
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
を
創
業

20
23

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・

AI
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
実
現
す
る

「
パ
ー
ソ
ナ
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」

第
22
回

 ベ
ン
チ
ャ
ー
・
カ
ッ
プ

CH
IB

A
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
部
門

シ
ー
ズ
ユ
ナ
イ
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

大
髙

 淳
N

ov
. 2

1,
 2

02
3
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当
社
製
品

（
AC

U
AH

:ア
ク
ア
）

一
人
ひ
と
り
が
自
身
に
寄
り
添
う
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」
を
所
有
す
る
世
界

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

疑
似
ホ
ロ
グ
ラ
ム

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

充
電
ス
タ
ン
ド

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・

AI
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

製
品
価
格
と
ユ
ー
ザ
ー
体
験
を
一
致
さ
せ
、
ユ
ー
ザ
ー
と
一
緒
に
製
品
を
育
て
る

裸
眼
立
体
視

（
空
間

/透
明
）
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
課
題


高
性
能

GP
U搭

載
PC
が
別
途
必
要


価
格
に
見
合
う
コ
ン
テ
ン
ツ
が
無
い


体
験
提
供
の
機
会
が
限
ら
れ
価
値
が
伝
わ
ら
な
い

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

AI
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題


キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
固
定
又
は
プ
リ
セ
ッ
ト
か
ら
選
択


キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
好
み
が
ユ
ー
ザ
ー
数
に
影
響


キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
商
品
を
一
か
ら
開
発
・
運
用

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
の
課
題

「
（
ロ
ボ
ッ
ト
の
）
バ
ブ
ル
は
終
わ
っ
た
」

（
電
子
情
報
通
信
学
会
誌

20
21
年

4月
Vo

l.1
04

 N
o.

4
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
の
商
業
的
な
動
向
」
）

「
停
滞
す
る
国
内
の
ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
市
場
」

（
株
式
会
社
イ
ー
ド

音
声
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

UX
リ
サ
ー
チ
事
業
部

 2
02

2年
6月

29
日
）


価
格
に
見
合
っ
た
体
験
が
で
き
な
い


ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
充
分


高
額
な
初
期
開
発
費


ユ
ー
ザ
ー
が
少
な
く

AI
開
発
に
必
要
な
デ
ー
タ
が
集
め
に
く
い
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優
位
性

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ア
シ
ス
タ
ン
ト

•
Ga

te
bo

x
•
霧
島
レ
イ

 バ
ー
チ
ャ
ル
フ
ィ
ギ
ュ
ア

 L
VR

-0
1

•
Lo

ok
in

g 
Gl

as
s 

Li
te

fo
rm

s
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト

•
Pe

pp
er

•
Ro

m
i

•
Ro

Bo
Ho

N
•

KI
RO

BO
•

un
ib

o
•

LA
VO

T
•

ai
bo

•
po

iq
ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

•
Go

og
le

 H
om

e 
/ 

Ne
st

•
Am

az
on

 E
ch

o
•

LI
NE

 C
LO

VA
デ
バ
イ
ス

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・

AI
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ア
プ
リ

•
SE

LF
•
エ
ア
フ
レ
ン
ド

VS

優
位
性

•
無
料
ア
プ
リ

•
自
由
に
差
し
替
え
で
き
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
音
声
、
モ
ー
シ
ョ
ン
デ
ー
タ

•
通
信
機
能
を
使
っ
て
、

Io
T機

器
や

W
eb
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携

•
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
初
期
開
発
・
運
用
コ
ス
ト
を
大
幅
に
削
減

•
ユ
ー
ザ
ー
毎
に
必
要
な
デ
ー
タ
（
機
能
実
行
履
歴
）
収
集
が
可
能

•
対
話
シ
ナ
リ
オ

 +
 A

I ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
、
配
信
も
可
能

•
自
社

IP
（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
音
声
）
や
宣
伝
広
告
、
情
報
な
ど
を
配
信

•
特
願

20
23

-9
12

16
（
シ
ス
テ
ム
全
体
及
び
各
機
能
に
関
す
る
特
許
）

•
オ
プ
シ
ョ
ン
で
安
価
に
楽
し
め
る

 裸
眼
立
体
視
体
験

•
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
充
電
ス
タ
ン
ド

•
特
許

 第
73

25
75

7号

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・

AI
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

疑
似
ホ
ロ
グ
ラ
ム

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

充
電
ス
タ
ン
ド

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・

AI
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

Ch
ar

ac
te

r

Vo
ic

e 
/ 

Li
p-

Sy
nc

M
ot

io
n

Sc
en

ar
io

 (
Fu

nc
ti

on
s)

Ch
ar

ac
te

r

M
ot

io
n

Sc
en

ar
io

 (
Fu

nc
ti

on
s)

8時
に
起
こ
し
て音
楽
聴
き
た
い


好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
音
声
に
自
由
に
切
り
替
え


標
準
機
能
の
他
に
、
欲
し
い
機
能
を
自
由
に
追
加


自
社

IP
（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
音
声
デ
ー
タ
）
を
販
売


自
社
の
宣
伝
広
告
、
情
報
配
信


キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
音
声
対
話
ア
プ
リ
開
発
、
販
売


AI
ア
シ
ス
タ
ン
ト
機
能
の
開
発

な
ど


機
能
の
実
行
ロ
グ


パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ

75
%

以
上

n 
> 

50
0

Po
si

tiv
e

汎
用
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
と
し
て
理
想
的
。

未
来
的
す
ぎ
る
。

毎
日
起
動
し
て
い
ま
す
！

こ
の
ア
プ
リ
凄
い
！

売
っ
て
い
な
い
ん
で
す
か
？

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
＋
疑
似
ホ
ロ
グ
ラ
ム

救
わ
れ
ま
し
た
！
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優
位
性

Ga
te

bo
x

LV
R-

01
Lo

ok
in

g 
Gl

as
s

Li
te

fo
rm

s
SE

LF
エ
ア
フ
レ
ン
ド

お
し
ゃ
べ
り

AI
他

AC
UA

H

初
期
費
用
（
千
円
）

12
0

55
50

※
1

0
0

0
0

ラ
ン
ニ
ン
グ
費

(3
年

) (
千
円

)
0

0
10

1 
($

20
/M

)
9

72
11

0

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

/O
S

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

/C
#?

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

/C
iO

S
An

dr
oi

d
iO

S
An

dr
oi

d（
予

定
）

iO
S

An
dr

oi
d（

予
定

）
An

dr
oi

d
iO

S（
予
定
）

W
in

do
w

s（
予
定
）

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
変
更

選
択

(5
5)

固
定

(1
)

選
択

(3
)

選
択

(7
)

－
無
限

 (V
RM

形
式

)
無
限

 (V
RM

形
式

)
(動
画
等
も
対
応
検
討

)

音
声
変
更

選
択

(5
5)

固
定

(1
)

選
択

(3
)

選
択

(7
)

－
音

声
合

成
固
定

(M
P3

)
音
声
合
成

静
的
コ
ン
テ
ン
ツ
配
信

×
×

×
×

×
×

○

Ch
at

GP
T

◎
×

◎
◎

×
○

(ユ
ー

ザ
ー

AP
I k

ey
)

○
(ユ

ー
ザ

ー
AP

I k
ey

)

他
AI
と
の
連
携
想
定

×
×

×
×

×
×

◎

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ

○
 (C

ha
tG

PT
)

×
？

×
◎

○
 (C

ha
tG

PT
)

△
→
◎

(C
ha

tG
PT

/他
AI

)

お
し
ゃ
べ
り

○
 (C

ha
tG

PT
)

×
○

 (C
ha

tG
PT

)
○

 (C
ha

tG
PT

)
◎

○
 (C

ha
tG

PT
)

○
 (C

ha
tG

PT
)

→
◎
（
他

AI
）

そ
の
他
機
能

×
？

LI
N

E 
CL

OV
A連

携
終
了

△
目

覚
ま

し
タ

イ
マ

ー
天

気
予

報
？

○
予
定
管
理

ニ
ュ
ー
ス

生
活
サ
ポ
ー
ト
他

×
？

(f
un

ct
io

n 
ca

lli
ng

)

○
→
◎

目
覚
ま
し
、
タ
イ
マ
ー
、

メ
モ
帳
、
天
気
予
報
、

音
楽
再
生

 他

※
 当

社
調

べ
（

20
23

年
7月

）

優
位
性

Go
og

le
 H

om
e

N
es

t
Am

az
on

Ec
ho

LI
N

E 
CL

OV
A

AC
UA

H

初
期
費
用
（
千
円
）

4
4

9
0

ラ
ン
ニ
ン
グ
費

(3
年

) (
千
円

)
0

0
0

0

単
体
動
作

(P
C(

GP
U

)必
要
は

×
)

○
○

○
△

 (ス
マ
ホ
ア
プ
リ

)

提
供
形
態

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

販
売
方
法

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
店

頭
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

店
頭

－
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

 
(ア
プ
リ
ス
ト
ア

)

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

－
－

固
定

無
限

(V
RM

形
式

)
(動
画
等
も
対
応
検
討

)

音
声

固
定

選
択

(2
)

－
固
定
音
声
デ
ー
タ

(M
P3

)
音
声
合
成

（
VO

IC
EV

OX
, M

S 
Az

ur
e）

多
言
語
対
応

○
○

4か
国

語
2か

国
語

OS
次
第
で
対
応
可
能

開
発
環
境
提
供

○
ア

ク
シ

ョ
ン

○
ス

キ
ル

○
Cl

ov
a

Ex
te

ns
io

ns
 K

it
○

(キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

, 音
声

,
モ
ー
シ
ョ
ン

, 対
話
シ
ナ
リ
オ
差
し
替
え
可

)

Ch
at

GP
T対

応
△

（
他

社
開

発
）

△
（

他
社

開
発

）
－

○
 (ユ

ー
ザ
ー

AP
I k

ey
)

サ
ー
ビ
ス
状
況

提
供

中
提

供
中

終
了

20
23

/3
提
供
中

※
 当

社
調

べ
（

20
23

年
7月

）

優
位
性

Pe
pp

er
fo

r H
om

e
Ro

m
i

Ro
Bo

Ho
N

(3
G/
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E)

KI
RO

BO
m

in
i

un
ib

o
法
人
プ
ラ
ン

LA
VO

T
ai

bo
安
心
パ
ッ
ク

po
iq

AC
UA

H

初
期
費
用
（
千
円
）

22
9

55
22

1
43

19
8

49
9

39
3

5
0

ラ
ン
ニ
ン
グ
費

(3
年

) (
千
円

)
1,

09
3

44
65

13
72

0
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8
0

0
0

単
体
動
作

(P
C(

GP
U

)必
要
は

×
)

○
○

○
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○
○

○
○

△
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マ
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ア
プ
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)

提
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形
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ハ
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ェ
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ハ
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ド
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ド
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ド
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ア
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ド
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ド
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ド
ウ

ェ
ア

ハ
ー

ド
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ョ
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ネ
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定
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固
定

固
定
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定
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定
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限
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式

)
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等
も
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応
検
討
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音
声
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合
成
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固
定

固
定

固
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択
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多
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語
日

本
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の
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語
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本
語

の
み
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国

語
要

M
S 
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ur

e
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国
語

－
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本
語

の
み
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国
語
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次
第
で
対
応
可
能

開
発
環
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提
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×
プ

ロ
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ラ
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ン
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教
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終
了

○
シ

ナ
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オ
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デ
ィ

タ
ー

○
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Ho

N
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△
デ

ベ
ロ
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パ

ー
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デ
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×
○

ビ
ジ

ュ
ア

ル
プ

ロ
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ラ
ミ

ン
グ

×
○

(キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

, 音
声

,
モ
ー
シ
ョ
ン

, 対
話
シ
ナ
リ
オ
差
し
替
え
可

)

Ch
at

GP
T対

応
×

◎
○

（
お

話
つ

く
ろ

う
）

－
○

×
×

×
○

 (ユ
ー
ザ
ー

AP
I k

ey
)

サ
ー
ビ
ス
状
況

提
供

中
提

供
中

提
供

中
終

了
20
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/1

2
提

供
中

提
供

中
提

供
中

終
了

20
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/2
提
供
中

※
 当

社
調

べ
（
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年
7月

）
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５ 株式会社 FieldWorks 
 
 

■ビジネスプラン■ 

 

野菜農家向け自動除草ロボットの開発 
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【【ビビジジネネススププラランン部部門門】】  

－ 1 － 

第第２２２２回回『『ベベンンチチャャーー・・カカッッププＣＣＨＨＩＩＢＢＡＡ』』【【ビビジジネネススププラランン部部門門】】  

応応募募申申込込書書  
 

応募要領を遵守し、以下のとおり、申し込みいたします。 

 

１１  応応募募者者概概要要 記載日   令和 5 年  8 月  18 日 

(フリガナ) ｶﾌﾞｼｷｶﾞｲｼｬﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸｽ (フリガナ) ｼｰﾃｨｰｵｰ ﾀｶﾊｼｶﾞｸ 

会社名・ 

学校名等※ 
株式会社 FieldWorks 

応募者氏名 
※法人（グループ）の場

合は代表者役職・氏名 

代表取締役社長 山岸開 

          ㊞ 

応募者区分：（いずれかに○） 

個人 ・ 法人 ・ グループ 応募者年齢：   22 歳 

法人所在地※： 

〒 940-2135 
新潟県長岡市深沢町２０８５−１６ながおか新産業創造センタールーム 8 

  

電話番号：090-5559-2079 FAX： 

E-mail：info@fieldwork-s.com URL：https://fieldwork-s.com/ 

資本金※：      500 千円 
従業員数※： 8 人 

（うちパート： 0 人） 

創業（予定）※：  令和 5 年 6 月 法人設立（予定）※：令和 5 年 6 月 

現在の事業内容※（概ね 60 字） 

本事業では、野菜農家向け自動草刈りロボットの開発・製造・販売を行う。 

農家へのヒアリングを重ね、農家の負担を最小限の技術要素で解決できるロボットの開発を目指

す。 

※会社名・学校名等、法人所在地、資本金、従業員数、創業年月、法人設立年月、現在の事業内容は該当者

のみ記載してください。 

※内容の記載は、必要事項を埋めるだけでなく、具体的かつ簡潔に記述し、必要により図表等を交え、

ポイントを解りやすく記載してください。 
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会社名・ 

学校名等※ 
株式会社 FieldWorks 

応募者氏名 
※法人（グループ）の場

合は代表者役職・氏名 

代表取締役社長 山岸開 

          ㊞ 

応募者区分：（いずれかに○） 

個人 ・ 法人 ・ グループ 応募者年齢：   22 歳 

法人所在地※： 

〒 940-2135 
新潟県長岡市深沢町２０８５−１６ながおか新産業創造センタールーム 8 

  

電話番号：090-5559-2079 FAX： 

E-mail：info@fieldwork-s.com URL：https://fieldwork-s.com/ 

資本金※：      500 千円 
従業員数※： 8 人 

（うちパート： 0 人） 
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本事業では、野菜農家向け自動草刈りロボットの開発・製造・販売を行う。 
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【【ビビジジネネススププラランン部部門門】】  
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▼参考動画 

https://www.youtube.com/watch?v=pAskiWTONjw 

 

畑の畝間においては、作物の種類により異なり、同一の畝においても年間を通じて幅や形状

が変化する。実際に農家さんからの意見でも同様の声が寄せられた。これに対応するため、

最新機体においては車幅を可変にする工夫が施されている。農作物を傷つけない工夫とし

て、車幅とタイヤ幅の調整により、畝に乗り上げることのない設計を実現している。 

 

弊社では開発ロボットの開発レポートを作成している。以下にリンクを示す。 

▼開発レポート 

https://drive.google.com/file/d/1a7R26yZaLiPc47LgflrxpRuXU2mdueGr/view?u

sp=drive_link 

 

 

  

大豆畑の畝間に入り込み草刈りのデモをする様子 

  

最新機体では車高、車幅、重量が小さくなるよう改良 

【【ビビジジネネススププラランン部部門門】】  

－ 2 － 

２２  ビビジジネネススププラランンににつついいてて  

((11))  ビビジジネネススププラランン名名（概ね 40 字） 

野菜農家向け自動除草ロボットの開発 

 

((22))  ビビジジネネススププラランンのの概概要要  

＊実現しようとする製品、サービス等の内容（概ね 500 字） 
「誰に対して」、「どのようなサービス・製品を」、「どのように」提供するのかを明確に記載してください。 

 

本事業は野菜農家を対象として行う。野菜農家に直接ヒアリングを行ったり、ロボットのプ

ロトタイプを実証実験させてもらう等のプロセスを通じて、従来の業務において多くを占め

る草刈り作業に代わるロボットの開発を行う。具体的には、草を刈りながら畝と畝の間を走

り、自動的に往復するロボットである。 

最低限の要素で目的の動作を実現することで、安価に確実に動くロボットが開発できると考

える。販路としては、現状はクラウドファンディングを通じた販売を行っており、既に 3 台

の販売が決定している。今後は JA 等を通じた販路拡大を目指す。 

 

 

＊この事業が必要とされる社会的背景 
この事業を取り巻く環境（社会、経済、顧客ニーズ等）やこの事業で解決される社会的課題又は地域課題をど

のように捉え、どのように対応していくのか」という観点から記載してください。 

 

千葉市では農家の減少が深刻な課題となっている。市内の農家数は平成 17 年から 27 年に

かけて 30.8％減少している。農家が行う全作業のうち、草刈りは広範囲の土地を所有する

農家にとって手間と時間を要する重労働の一つとして知られる。千葉市においては里芋、人

参、小松菜、ほうれん草、ネギ、そら豆等の作物の生産が盛んであり、これに伴う草刈り作

業も多く発生していることが予測される。 

手作業での草刈りは、限られた人手での作業効率向上の妨げとなる上、作業の危険性の高さ

も問題となっている。草刈りロボットの導入により、労働負担を削減したうえで効率的な作

業を実現し、農家に経済的効果をもたらす。これは、現代の農業全体の課題の解決し農業の

未来を支えるために必須の取り組みであると考える。 

 

これまで主に米農家に対し市場調査を行ってきた。ヒアリングの結果、米作りにおいて草刈

り作業が夏場の作業の 40％以上を占めていることが判明した。 

従来の草刈り作業は刈払い機・手持ち式草刈り機で行うことが主流である。これは、刃に巻

き込まれてケガを負うリスクや機械を使いこなすための技術が求められるという問題があ

る。そこで、既存の解決策としてラジコン式の草刈り機も存在するが、これもつきっきりで

作業する必要があることや、非常に高価であるというデメリットがある。 

 

このような現状から、「ハイテクなものは要しないので手のかからないものが欲しい」という

ニーズがあることが判明した。 

そこで我々は、米農家同様に野菜農家においても同様のニーズが存在すると予測した。一部

野菜においては機械化が進んでいるが、畝間などの機械の入りにくい部分において草刈り作

業が発生しており、実例として、大豆畑の畝間に歩いて入り込み草を摘んで歩く手法やネギ

畑の畝間に手押し式の草刈り機を走らせる手法があることが判明している。 

提案するロボットでは、畝間を自動的に走行しながらロボット前方の草刈り部で草刈りを行

うことができる。以下に画像を示す。 
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▼参考動画 

https://www.youtube.com/watch?v=pAskiWTONjw 

 

畑の畝間においては、作物の種類により異なり、同一の畝においても年間を通じて幅や形状

が変化する。実際に農家さんからの意見でも同様の声が寄せられた。これに対応するため、

最新機体においては車幅を可変にする工夫が施されている。農作物を傷つけない工夫とし

て、車幅とタイヤ幅の調整により、畝に乗り上げることのない設計を実現している。 

 

弊社では開発ロボットの開発レポートを作成している。以下にリンクを示す。 

▼開発レポート 

https://drive.google.com/file/d/1a7R26yZaLiPc47LgflrxpRuXU2mdueGr/view?u

sp=drive_link 

 

 

  

大豆畑の畝間に入り込み草刈りのデモをする様子 

  

最新機体では車高、車幅、重量が小さくなるよう改良 
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((55))  販販売売方方法法ととＰＰＲＲ方方法法  

 

現在はクラウドファンディングのリターン品としての販売を行っている。既に 1 か月間

のクラウドファンディングを行い、3 台の販売が決定した。新聞やテレビ番組等に取り

上げられたことによる PR 効果でクラウドファンディングにも好影響を及ぼし、最終的

に 160 万円以上を集めた。その他 SNS を通じた PR 等も行い、草刈り界隈、ロボット

界隈両方へのアプローチを図っている。 

 

((66))  事事業業実実施施上上のの問問題題点点とと解解決決策策  
（千葉市及び産業振興財団への要望、求める支援策等を含む） 

 

現在の開発拠点は新潟県長岡市であり、米農家向けに田んぼのあぜを直線的に刈るロボット

の開発を進めてきた。しかし、千葉市においては里芋、人参、小松菜、ほうれん草、ネギ、

そら豆等の栽培を生業とする野菜農家も多い。そこで、これまで田んぼ向けのロボットの開

発で培ったノウハウを畑にも適用したいと考えている。しかし、ヒアリングをさせていただ

ける農家や現地の農業法人とのつながりがほとんどないという問題がある。このようなつな

がりを作るという点についてご支援を頂きたい。 

 

 

 

 

 

((77))  ススケケジジュューールル  

＊現在の進捗状況 

 

草刈りロボットの開発について、これまでに 6 台以上のバージョンを開発した。 

また、農業法人等 10 社以上にヒアリングを行い、そのうちの一部で実証実験をさせてもら

うことができた。 

 

 

＊今後の予定 

 

今後 1 年間はプロトタイプの開発を続け、2024 年の夏に本格的な製品化と一部販売を行っ

ていきたい。 

 

 

((88))  千千葉葉市市ににももたたららすす社社会会的的、、経経済済的的効効果果  
本ビジネスプランが千葉市にどのような社会的、経済的な効果をもたらすか記載ください。 

 

千葉市の農業に草刈りロボットを導入することにより、以下のような社会的・経済的効果を

及ぼすことができると考える。 

社会的効果： 

労働力の削減により、農家の手間が大幅に削減できる。これにより、他の生産活動や生活の

質の向上に時間とエネルギーを投資できるようになる。 

また、副産物的な効果として地域社会との新たな連携の形が生まれる可能性がある。例え

ば、地域の若者に技術を教えるプロジェクトや、地域全体での共同利用のシステムなどを構

築することができる可能性がある。 

経済的効果： 

まず、コスト削減により長期的に経済的負担を軽減させることができると考えられる。 

また、適切に管理された農地は高価値であり、例えば農地を貸し出す際の賃料が上がる可能

性がある。また、観光資源としての価値を高め、農地を活用した観光事業（例：農業体験）

が展開され、新たな収益源が生まれる可能性もある。 
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((33))  事事業業のの優優位位性性（（製製品品・・技技術術・・ササーービビスス等等））  

 

我々が提案するロボットのコンセプトは「草刈り中に他のことができる」ことである。 

従来の草刈りは、刈払い機や手持ち式草刈機を用いて行う。この作業は長時間を要する上に

刃に巻き込まれる危険があることや機械を使いこなすには高度な技術を要する等の問題があ

る。 

また、既存商品としてラジコン式草刈り機も存在するが、機械につきっきりになってしまう

ことや、非常に高価であるというデメリットがある。 

提案するロボットでは、ロボット設置後スイッチ一つで起動することができる。これによ

り、農家は草刈り中に別の仕事をすることができ、生産的である。また、応用例として農家

がロボットを複数台所有し、他のロボットが草を刈る間にロボットの設置と移動を行うシス

テムを構築できると考えており、これは他の商品にはない運用法として新規性があると考え

る。 

 

 

また、開発段階における優位性として、ロボット開発能力の高いメンバーが多く在籍するた

め高速で試作・改良の PDCA を回すことができる。実際に、半年間で 6 世代以上のバージ

ョンの開発を行った。 

 

((44))  市市場場のの状状況況  

＊ターゲットとする市場とその規模 

 

市場規模として、現状の草刈りにおいて最

も多く用いられる刈払機の出荷額を参考に

する。2020 年の刈払機出荷額は 190 億

円である。これに加えて一部の自走式草刈

機や二面草刈機、ラジコン草刈機等がある

ため、巨大市場といえる。 

また、この分野の自動化の需要は今後も大

幅に増加すると予想できる。右図に示すよ

うに、稲作農家 1 戸の担う収穫面積は右

肩上がりであり、農家の負担を減らすことが急務である。 
 

＊価格設定方針とその競争力 

 

本事業で開発するロボットと競合製品の比

較を示す。現在最も一般的に用いられてい

る刈払い機や、手持ち式草刈り機、ラジコ

ン式草刈り機と比較する。現状、ラジコン

式草刈り機は農家の負担をある程度減らす

ことができるが、価格が 300 万円以上と

高価なのが難点である。我々のロボット

は、100 万円以内の製品でラジコン以上

の負担軽減を目指す。 
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((55))  販販売売方方法法ととＰＰＲＲ方方法法  

 

現在はクラウドファンディングのリターン品としての販売を行っている。既に 1 か月間

のクラウドファンディングを行い、3 台の販売が決定した。新聞やテレビ番組等に取り

上げられたことによる PR 効果でクラウドファンディングにも好影響を及ぼし、最終的

に 160 万円以上を集めた。その他 SNS を通じた PR 等も行い、草刈り界隈、ロボット

界隈両方へのアプローチを図っている。 

 

((66))  事事業業実実施施上上のの問問題題点点とと解解決決策策  
（千葉市及び産業振興財団への要望、求める支援策等を含む） 

 

現在の開発拠点は新潟県長岡市であり、米農家向けに田んぼのあぜを直線的に刈るロボット

の開発を進めてきた。しかし、千葉市においては里芋、人参、小松菜、ほうれん草、ネギ、

そら豆等の栽培を生業とする野菜農家も多い。そこで、これまで田んぼ向けのロボットの開

発で培ったノウハウを畑にも適用したいと考えている。しかし、ヒアリングをさせていただ

ける農家や現地の農業法人とのつながりがほとんどないという問題がある。このようなつな

がりを作るという点についてご支援を頂きたい。 

 

 

 

 

 

((77))  ススケケジジュューールル  

＊現在の進捗状況 

 

草刈りロボットの開発について、これまでに 6 台以上のバージョンを開発した。 

また、農業法人等 10 社以上にヒアリングを行い、そのうちの一部で実証実験をさせてもら

うことができた。 

 

 

＊今後の予定 

 

今後 1 年間はプロトタイプの開発を続け、2024 年の夏に本格的な製品化と一部販売を行っ

ていきたい。 

 

 

((88))  千千葉葉市市ににももたたららすす社社会会的的、、経経済済的的効効果果  
本ビジネスプランが千葉市にどのような社会的、経済的な効果をもたらすか記載ください。 

 

千葉市の農業に草刈りロボットを導入することにより、以下のような社会的・経済的効果を

及ぼすことができると考える。 

社会的効果： 

労働力の削減により、農家の手間が大幅に削減できる。これにより、他の生産活動や生活の

質の向上に時間とエネルギーを投資できるようになる。 

また、副産物的な効果として地域社会との新たな連携の形が生まれる可能性がある。例え

ば、地域の若者に技術を教えるプロジェクトや、地域全体での共同利用のシステムなどを構

築することができる可能性がある。 

経済的効果： 

まず、コスト削減により長期的に経済的負担を軽減させることができると考えられる。 

また、適切に管理された農地は高価値であり、例えば農地を貸し出す際の賃料が上がる可能

性がある。また、観光資源としての価値を高め、農地を活用した観光事業（例：農業体験）

が展開され、新たな収益源が生まれる可能性もある。 
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((1100))  今今後後３３年年間間（（営営業業年年度度））のの売売上上計計画画  

                ((単単位位：：千千円円))  

  1 年目  2 年目  3 年目 

<1>売上高 
（うち、今回応募事業分） 

4,200 

(1,200） 

25,000 

(3,000） 

50,000 

（6,000） 

<2>売上原価 
（うち、今回応募事業分） 

1,280 

（700） 

8,150 

(1,800） 

11,300 

（3,600） 

<3>粗利益［<1>-<2>］ 2,920 16,850 38,700 

<4>販売費、一般管理費 2,830 15,810 36,250 

<5>営業利益［<3>-<4>］ 90 1,040 2,450 

<6>営業外利益    

<7>営業外費用    

<8>経常利益［<5>+<6>-<7>］ 90 1,040 2,450 

 

((1111))  今今後後３３年年間間（（営営業業年年度度））のの資資金金計計画画 （（単単位位：：千千円円）） 

 資金内訳 1 期 2 期 3 期 

資資

金金

需需

要要  

運

転

資

金 

 

 

 

 

   

設

備

資

金 

 

 

 

 

   

計計        

資資

金金

調調

達達  

自己資金    

借入金 

（うち、今回調達希望分） 

 

（ ） 

 

（ ） 

 

（ ） 

投資 

（うち、今回調達希望分） 

 

（ ） 

 

（ ） 

 

（ ） 

その他（ ）    

計計        

※※資資金金需需要要欄欄のの計計及及びび資資金金調調達達のの計計ののそそれれぞぞれれのの額額がが必必ずず一一致致すするるよよううにに記記載載ししててくくだだささいい。。  
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((９９))  千千葉葉市市ににおおけけるる事事業業展展開開  

＊千葉市内で事業を行う目的と計画 

 

事業を行う目的： 

令和 2 年に策定された千葉市農林業成長アクションプランによると、以下の課題があげられ

る。 

・担い手への農地の集積の必要性 

・小規模農家の多さと高齢化の進行 

このような背景から、農地の所有者の半数が将来土地を売却することを検討しているとのデ

ータもある。このような状況を打破するには、少ない農業従事者で多くの仕事ができる環境

を作る必要がある。 

そこで、農家の一日の仕事の多くを占める草刈り作業をロボットに自動化することで上記の

課題を解決しようとするものである。 

また、この他にもロボット開発関連の新たな産業が生まれることで、千葉市の地域経済の活

性化を図ることや、千葉市内の教育機関と連携し、ロボット開発を通じた新たな人材育成を

推進する狙いもある。 

 

プロジェクトの計画： 

市と連携した事業体の設立：千葉市と協力し、公私パートナーシップの形態で事業体を設立

する。また、千葉市内の大学や研究機関と連携し、ロボットの研究開発を進める。 

実証実験として、千葉市内の農地で、草刈りロボットの実証実験を実施したい。このとき、

現地の農業法人との連携が必要不可欠である。 

現在は、新潟県内において田んぼだけでなく畑の草刈りの実証実験を行っており、将来的に

は全国区で草刈りロボットの販売を行いたいと考えている。その際には、さといも、ネギ、

ほうれん草等をはじめとする様々な野菜の畑作が盛んな関東地区にも開発・販売拠点を設け

たいと考えており、弊社 CTO の実家のある千葉市を拠点とする可能性が高い。 

 

＊進出の形態及び時期 

 

ビジネス展開の形態: 

ロボットの販売：草刈りロボットを、農業組合や個別の農家に販売する。 

レンタル・リース：購入に踏み切れない農家や、購入の判断材料として実験的に使いたい農

家に対し、ロボットのレンタルやリースを提供する。 

展開の時期: 

初年（1 年目）：事業体の設立、基本設計とプロトタイプの開発 

中期（2～3 年目）：実証実験の進行と製品化に向けた開発 

中期後半～長期（4 年目以降）：製品の市場投入とビジネスの拡大 
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((1100))  今今後後３３年年間間（（営営業業年年度度））のの売売上上計計画画  

                ((単単位位：：千千円円))  

  1 年目  2 年目  3 年目 

<1>売上高 
（うち、今回応募事業分） 

4,200 

(1,200） 

25,000 

(3,000） 

50,000 

（6,000） 

<2>売上原価 
（うち、今回応募事業分） 

1,280 

（700） 

8,150 

(1,800） 

11,300 

（3,600） 

<3>粗利益［<1>-<2>］ 2,920 16,850 38,700 

<4>販売費、一般管理費 2,830 15,810 36,250 

<5>営業利益［<3>-<4>］ 90 1,040 2,450 

<6>営業外利益    

<7>営業外費用    

<8>経常利益［<5>+<6>-<7>］ 90 1,040 2,450 

 

((1111))  今今後後３３年年間間（（営営業業年年度度））のの資資金金計計画画 （（単単位位：：千千円円）） 

 資金内訳 1 期 2 期 3 期 

資資

金金

需需

要要  

運

転

資

金 

 

 

 

 

   

設

備

資

金 

 

 

 

 

   

計計        

資資

金金

調調

達達  

自己資金    

借入金 

（うち、今回調達希望分） 

 

（ ） 

 

（ ） 

 

（ ） 

投資 

（うち、今回調達希望分） 

 

（ ） 

 

（ ） 

 

（ ） 

その他（ ）    

計計        

※※資資金金需需要要欄欄のの計計及及びび資資金金調調達達のの計計ののそそれれぞぞれれのの額額がが必必ずず一一致致すするるよよううにに記記載載ししててくくだだささいい。。  
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【【ビビジジネネススププラランン部部門門】】  

－ 8 － 

３３  財財務務状状況況   (既に起業している場合、直近 3 年間の財務状況を記載)    ((単単位位：：千千円円))  

   年  月期   年  月期   年  月期 

売上高    

営業利益    

経常利益    

 

４４  応応募募者者ののププロロフフィィーールル  

（社会・地域貢献に対する考えがあれば記載してください） 

 

私は千葉市で生まれ、千葉市の小学校・中学校に通っておりました。 

高校入学の年から新潟県の長岡高専に入学し、高専ロボコン、ロボカップジュニア、ロボマ

スターへの参加を通じてロボット工学を学びました。現在は長岡技術科学大学の大学院にて

レスキューロボットの開発をテーマに研究活動を行っています。 

新潟の米農家とのかかわりを通じて得た知識やロボットにおけるノウハウを地元千葉に還元

したいと考えています。 

 

５５  今今回回のの応応募募動動機機（（ああててははままるるももののにに○○ををつつけけててくくだだささいい。。））  
(1) 資金調達  (2) 販路拡大・事業提携先獲得  (3) 経営パートナーの獲得 

(4) その他（具体的に ） 

 

６６  今今回回のの応応募募ににつついいててどどちちららででおお知知りりににななりりままししたたかか。。  

(1) 市政だより、市役所ホームページ   (2)財団ホームページ  

(3) 支援機関等ホームページ   (4) ポスター、チラシ   (5) Facebook 

(6) 新聞、インターネット等のメディア（名称                ） 

(7) その他（具体的に                           ） 
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第第２２２２回回『『ベベンンチチャャーー・・カカッッププＣＣＨＨＩＩＢＢＡＡ』』【【ビビジジネネススププラランン部部門門】】  

応応募募申申込込書書  

 

応募要領を遵守し、以下のとおり、申し込みいたします。 

 

１１  応応募募者者概概要要 記載日   2023 年 ８ 月 1８ 日 

(フリガナ) カブシキガイシャナイスシーズ (フリガナ) 
ダイヒョウトリシマリヤク

ナカオショウジロウ 

会社名・ 

学校名等※ 
株式会社ナイスシーズ 

応募者氏名 

※法人（グルー

プ）の場合は

代表者役職・

氏名 

代表取締役 

中尾正二郎     ㊞ 

応募者区分：（いずれかに○） 

個人 ・ 法人 ・ グループ 
応募者年齢： 55 歳 

法人所在地※： 

〒 285-0837 

 千葉市稲毛区園生町１３８番地１１ 

電話番号：０４３－４４５－８６６８ FAX：０３－６３６９－３９６３（インターネット FAX） 

E-mail：info@niceseeds.jp URL：https://niceseeds.jp/ 

資本金※：    3000 千円 
従業員数※：1 人 

（うちパート：1 人） 

創業（予定）※：  2008 年 12 月 法人設立（予定）※： 年     月 

現在の事業内容※（概ね 60 字） 

（１）「SAE 次亜塩素酸水」の製造・販売 
（２）ペット用 SAE 次亜塩素酸水の製造・販売 
（２）衛生環境改善装置の開発・販売、施工・管理、ペーパータオル、ハンドソー

プ、洗剤など業務用消耗品、感染症対策商品の小売・販売 

※会社名・学校名等、法人所在地、資本金、従業員数、創業年月、法人設立年月、現在の事業内容は該当者

のみ記載してください。 

※内容の記載は、必要事項を埋めるだけでなく、具体的かつ簡潔に記述し、必要により図表等を交え、

ポイントを解りやすく記載してください。 
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２２  ビビジジネネススププラランンににつついいてて  

((11))  ビビジジネネススププラランン名名（概ね 40 字） 

マルチユース・高濃度次亜塩素酸水生成装置「SAE-MUS100」の製造・販売 

 

((22))  ビビジジネネススププラランンのの概概要要  

＊実現しようとする製品、サービス等の内容（概ね 500 字） 
「誰に対して」、「どのようなサービス・製品を」、「どのように」提供するのかを明確に記載してください。 

 

次亜塩素酸水生成装置「SAE-MUS（Multi-Use-System）100」を自社で開発、販

売に着手した。※以下これを「装置」とする。 
無塩の次亜塩素酸水は環境に負荷のない安全な除菌水であるが、薬機法の規定で、

生成装置から直接出たものは食品添加物として手指消毒や食品の洗浄に使うことが

できるものの、容器に入れて販売した液体はこのような用途で使うことを勧められ

ず、アルコールや、安全性に疑問がある次亜塩素酸ナトリウムを使わざるを得なかっ

た。   
この装置は１装置で排出口を最大 3 口に分岐する、「マルチユース機能」を有し、

使いたい濃度を調整できるため、直接出た液体を厨房で野菜や果物の洗浄、入口で手

指の消毒、下痢・嘔吐時の二次感染対策や即効消臭にと用途に応じてそれぞれの場所

で利用することができる。この機構は日本初の技術である。 
食の安全の確保と公衆衛生のため、保育園や介護施設、飲食店にまずは提案してい

くが、農業、畜産、水産業での病虫害予防とニオイ対策、環境保全にも活用していき

たい。 
 
また、新装置では無塩では業界初の１００ppm の濃度の次亜塩素酸水を生成する

ことが可能。 
これをペットのマーキングなどしつこいニオイやノロウィルスなどの感染症対策

に特化した「SAE プレミアム」として販売し、効力を維持するための使い切りのスプ

レーや開封後の品質保持に真空バイトンキャップを一緒に提案する。 
 
＊この事業が必要とされる社会的背景 

この事業を取り巻く環境（社会、経済、顧客ニーズ等）やこの事業で解決される社会的課題又は地域課題を

どのように捉え、どのように対応していくのか」という観点から記載してください。 

 

無塩の次亜塩素酸水は公衆衛生だけではなく、食の安全確保、消臭対策、農業・

畜産・水産業での病虫害対策にも安心して使うことができ、その応用範囲はかな

り広く、多くの社会問題を解決することが期待できる。 
① 保育園や介護施設など大規模調理場での食の安全の確保と公衆衛生 
② 飲食店や食品加工工場での総合的な衛生管理システム 

（次亜塩素酸ナトリウムやアルコールから安全な次亜塩素酸水での衛生管理） 
③ 生成装置と移動式の自動水栓システムにより災害時の避難所での感染症対策 
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④ 農業・水産業での病虫害予防と環境保全 
 今回、装置を自社で企画・開発したことで、装置と問題解決のためのシステム

を組み合わせることにより、今までより広く、新しい分野にアプローチすること

ができると思われる。  
 まずはマルチユースシステムで、保育園、介護施設、食品加工場などの大規模

調理施設、飲食店などへ提案する。 
 保育園の厨房では次亜塩素酸ナトリウムで食中毒対策、手指消毒にはアルコー

ル、嘔吐・下痢などの処理は高濃度の次亜塩素酸ナトリウムを使う、などと液体

を使い分けていて、「扱いが大変」「液剤を一種類に統一したい」などという声も

聞き、次亜塩素酸水が良いとわかっても新たに液体として導入するのは薬機法的

にも困難だった。 
 マルチユースシステムを使えば、装置から生成された液体を直接使うため食品

添加物として手指消毒や歯ブラシ、コップの除菌にも使うことができ、また、何

よりも将来を担う小さな子供たちに、残留性のない安心して食せる野菜や果物を

提供し、健康維持に貢献できることが大きい。 
 さらに飲食店や食品工場でも現状では次亜塩素酸ナトリウムを使用しているとこ

ろがいまだに多く、食品への残留が心配されるばかりでなく、次亜塩素酸ナトリウ

ムの大量廃棄による廃水の生分解処理に重大な悪影響があること、すすぎ水の無駄

など、環境への影響も大きい。安心・安全な次亜塩素酸水に切り替えることで手指

消毒から食品、食器の除菌など幅広く使うことができ、環境保全にも寄与すること

ができる。 

 

((33))  事事業業のの優優位位性性（（製製品品・・技技術術・・ササーービビスス等等））  

【【装装置置】】  

・・電電解解能能力力３３倍倍、、耐耐久久性性２２倍倍！！高高いい能能力力をを有有すするる生生成成装装置置  

生成装置の心臓部、電気分解を行う電極に、通常の白金電極より能力、耐久性とも

に優れたイリジウム白金電極を使用。 
通常は電気分解に白金電極を使うが、電解能力も耐久性も高いイリジウム白金を次

亜塩素酸水生成装置に採用したのは業界初の試み。 
通常、無塩では３０ppm 程度の次亜塩素酸水を生成する装置がほとんどであると

ころ、当社の装置は１００ppm と高濃度の液体を生成することに成功した。 
 

 
・・省省電電力力型型生生成成装装置置  

これまでの生成装置は次亜塩素酸濃度５０ppm の液体を作るのに２４V の電圧を

必要とするが、本装置では同じように５０ppm の濃度の次亜塩素酸水を生成するの

に、１２分の１の２V で生成可能であるため、省電力でエコな装置となっている。 
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・・ママルルチチユユーースス型型消消毒毒用用ラライインンのの構構築築。。１１台台でで３３台台分分のの運運用用可可  

生成装置から直接出た次亜塩素酸水は手指消毒に使用することが認められている

が、容器に入れた次亜塩素酸水は食品添加物、消毒剤として認められていなかったた

め手指の消毒、野菜や果物の除菌に使うことは施設の判断で行うこととなっており、

大きな障壁となっていた。 
生成装置から直結のマルチユースなラインをオーダーメイドで構築することで、入

り口では手指消毒に、給食室や厨房では食中毒予防（野菜や果物の除菌に流水で使

用）、嘔吐、下痢時の二次感染対策に使っていただく。 
こうすることで３台分を購入したと同じ利用法ができ、コスト的にも使用感的にも

アドバンテージが高いシステムの構築が可能となった。 
 

 
・・濃濃度度・・ppHH をを簡簡単単調調節節  

設定濃度と流量により希塩酸ポンプ流量と電解電流を同時に演算・変更し、安定し

た濃度を保つことができる。この流量比例機能運転により、３０ppm、５０ppm、 
１００ppm と用途に応じて次亜塩素酸濃度をタッチパネルで変更可能。 
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このような機能搭載の装置は業界初。 

 

・・安安定定供供給給  

流量比例運転機能により、蛇口を開けると流量計が検知し、希塩酸ポンプ運転、電

解電流値を自動調整。 
減圧弁搭載により、水圧が変化しても安定した流量となり濃度も安定するため、水

量、水圧に影響されず、安定した液体供給が可能となる。 
 

  

・・セセミミオオーーダダーーメメイイドド型型装装置置  

オプションで二重電解をしたり、信号を飛ばし遠隔操作ができるなど、基本装置を

用途によって発展できる仕様で、半オーダーメイドでの装置製作が可能。 
デモ機は保育園用装置として６０Ｌ/ｈで生成し５０ppm と１００ppm の切り替え

可能な装置と、飲食店用２００Ｌ/ｈの流量で５０ppm の濃度の次亜塩素酸水を生成

する二種類の装置を作成中。 
 

 

((44))  市市場場のの状状況況  

＊ターゲットとする市場とその規模 

千葉県内認可保育所 459 所、幼稚園 127 園 （R4 年度統計）で認証、無認可を合

わせると 2000 園以上ある。 
微酸性次亜塩素酸水生成装置：参考価格 900,000 円 
  900,000×2000＝180､000､000 千円 
 
【農業】 
千葉県内の農家の数は約 35,420 戸。 
病虫害対策システム：参考価格  1，150,000 円 （生成装置 900,000 円+250,000
円） 
 1､150,000x35,420＝40,733,000 千円 
 
その他、飲食店や介護施設の厨房だけでもかなりの数が存在する。 
また、千葉県以外の国内だけではなく、需要が高まっている海外にも提案できること

を考えると市場規模はさらに広がりを見せることが予想される。 
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＊価格設定方針とその競争力 

 

装置の価格は 90 万程度で決して手の出しやすい価格ではないものの 
① 1 台で 3 台分の運用が可能 
② それぞれの場所から用途に合わせて違う濃度の液体を供給できること 
③ 流量比例運転機能や減圧弁搭載により、水量、水圧に影響されず、安定した液

体供給が可能 
④ タッチパネル式で流量や濃度を調整できる生成装置は通常３００万円くらいに

なるが、当社はこのようなハイスペックの装置を３分の１の価格で提供可能 
 

ということを考えるとこの価格帯でこのスペックというのはかなり優位性が高い。 
また、液体を月 60L 使った場合の液体の購入金額は２１，０００円ほどだが、装置

を入れて 5 年リースで月１５，０００円、原料となる希塩酸は１Ｌあたり４，００

０円（１L×３本で販売）で、次亜塩素酸水が１，５００Ｌ生成できる。これは液

体を購入した場合、２０Ｌ（７，０００円）×７５本分、５２５，００００円とな

り、大量に液体を使うところでは装置に切り替えるコストメリットは大きい。 
 それぞれの施設に対しコストシュミレーションをすることで、液体購入と装置導

入のどちらが適しているか提示する。 
 

((55))  販販売売方方法法ととＰＰＲＲ方方法法  

生成装置はカタログを作成し、まずは定期的に液体を購入されている施設に提

案。それに先んじてリース会社と提携し、お客様にはリース契約を促し、月々の支

払いを液体購入金額と同じかそれより下げられるような提案をする。 
興味を持っていただいた施設にはモニター機を貸し出し、実際に何日間か使って

いただき使い心地を実感していただく。 
今まで、どちらかというと経費削減のため大事に液体を使っている印象の施設も

多かったが、装置導入で色々なシーンでためらいなく感染症対策に使っていただき

たい。 
また、道の駅など野菜販売と飲食店両方の営業をしているような施設に対しても

装置導入のメリットは大きい。 
出荷前の野菜を次亜塩素酸水で洗浄することで、カビの発生防止や除菌を行い、

鮮度を保つことができ、飲食店での衛生管理にも使えるだけではなく、生産者へ野

菜栽培時の病虫害対策にも使える旨もアピールでき、その施設から生産者への広が

りも期待できる。 
さらに、自然災害が増えている昨今、災害時の避難所などで移動式の装置と自動

水栓システムは活躍すると考えており、自治体や公共施設に提案していくことで導

入を目指していく。（R６年度も千葉県内の主要都市に入札希望を出す予定。） 
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 すでに R５年度の千葉トライアル発注認定事業に応募済み。 
 装置と液体の両方で千葉市の認定を頂ければ、認定商品として販売することがで

き、信頼性が増し、需要が高まると期待している。 
 
※そのほか「千葉ものづくり認定」、「日経ソーシャルビジネスコンテスト」「スタア

トピッチ Japan」にも応募予定で、次亜塩素酸水を世の中に広めるためのきっかけづ

くりを行う。 

 

((66))  事事業業実実施施上上のの問問題題点点とと解解決決策策  

（千葉市及び産業振興財団への要望、求める支援策等を含む） 

 

① ビジネスコンテスト、認証制度などの情報提供 
② 基金や助成金などの情報提供 
③ 協力会社や取引先の紹介、マッチング 
④ 海外特許を含め海外展開のサポートなど 

 

((77))  ススケケジジュューールル  

＊現在の進捗状況 

現時点で生成装置１号機が出来上がり、この装置で生成した高濃度の次亜塩素酸

水、「SAE プレミアム」の販売を開始済み。 
追って、装置２台が８月２０日以降に出来上がる予定で、それを１台はデモ機械と

して使用し、予約注文を取っていく予定。 
 リース会社に話を通し、装置の契約が取れ次第リース契約もできる体制とする。 
 
＊今後の予定 

 本装置とマルチユースシステムで特許出願準備中。１０月中に出願する予定で進

めている。 
装置は１２月末までに計８台作成予定。 

 ナイスシーズ工場では、実際に稼働し、マルチユース仕様にするが、ここをショ

ールームの様にし、実際に装置の性能やシステム全体を見ていただく場とする。 
 今期、最低５台の契約は取る予定。 
 既存のお客様への提案とともに、液体を大量に使う食品加工工場、すし屋、焼き

肉チェーン、JA の選果所などを中心に新規開拓に努める。 
 また、今後は装置の小型化を実践していき、保育園や介護施設などでも場所を取

らず、導入しやすい価格帯とサイズ感を追求していく。 
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((88))  千千葉葉市市ににももたたららすす社社会会的的、、経経済済的的効効果果  

本ビジネスプランが千葉市にどのような社会的、経済的な効果をもたらすか記載ください。 

 

昨年「千葉市トライアル発注認定事業」で認定商品に選定していただき、千葉市

内の５５の直轄保育所に SAE を納品させていただいた。 
保育所、一か所一か所現状について話をお伺いしたところ、感染症のガイドライ

ンや保健所の指導により次亜塩素酸水を使いたくても、次亜塩素酸ナトリウムを使

わざるを得ない状況を知った。  
そもそも次亜塩素酸水は次亜塩素酸ナトリウムに代わる安全で効果の高い除菌

剤として開発された歴史があり、給食室での食中毒予防や二次感染症対策、園児の

手洗いなど幅広い用途で使えるが、容器に入れて販売した液体は薬機法の規制によ

り手指や食品の除菌に使うことはうたえず、あまり影響のない用途（生ごみやおむ

つの除菌など）にしか使えないという声を聞いた。 
これが装置から直接生成された液体をそのまま使えるのであれば食品添加物に

認められているので、あらゆる用途に使用でき、残留性が心配だった食品の洗浄や

二次感染予防に安全性も効果も高い次亜塩素酸水を使っていただくことができる。 
 次亜塩素酸水に切り替えていただくことで、公衆衛生、食の安全に大きく寄与す

ることができる。 
  
 また、千葉市は農業も盛んである。 
 生成した無塩の微酸性次亜塩素酸水は有人のハウス内でも噴霧できる特定防除

資材としても環境省・農林水産省からも認められている。また、トマトなどの野菜

柑橘類など収穫後ＳＡＥ次亜塩素酸水で洗浄することで、菌などの付着が無く新鮮

な状態を保つことができるため付加価値のある野菜、果物として販売ができる。 
 そのほか畜産や漁業などの環境保全や病虫害対策にも使用でき、応用範囲はかな

り広い。 
 

 この装置では無塩では業界初の次亜塩素酸濃度 100ppm が生成可能で、消臭力も

除菌力も今までの２倍の能力があり、特に消臭にはかなりの効果を発揮する。 
  ニオイは精神的なストレスを大きく与えることが分かっており、高齢者、介護施

設、ふれあい動物保護施設などで快適な空間を作ることに大きく貢献できる。 
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((９９))  千千葉葉市市ににおおけけるる事事業業展展開開  

＊千葉市内で事業を行う目的と計画 

 当社は容器を使い捨てず、回収して繰り返し使うエコ循環配送システムで液体を

お届けしているため、同じ千葉市内の施設、事業所には新鮮な液体をすぐにお届け

できるという大きな利点がある。 
また、千葉市トライアル発注認定事業で認定商品に選定されたことや千葉市の入

札資格者に登録されているため、公的機関だけではなく、民間の施設でも信頼性の

ある商品として認識され、アプローチしやすいと考えられる。 

 

＊進出の形態及び時期 

すでに千葉市管轄の保育所、施設には試して頂いたところもあるが、今度はその

実績をもとに民間保育所、施設に営業をかける。従来の SAE, SAE プレミアム、

SAE 生成装置のいずれかを導入して頂けるよう提案する。 

 

 

((1100))  今今後後３３年年間間（（営営業業年年度度））のの売売上上計計画画  

                ((単単位位：：千千円円))  

  5 年 11 月期  6 年 11 月期  7 年 11 月期 

<1>売上高 

（うち、今回応募事業分） 

12,300 

（5,100） 

43,000 

（ 30,360） 

85,000 

（ 73,000） 

<2>売上原価 

（うち、今回応募事業分） 

4,500 

（2,930） 

22,500 

（ 14,000） 

48,000 

（37,500） 

<3>粗利益［<1>-<2>］ 7,800 20,500 37,000 

<4>販売費、一般管理費 11,000 14,000 23,000 

<5>営業利益［<3>-<4>］ △3,200 6,500 14,000 

<6>営業外利益    

<7>営業外費用    

<8>経常利益［<5>+<6>-<7>］ △3,200 6,500 14,000 
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((1111))  今今後後３３年年間間（（営営業業年年度度））のの資資金金計計画画 （（単単位位：：千千円円）） 

 資金内訳 
5 年

11 月期 

6 年 11 月

期 

 7 年 11

月期 

資資

金金

需需

要要  

運

転

資

金 

広告宣伝費 

特許出願費用 

開発費・装置製作 

50 

300 

5,300 

500 

1,000 

13,500 

 

5,000 

36,000 

設

備

資

金 

水道・配管工事 

工具・部材費用 

 

 

200 

240 

 

1,200 

2,000 

5,000 

計計  66,,009900  1166,,220000  4488,,000000  

資資

金金

調調

達達  

自己資金 1,090 6,200 18,000 

借入金 

（うち、今回調達希望分） 

5,000 

（ ） 

10,000 

（ ） 

30,000 

（ ） 

投資 

（うち、今回調達希望分） 

 

（ ） 

 

（ ） 

 

（ ） 

その他（ ）    

計計  66,,009900  1166,,220000  4488,,000000  

※※資資金金需需要要欄欄のの計計及及びび資資金金調調達達のの計計ののそそれれぞぞれれのの額額がが必必ずず一一致致すするるよよううにに記記載載ししててくくだだささいい。。  

  

３３  財財務務状状況況   (既に起業している場合、直近 3 年間の財務状況を記載)    ((単単位位：：千千円円))  

  4 年 11 月期   3 年 11 月期 2 年 11 月期 

売 上 高 7,161 8,903 24,544 

営 業 利 益 △9,543 △6,769 △4,297 

経 常 利 益 △8,232 △6,604 △4,527 

 

４４  応応募募者者ののププロロフフィィーールル  

（社会・地域貢献に対する考えがあれば記載してください） 

  

２０１５年より微酸性次亜塩素酸水と出会い、開発や普及活動をしていますが、

いまだに知らない方がほとんどではないでしょうか。次亜塩素酸ナトリウム、アル

コール消毒液など戦後からある消毒液・除菌剤は良いところもありますが問題点も

多くあります。 

食品工場や大量調理の現場のほとんどで使われている次亜塩素酸ナトリウムは、

有機物との接触で発がん性のあるトリハロメタンを生成したり、一気に酸性に傾く

と塩素ガスが発生し、取扱いに注意が必要なだけではなく、そのような成分が食品

に残留し、健康被害を起こす可能性があります。また、大量廃棄の場合、排水の生
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分解処理に重大な悪影響があり、大量のすすぎ水が必要で、環境負荷が大きいとい

う問題があります。 

また、アルコール消毒液も引火性があり、高濃度のため耐性菌をつくることや、ア

レルギーを引き起こすこともあります。 

 これらの消毒液に代わるものとして開発された次亜塩素酸水は作用するウィルス

や細菌の範囲も広く、効果が高いのに、安全で、殺菌対象や環境への影響がほとん

どない優れた液体です。ただ、薬機法により、装置から直接出た液体は食品添加物

に指定されているものの、容器に入れて販売した段階で手指消毒に使うことを奨励

できない、という規定がある為、次亜塩素酸水が広く使われるに至らなかった背景

があります。 

 この度、長い間構想を練ってきた生成装置を自社で開発、販売するに至り、装置

から直接出た液体をそれぞれの場所でそれぞれの用途で使えるマルチユースシステ

ムを考え出したことで、手指消毒やうがい、歯ブラシの除菌など、衛生管理全般に

次亜塩素酸水を使うことが出来るようになりました。 

 また、大量に液体を必要とする、農業、畜産、水産業の分野での除菌、病虫害対

策、環境保全にも役立てることができます。 

 次亜塩素酸水は、感染症予防はもちろん、数々の社会問題を解決できる、大変ポ

テンシャルの高い液体です。 

 私たちは 日本だけでなく、世界中の人々に良さを実感して頂き、次亜塩素酸水

の普及を通じて、社会貢献をしていきたいと考えています。 

 

 

 

５５  今今回回のの応応募募動動機機（（ああててははままるるももののにに○○ををつつけけててくくだだささいい。。））  

(1) 資金調達  (2) 販路拡大・事業提携先獲得  (3) 経営パートナーの獲得 

(4) その他（具体的に ） 

 

６６  今今回回のの応応募募ににつついいててどどちちららででおお知知りりににななりりままししたたかか。。  

(1) 市政だより、市役所ホームページ   (2)財団ホームページ  

(3) 支援機関等ホームページ   (4) ポスター、チラシ   (5) Facebook 

(6) 新聞、インターネット等のメディア（名称                ） 

(7) その他（具体的に                           ） 
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ポ
イ
ン
ト
③

水
道
管
へ

－ 115 －



災災
害害

時時
にに

活活
躍躍

！！

発
電

機 水
を

く
み

上
げ

る
ポ

ン
プ

２
０

L 
備

蓄
飲

料
水

病病
院院

やや
避避

難難
先先

でで
のの

感感
染染

症症
対対

策策
にに

ララ
イイ

フフ
ララ

イイ
ンン

がが
止止

まま
っっ

てて
もも

起起
動動

でで
きき

るる
よよ

うう
にに

すす
るる

各各
自自

治治
体体

にに
提提

案案
。。

災災
害害

対対
策策

とと
しし

てて
導導

入入
をを

検検
討討

しし
てて

頂頂
くく

移移
動動
式式
自自
動動
水水
栓栓
部部
分分
内内
部部
とと
用用
途途 廃廃

水水
がが
たた
まま
っっ
てて

ああ
ふふ
れれ
なな
いい
よよ
うう

水水
漏漏
れれ
防防
止止
セセ
ンン
ササ
ーー
付付

ブブ
ザザ
ーー
やや
スス
ママ
ホホ
でで

おお
知知
らら
せせ

除除
菌菌
後後
にに

手手
をを
ふふ
いい
たた

ペペ
ーー
パパ
ーー
タタ
オオ
ルル
のの

ごご
みみ
箱箱

タタ
ンン
クク
はは

カカ
ーー
トト
にに
のの
せせ
てて

楽楽
にに
運運
べべ
るる
よよ
うう
にに

次次
亜亜
塩塩
素素
酸酸
水水
のの
有有
効効
性性
やや
季季
節節
のの
感感
染染
症症
対対
策策
のの
情情
報報
、、

音音
楽楽
なな
どど
をを
ミミ
ッッ
クク
スス
しし
たた
ココ
ンン
テテ
ンン
ツツ
をを

おお
客客
様様
にに
合合
わわ
せせ
てて
作作
成成
しし
、、
手手
洗洗
いい
・・
除除
菌菌
をを

有有
名名
無無
実実
化化
すす
るる
ここ
とと
なな
くく
実実
行行
しし
てて
いい
たた
だだ
くく

ああ
まま
りり
使使
うう
人人
のの
いい
なな
くく

なな
っっ
たた
入入
口口
のの
消消
毒毒

非非
接接
触触
、、
情情
報報
発発
信信
でで

衛衛
生生
管管
理理
をを
啓啓
蒙蒙
。。

ひひ
とと
りり
ひひ
とと
りり
のの
意意
識識
のの

高高
まま
りり
でで
予予
防防
対対
策策
にに
寄寄
与与
！！

移移
動動
式式
自自
動動
水水
栓栓
部部
分分
のの
活活
用用

液液
晶晶
モモ
ニニ
タタ
ーー
にに
次次
亜亜
塩塩
素素
酸酸
水水

にに
つつ
いい
てて
のの
動動
画画
がが
流流
れれ
るる

人人
感感
セセ
ンン
ササ
ーー
でで

人人
がが
来来
たた
らら
反反
応応
しし

特特
別別
なな
自自
動動
水水
栓栓
にに
よよ
りり
非非
接接
触触
でで

手手
洗洗
いい
・・
除除
菌菌
がが

同同
時時
にに
行行
ええ
るる

移移
動動
式式
でで
災災
害害
時時
のの
避避
難難
所所
なな
どど
人人
のの
集集
まま
るる
場場
所所
でで
のの

感感
染染
症症
対対
策策
にに
もも
！！

タタ
ッッ
チチ
パパ
ネネ
ルル
でで

濃濃
度度
、、
供供
給給
量量
をを

簡簡
単単
設設
定定

他他
社社
装装
置置
とと
のの
比比
較較

ナナ
イイ
スス
シシ
ーー
ズズ

SSAA
EE--
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UUSS
1100
00

BB社社
製製

MM
社社
製製

HH社社
製製

３
０
０
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ｈ

３
２
０
〜
４
０
０
L/
h

３
０
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L/
ｈ

３
０
０
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h

生
成
能
力
（
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４
０
〜
５
０
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m

１
５
〜
２
０
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m

１
０
〜
３
０
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（
１
５
pp
m
程
度
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４
０
〜
５
０
pp
m

（
４
０
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m
程
度
）

生
成
可
能
な
次
亜
塩

素
酸
濃
度

１
７
W

１
５
０
W

７
５
W

７
５
W

消
費
電
力

１
２
０
万
円
程
度

--
--
--
--

１
５
４
万
円
程
度

３
０
０
万
円
程
度

価
格
イ
メ
ー
ジ

最
大
３
か
所
程
度

１
箇
所
の
み

１
箇
所
の
み

１
箇
所
の
み

ユ
ー
ス
ポ
イ
ン
ト

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
簡

単
操
作

技
術
者
に
よ
る
設
定

変
更
に
よ
る

運
転
・
停
止
ボ
タ
ン

の
み

技
術
者
に
よ
る
設
定

変
更
に
よ
る

濃
度
の
変
更
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置置
きき
換換
ええ
ココ
スス
トト
シシ
ュュ
ミミ
レレ
ーー
シシ
ョョ
ンン
①①

液液
体体
購購
入入
→→
装装
置置
導導
入入

SSAA
EE22
00LL

77,,
0033
00円円

ｘｘ
33本本

＝＝
((66
00LL
)) 2211
,,00
9900
円円

月月
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,,00
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円円
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,,33
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円円
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スス
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++11
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塩塩
酸酸
１１
LL

44,,
0000
00円円


装
置
は
７
年
リ
ー
ス
で
月
々
14
,3
00
円


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塩
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能


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液
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使
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す
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！


他
の
除
菌
剤
か
ら
安
⼼
・
安
全
な
次
亜
塩
素
酸
水
の
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を

使
っ
た
衛
生
管
理
が
可
能
に
！

保保
育育
園園
やや
施施
設設
でで
のの
トト
ーー
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ルル
衛衛
生生
管管
理理

給給
食食
室室
でで

厨
房
用
ア
ル
コ
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ル

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
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口口
でで
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で

手
指
消
毒

⻭⻭
ブブ
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菌菌
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吐吐
物物
のの
処処
理理
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次
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塩
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
安
全
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⼼
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漂
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ま
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細細
⼼⼼
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必必
要要
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⼼⼼
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！！
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のの
自自
治治
体体
、、
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でで
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導導
入入
事事
例例

コ
ロ
ナ
対
策
で
全
店
舗
に
装
置
設
置

⻑
い
も
の
集
荷
貯
蔵
施
設
に
洗
浄

装
置
と
し
て
次
亜
塩
素
酸
水
生
成
装
置

を
導
入

水
耕
シ
ス
テ
ム
に
生
成
装
置
を
活
用

次次
亜亜
塩塩
素素
酸酸
水水
生生
成成
装装
置置
がが
導導
入入
ささ
れれ
、、
農農
産産
物物
のの
洗洗
浄浄
やや
ココ
ロロ
ナナ
対対
策策
にに
使使
っっ
てて
いい
るる
がが
、、
１１
装装
置置
１１
用用
途途

なな
のの
でで
ママ
ルル
チチ
ユユ
ーー
スス
シシ
スス
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導導
入入
はは
今今
後後
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のの
よよ
うう
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広広
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っっ
てて
いい
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れれ
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道道
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駅駅
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農農
福福
連連
携携
事事
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なな
どど
でで

出出
荷荷
前前
のの
野野
菜菜
のの
洗洗
浄浄

カ
ビ
の
発
生
な
ど
を
防
ぎ
ま
す

（
野
菜
の
持
ち
が
よ
く
な
り
ま
す
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厨厨
房房
でで

食
中
毒
予
防
に

入入
口口
でで

お
客
様
の

手
指
消
毒
に
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ビジネスアイデア部門 
 
応募資格 
 

斬新な発想と工夫によって社会課題の解決を図ろうとするビジネスアイデアを考えて

いる方で、以下の１～３のいずれかに該当する方 

１．近い将来に千葉市内で創業することを検討している方  

２．学校教育法に規定する大学（大学院を含む）、短期大学、高等専門学校、専修学校、

高等学校若しくは日本国内のこれらに準ずると認められる学校に在籍する学生（聴

講生等を除く）である方  

３．職業能力開発促進法に基づき、国が設置した学校に在籍する学生（聴講生等を除く）

である方  

＊ 過去に本事業においてグランプリ、準グランプリ又は優秀賞等を受賞した者は、

受賞時のテーマとは異なるビジネスアイデアであれば応募は可とする。  

＊ 応募申込時において、他のビジネスプランコンテスト等で受賞実績のないビジネ

スアイデアに限る。(他のビジネスプランコンテスト等に応募中のビジネスアイデ

アは可。また、受賞実績がある場合でも、学校内で開催される学内コンテスト等の

参加資格が限定されたビジネスプランコンテストで受賞したビジネスアイデアは

可 )  

＊ 法人またはグループでの応募の場合は、代表者が当該資格に該当すれば、当該法

人等として応募資格を有するものとする。 

 

審査委員 
審査委員（氏名５０音順、敬称略） 

氏 名 所 属・役職等 

石 井 伸 暁 合同会社ＢＬＭビジネスラボ 代表社員 中小企業診断士 

菅 原 信 治 株式会社ＬＵＰＩＮＵＳ 代表取締役 

田 中 政 吉 株式会社エイピス 代表取締役 

永 田 洋 子 株式会社ＰＬＵＳ－Ｙ 代表取締役 

 

 ※ 書類審査は公益財団法人千葉市産業振興財団役員３人及びコーディネーター３人 

 

表彰 
 
グランプリ          副賞（賞金２０万円） 

学生賞            副賞（賞金１０万円） 

優秀賞            副賞（賞金５万円） 

 

※希望者には CHIBA-LABO１年間(１人)利用無料特典を付与 
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ビジネスアイデア部門 
 
応募資格 
 

斬新な発想と工夫によって社会課題の解決を図ろうとするビジネスアイデアを考えて

いる方で、以下の１～３のいずれかに該当する方 

１．近い将来に千葉市内で創業することを検討している方  

２．学校教育法に規定する大学（大学院を含む）、短期大学、高等専門学校、専修学校、

高等学校若しくは日本国内のこれらに準ずると認められる学校に在籍する学生（聴

講生等を除く）である方  

３．職業能力開発促進法に基づき、国が設置した学校に在籍する学生（聴講生等を除く）

である方  

＊ 過去に本事業においてグランプリ、準グランプリ又は優秀賞等を受賞した者は、

受賞時のテーマとは異なるビジネスアイデアであれば応募は可とする。  

＊ 応募申込時において、他のビジネスプランコンテスト等で受賞実績のないビジネ

スアイデアに限る。(他のビジネスプランコンテスト等に応募中のビジネスアイデ

アは可。また、受賞実績がある場合でも、学校内で開催される学内コンテスト等の

参加資格が限定されたビジネスプランコンテストで受賞したビジネスアイデアは

可 )  

＊ 法人またはグループでの応募の場合は、代表者が当該資格に該当すれば、当該法

人等として応募資格を有するものとする。 

 

審査委員 
審査委員（氏名５０音順、敬称略） 

氏 名 所 属・役職等 

石 井 伸 暁 合同会社ＢＬＭビジネスラボ 代表社員 中小企業診断士 

菅 原 信 治 株式会社ＬＵＰＩＮＵＳ 代表取締役 

田 中 政 吉 株式会社エイピス 代表取締役 

永 田 洋 子 株式会社ＰＬＵＳ－Ｙ 代表取締役 

 

 ※ 書類審査は公益財団法人千葉市産業振興財団役員３人及びコーディネーター３人 

 

表彰 
 
グランプリ          副賞（賞金２０万円） 

学生賞            副賞（賞金１０万円） 

優秀賞            副賞（賞金５万円） 

 

※希望者には CHIBA-LABO１年間(１人)利用無料特典を付与 
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3 

城西国際大学大学院 曹 放（ソウホウ） 

スマート農業データベースの構築及

びプラットフォームによる新サービ

ス創出 

千葉市は、その気候や土壌条件が多様で、さまざまな農産物の栽培に適した地域である。しかし

ながら、気象条件や病害虫の発生状況は日々変動し、農家はこれらの変化に対応しない。そのた

め、私たちは農業病虫害監視システムを導入し、農業の効率性と持続可能性を向上させることを目

指している。 

農業病虫害監視システムは、IoT（モノのインターネット）技術に基づくソリューションであり、

農業者が作物の栽培プロセス中の環境状況を監視するのに役立つことを目的としている。主に病害

虫、土壌の品質、灌漑状況などの重要な要素が含まれ、農業生産に知識のある意思決定を支援す

る。このシステムは、センサー、データ収集機器、クラウドプラットフォームなどのテクノロジー

を使用して、リアルタイムの監視、データ収集と分析を実現し、正確な環境情報と警告を提供し、

農家が害虫や病気の予防と管理、作物の改善のためのタイムリーな措置を講じることを支援する。

このプロジェクトは、IoT 技術を基盤として、新技術とスマートインフラの最適化された統合、デ

ータイノベーションの統合を通じて、農業全体のスマートなイノベーションを可能にし、スマート

農業のエコシステムを構築する。 

 

 

発表者及びビジネスアイデア概要 
 

No 

学校名・グループ名等 代表者名 ビジネスアイデア名 

ビジネスアイデア概要 

1 

千葉明徳高等学校 

The best kid 
榊原 大樹 

ボトル専用自動補充販売機「彩煌」 

～マイボトル推進を込めて～ 

マイボトルを普段から使用する人や空のボトルを補充したい人を対象とした脱プラスチック・炭

素を推進する直接補給型の自動販売機。従来の飲料系自動販売機やウォーターサーバーと異なり､空

のボトルに提示された飲料を補充可能､何度も利用することで､脱プラスチック・炭素を加速可能｡ペ

ットボトルの小分け作業やゴミの回収作業が大幅に減少可能､それにより費用と時間を削減可能｡商

店や既存の自動販売機と比べ､従来の値段よりも安価で製造・販売､小分け作業が必要なくなり販売

本数の増加が可能｡千葉市内では今マイボトル使用運動という活動を行なっており、それと連携する

ことで、マイボトルの使用率を上げると同時に、ペットボトルゴミ等のプラスチックゴミの削減や脱

炭素の促進に繋げることが可能｡ 

2 

一橋大学 沖野 綾仁 

高校生が納得いく進路選択を！教え

て人生の先輩！ 

高校生×社会人・大学生の繋がりの

創出 

本アイデアは、高校生と社会人のマッチングプラットフォームを作り、社会人との対話と通して高

校生へ幅広い価値観と数多くの進路選択肢を知ってもらうものです。 

課題感としては、地方の高校生にとって大学選択肢の幅が狭い上、そもそも選択肢を「知る」機会

が乏しいこと、大学を学びの場として位置付けている人がいないこと、高校生のうちからキャリア・

将来について考える機会が少ないことが挙げられます。 

このサービスを通して、キャリアや大学の選択肢を知ることが目的です。学生時代から社会人との

接点を作ることで、大学や職業についての知見を増やしていき、キャリア観の形成に生かすことを意

図しています。社会人と高校生のタテの繋がりのみならず、このコミュニティを通して、協力してく

ださる社会人同士のヨコの繋がり、全国の高校生同士のヨコの繋がりを創出し、何か新しい価値を提

供できるのではないかと考えています。 

全国津々浦々の高校生に利用していただき、立地によらない将来の可能性を広げることを期待し

ています。そして地方格差・教育格差という言葉が聞こえないようにしたいです。 
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3 

城西国際大学大学院 曹 放（ソウホウ） 

スマート農業データベースの構築及

びプラットフォームによる新サービ

ス創出 

千葉市は、その気候や土壌条件が多様で、さまざまな農産物の栽培に適した地域である。しかし

ながら、気象条件や病害虫の発生状況は日々変動し、農家はこれらの変化に対応しない。そのた

め、私たちは農業病虫害監視システムを導入し、農業の効率性と持続可能性を向上させることを目

指している。 

農業病虫害監視システムは、IoT（モノのインターネット）技術に基づくソリューションであり、

農業者が作物の栽培プロセス中の環境状況を監視するのに役立つことを目的としている。主に病害

虫、土壌の品質、灌漑状況などの重要な要素が含まれ、農業生産に知識のある意思決定を支援す

る。このシステムは、センサー、データ収集機器、クラウドプラットフォームなどのテクノロジー

を使用して、リアルタイムの監視、データ収集と分析を実現し、正確な環境情報と警告を提供し、

農家が害虫や病気の予防と管理、作物の改善のためのタイムリーな措置を講じることを支援する。

このプロジェクトは、IoT 技術を基盤として、新技術とスマートインフラの最適化された統合、デ

ータイノベーションの統合を通じて、農業全体のスマートなイノベーションを可能にし、スマート

農業のエコシステムを構築する。 
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【【ビビジジネネススアアイイデデアア部部門門】】  

－ 1 － 

第第２２２２回回『『ベベンンチチャャーー・・カカッッププＣＣＨＨＩＩＢＢＡＡ』』【【ビビジジネネススアアイイデデアア部部門門】】  

応応募募申申込込書書  
 

応募要領を遵守し、以下のとおり、申し込みいたします。 

 

１１  応応募募者者概概要要 記載日 2023 年 ９月 1 日 

(フリガナ) 
チバメイトクコウトウガッコウ 

ザベストキッド 
(フリガナ) サカキバラ タイキ 

学校名・ 

グループ

名※ 

千葉明徳高等学校 

The best kid 

応募者氏名 

※グループの場合は

代表者役職・氏名 

榊原 大樹 

          ㊞ 

応募者区分：（いずれかに○） 

個人 ・ グループ  
応募者年齢：１７ 歳 

連絡先：個人のため非公表 

連絡を取りたい場合は、(公財)千葉市産業振興財団までお問い合わせください。 

電話番号：043-201-9504  E-mail：sangyosozo@chibashi-sangyo.or.jp 

創業予定※：   年 月 法人設立予定※： 年     月 

※学校名・グループ名、創業予定、法人設立予定は該当者のみ記載してください。 

 

２２  ビビジジネネススアアイイデデアアににつついいてて 

((11))  ビビジジネネススアアイイデデアア名名（概ね 40 字）  

 

ボトル用自動補充販売機「彩煌」 ～マイボトル推進を込めて～ 

 

((22))  ビビジジネネススアアイイデデアアのの内内容容  

＊実現しようとする製品、サービス等の内容 
「誰に対して」、「どのようなサービス・製品を」、「どのように」提供するのかを明確に記載し

てください。 

 

・販売対象 

マイボトルを使う幼稚園児から大学生までの学生と普段からマイボトルで生活する

人、空のペットボトルを持っている人。 

 

・内容 

従来の飲料系自販機やウォーターサーバーとは違い、本サービスはその名の通りマイ

ボトルや空のペットボトルに提示された飲料を補充して、何度も利用することで、ペッ

トボトルの廃棄率減少を更に加速させる。また、ペットボトルを小分けにして入れる作

業が減り、コストと時間が削減できる。 
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－ 2 － 

 

＊アピールポイント、他との違い 
用いた新たな手法や技術、斬新な考えなどを踏まえながら記載してください。 

 

システムを実装することで、ペットボトル使用率の減少とそれによる脱炭素の促進、

さらにはポイ捨てされるゴミの削減ができる。実装すればペットボトルは 1 年で 234

億本から 58 億本に減り、二酸化炭素は約 620 万トンから 155 万トンまで減少し、環

境問題解決に貢献できる。  

 

※従来のマイボトル給水機との違い  

• 販売時に普通のペットボトルの値段より安く提供する点  

• 給水機の中にある水と同じメーカーのペットボトルを無 くすことでこのプランの使

用率を高める点  

• ポイント制が導入出来る点 

• 補充する量を選択し､その量に応じて値段が変えられる点 

 

 

＊「ビジネス」として成立する理由 
本事業が利益の見込める「ビジネス」である点について記載してください。 

 

• 従来の自動販売機よりも安価で製造できる 

• ペットボトルに小分けする必要がなく、個数を多くすることができる、それによって

販売本数も増える。  

• ゴミが無くなることで、ゴミ回収の人件費が削減でき る。 

 

 

((33))  ここのの事事業業がが必必要要ととさされれるる社社会会的的背背景景 
この事業を取り巻く環境（社会、経済、顧客ニーズ等）やこの事業で解決される社会的課題又は

地域課題をどのように捉え、どのように対応していくのか」という観点から記載してください。 

 

• 海洋プラスチック問題による約 10 万種の海洋生物の死亡や、波等の影響で海を漂う

ことにより、多くの場所で同じ問題が起こる問題。  

• 日本のプラスチックリサイクル率が 2012 年から 80％を超えているが、 その半分

以上が OECD の基準でリサイクルとして認識されていないサーマルリサイクル(廃プ

ラスチックを燃やして、その熱をエネルギーにして 再活用するリサイクル)であるとい

う問題。  

• ポイ捨てされるペットボトルが海岸付近に多くある問題。 

 

 

((44))  課課題題解解決決後後のの未未来来展展望望  
課題の解決によってもたらされる、将来の千葉市の姿について記載してください。  

 

自販機から飲み物をマイボトルに補給し、それによってマイボトル使用率 が上昇して

ペットボトルをあまり使わなくなる。それによりペットボトル のゴミが減少して回収す

る必要が無くなる。 

 

 

((５５))  千千葉葉市市内内でで事事業業をを行行うう目目的的  

 

千葉市内では今マイボトル使用運動という活動を行なっており、それと連携すること

で、マイボトルの使用率を上げると同時に、ペットボトルゴミ等のプラスチックゴミの

削減や脱炭素の促進に繋げることができる。 
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３３  応応募募者者ののププロロフフィィーールル  

 

・チーム名 「The best kid」 

・由  来 精鋭になりたいから 

・メンバー 

 高校 2 年生 榊原 大樹 

   〃    木村 元信 

   〃    中村 伊吹 

   〃    渡邉 颯斗 

   〃    三上 陽生 

高校 1 年生 釜付 陽斗 

   〃    白川 健祐 

 

・提案者：榊原大樹のプロフィール 

2006 年 12 月 3 日生まれ 

英語技能検定 2 級を取得。今年の夏に第 25 回世界スカウトジャンボリーに千葉県代

表として参加し、世界で起こっている問題に他国の者と交流しながら独自の解決案を立

案。また開催場所である韓国にてプラスチックゴミの不法投棄を知る。 

 

 

４４  今今回回のの応応募募動動機機（（ああててははままるるももののにに○○ををつつけけててくくだだささいい。。））  

(1) 資金調達  (2) 販路拡大・事業提携先獲得 

(3) その他（具体的に 高等学校の総合探究での取り組み ） 

 

55  今今回回のの応応募募ににつついいててどどちちららででおお知知りりににななりりままししたたかか。。  

(1) 市政だより、市役所ホームページ   (2)財団ホームページ  

(3) 支援機関等ホームページ   (4) ポスター、チラシ   (5) Facebook 

(6) 新聞、インターネット等のメディア（名称                ） 

(7) その他（具体的に 高等学校の総合探究での取り組み           ） 
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■ビジネスアイデア■ 

 

高校生が納得いく進路選択を！ 

教えて人生の先輩！ 

高校生×社会人・大学生の繋がりの創出 
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第第２２２２回回『『ベベンンチチャャーー・・カカッッププＣＣＨＨＩＩＢＢＡＡ』』【【ビビジジネネススアアイイデデアア部部門門】】  

応応募募申申込込書書  

 

応募要領を遵守し、以下のとおり、申し込みいたします。 

 

１１  応応募募者者概概要要 記載日 2023 年 8 月 31 日 

(フリガナ) ヒトツバシ (フリガナ) オキノアヤト 

学校名・ 

グ ル ー プ

名※ 

一橋大学 
応募者氏名 

※グループの場合は代表

者役職・氏名 

沖野綾仁 

          ㊞ 

応募者区分：（いずれかに○） 

○個 人 ・ グループ 
応募者年齢：20 歳 

連絡先：個人のため非公表 

連絡を取りたい場合は、(公財)千葉市産業振興財団までお問い合わせください。 

電話番号：043-201-9504  E-mail：sangyosozo@chibashi-sangyo.or.jp 

創業予定※：   年 月 法人設立予定※： 年     月 

※学校名・グループ名、創業予定、法人設立予定は該当者のみ記載してください。 

 

２２  ビビジジネネススアアイイデデアアににつついいてて 

((11))  ビビジジネネススアアイイデデアア名名（概ね 40 字）  

高校生が納得いく進路選択を！教えて人生の先輩！ 

高校生×社会人・大学生の繋がりの創出 

 

((22))  ビビジジネネススアアイイデデアアのの内内容容  

＊実現しようとする製品、サービス等の内容 
「誰に対して」、「どのようなサービス・製品を」、「どのように」提供するのかを明確に記載してくださ

い。 

高校生と社会人/大学生のマッチングプラットフォームを作り、高校生へ幅広い価値観

と数多くの進路選択肢を知ってもらうアイディアである。 

高校生のメリットとしては、キャリアの選択肢の幅を広げられる点。高校の先輩のみ

ならず視座の高い社会人のお話を聞ける点。高校生同士の横の繋がりを構築できる点

が挙げられる。社会人のメリットとしては、若い世代との交流や母校への社会貢献、

金銭的享受、社会人同士の交流の場などがある。 

流れとしては、 

１．高校生が話したい人を選択して OK が出たらマッチングする。 

２．そこでなぜそのキャリアを選んだのか、幅広い職業選択肢、キャリア、価値観を

知る 
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３．トークする中で自らの選択肢を知る 

４．新たに目指す大学に向けた進路実現や、新たに知ったキャリア/職業から逆算した

進路選択を行う 

（高校生同士のマッチングも検討予定） 

（社会人同士のマッチング、そして高校生だった利用者が今度は社会人として関わる

など、卒業後のコミュニティも検討。社会人同士の会社横断的なつながりを作る。） 

マネタイズは、スポンサーや利用料、広告費など。 

 

＊アピールポイント、他との違い 
用いた新たな手法や技術、斬新な考えなどを踏まえながら記載してください。 

 

一番大きな違いとしては、高校生のうちから社会人の視座の高い話を聞けることで、

将来を考える機会を提供する部分である。大学やキャリアの選択肢を増やすことを期

待している。 

特に地方の高校では、話せるような先輩の数が限られていることから進路選択肢の少

なさがゆえの進路の同質化が起こっており、この意味での地方格差を是正できると考

えている。また、大学の存在意義も見つめ直し、大学を学びの場として位置づけるこ

とも目的としている。 

 

・Senpaitalk.com：社会人を学校に呼んで講演会を開くシステム。高価格。 

・ジョブドラフト Career：高校生の就職を支援するジョブドラフトの運営。高卒生の

就職活動にフォーカス。 

・ビズリーチ・キャンパス：出身大学の卒業生と繋がれる OB 訪問アプリ。スカウト

を受け取れる。 

・Matcher（マッチャー）：就活生に特化した OB 訪問サービス。 

・社長メシ：ベンチャー企業の社長を中心に食事を楽しみながらお話しする。 

 

＊「ビジネス」として成立する理由 
本事業が利益の見込める「ビジネス」である点について記載してください。 

 

高校生のサービス利用料が占める割合が大きい。高校生・学生という特徴から、その

ターゲットにフォーカスした企業の広告費を得ることができると考えている。 

また、スポンサー企業も積極的に連携していきたい。学生の視点が欲しい課題に対し

てともに議論したり、若者へのマーケティングをしたりなど、学生ならではの価値を

企業に提供できると考えている。 

 

塾に通っていない、希望する進路に進んでいる先輩がいないという課題意識を持って

いる学生は多いと考えているため、潜在的な二—ズは大きいと考えている。 
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((33))  ここのの事事業業がが必必要要ととさされれるる社社会会的的背背景景 

この事業を取り巻く環境（社会、経済、顧客ニーズ等）やこの事業で解決される社会的課題又は地域課題

をどのように捉え、どのように対応していくのか」という観点から記載してください。 

私自身が大学進学を機に上京し、地域格差に気づいたからだ。高校時代から課外活動や留学

など経験を多く積んできた人と比べ、田舎出身であることに劣等感を抱いていた私は大学入

学当初、活動の幅を広げる彼らを見て「様々なことに取り組んでいる」と尊敬した。「大学に

合格すること」が最大のゴールであった私は、大学に入って何をしたいのかが決定的に欠け

ており、大学生活で達成したいことを模索する日々が続いた。 

また、私自身が大学を選んだ決め手の一つとして、同じ塾の先輩に一橋大学に合格した人が

いたことがある。その人の進路決断の背景やその人が語る一橋大学の魅力を聞く中で、いつ

しか僕はその人がロールモデルとなり、憧れるようになった。それ以来、納得した進学をし

てほしいと思うようになった。 

課題感を感じている部分の具体的には 

・偏差値以外に大学を判断する情報の少なさ 

・学校や塾の先生の面談のみで、その道を進んだ前例となる先輩の生の声を聴かずまま進路

選択をする 

・進路選択時にキャリアを描いている 

 

データとしてもこのことは証明されている。Benesse の学習実体基礎調査では、「あなたに

は、「あの人のような生き方をしたい」と思える人はいますか。」という問いに対して 83％

が「いない」と回答している。学生には自分の内面と向き合い将来のイメージを得るための

情報が不足したまま進路選択をしているのは危ないと考えている。 

 

((44))  課課題題解解決決後後のの未未来来展展望望  

課題の解決によってもたらされる、将来の千葉市の姿について記載してください。  

偏差値や立地によらない進路・キャリア選択を促進できると考えている。 

大学に合格することがゴールとなってしまっている高校生が多いので、大学入学後に目的を

失って「学ぶ意味」「キャリアからの逆算」を明確に持っている高校生を増やしていきたい。 
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((５５))  千千葉葉市市内内でで事事業業をを行行うう目目的的  

 

千葉県は大学生が多いということが特徴である。大学も国立大学から私立大学、総合大学か

ら専門大学まで多種多様な学生がそろっているので、マッチング相手の大学生を集めるのに

優位であると感じている。 
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３３  応応募募者者ののププロロフフィィーールル  

 

2003 年新潟県長岡市生まれ。 

幼少期よりピアノをしており、複数コンクールでの入賞 

大学入学後、複数のビジネスコンテストでの出場や講演会の企画、長期インターンの活動に

従事。 

 

４４  今今回回のの応応募募動動機機（（ああててははままるるももののにに○○ををつつけけててくくだだささいい。。））  

(1) 資金調達  (2) 販路拡大・事業提携先獲得 

(3) その他（具体的に ビジネスを考えることが好きだから。  ） 

 

55  今今回回のの応応募募ににつついいててどどちちららででおお知知りりににななりりままししたたかか。。  

(1) 市政だより、市役所ホームページ   (2)財団ホームページ  

(3) 支援機関等ホームページ   (4) ポポススタターー、、チチララシシ   (5) Facebook 

(6) 新聞、インターネット等のメディア（名称                ） 

(7) その他（具体的に                           ） 
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要

と
ス
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ー
ク
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ダ
ー
が

享
受

す
る
恩

恵

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

メ
リ
ッ
ト

高
校
生

•
キ
ャ
リ
ア
の
選
択
肢
の
幅
を
広
げ
ら
れ
る
点
。

•
高
校
の
先
輩
の
み
な
ら
ず
視
座
の
高
い
社
会
人
の
お
話

を
聞
け
る
点
。

•
高
校
生
同
士
の
繋
が
り
を
作
れ
る
点
。

•
高
校
の
O
B
O
G
と
の
繋
が
り
を
構
築
で
き
る
点
。

•
進
路
の
判
断
基
準
に
お
い
て
学
力
以
外
の
要
素
を
取
り
込
め
る
点
。

大
学
生
・
社
会
人

•
若
い
世
代
と
の
交
流
や
母
校
へ
の
貢
献

•
金
銭
的
享
受

•
経
験
を
還
元
す
る
と
い
う
社
会
貢
献

各各
スス
テテ
ーー
クク
ホホ
ルル

ダダ
ーー
のの

メメ
リリ
ッッ
トト

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
簡

単
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要

概概
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イ
ン
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ー
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ッ
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進
路
選
択
に
迷
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い
る
高
校
生


サ
マ
リ
ー


高
校
生
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社
会
人
/
大
学
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1
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ッ
チ
ン
グ
プ
ラ
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ト
フ
ォ
ー
ム


就
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
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広
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。
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B
O
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、
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B
O
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な
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。
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校
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×
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会
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大
学
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大
学
進
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。
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ッ
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グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
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【【ビビジジネネススアアイイデデアア部部門門】】  
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第第２２２２回回『『ベベンンチチャャーー・・カカッッププＣＣＨＨＩＩＢＢＡＡ』』【【ビビジジネネススアアイイデデアア部部門門】】  

応応募募申申込込書書  

 

応募要領を遵守し、以下のとおり、申し込みいたします。 

 

１１  応応募募者者概概要要 記載日 ２０２３年８月２８日 

(フリガナ) ジョウサイコクサイダイガク (フリガナ)       ソウ ホウ 

学校名・ 

グ ル ー プ

名※ 

城西国際大学大学院 
応募者氏名 

※グループの場合は代表

者役職・氏名 

 

     曹 放 ㊞ 

応募者区分：（いずれかに○） 

個人 ・ グループ 
応募者年齢： 29 歳 

連絡先：個人のため非公表 

連絡を取りたい場合は、(公財)千葉市産業振興財団までお問い合わせください。 

電話番号：043-201-9504  E-mail：sangyosozo@chibashi-sangyo.or.jp 

創業予定※：   2024 年 10 月 法人設立予定※： 2024 年 10 月 

※学校名・グループ名、創業予定、法人設立予定は該当者のみ記載してください。 

 

２２  ビビジジネネススアアイイデデアアににつついいてて 

((11))  ビビジジネネススアアイイデデアア名名（概ね 40 字）  

スマート農業データベースの構築及びプラットフォームによる新サービス創出 

 

((22))  ビビジジネネススアアイイデデアアのの内内容容  

＊実現しようとする製品、サービス等の内容 
「誰に対して」、「どのようなサービス・製品を」、「どのように」提供するのかを明確に記載してください。 

農業病虫害監視システムは、IoT（モノのインターネット）技術に基づくソリューション

であり、農業者が作物の栽培プロセス中の環境状況を監視するのに役立つことを目的として

いる。主に病害虫、土壌の品質、灌漑状況などの重要な要素が含まれ、農業生産に知識のあ

る意思決定を支援する。 

このシステムは、センサー、データ収集機器、クラウドプラットフォームなどのテクノロ

ジーを使用して、リアルタイムの監視、データ収集と分析を実現し、正確な環境情報と警告

を提供し、農家が害虫や病気の予防と管理、作物の改善のためのタイムリーな措置を講じる

ことを支援する。このプロジェクトは、IoT 技術を基盤として、新技術とスマートインフラ

の最適化された統合、データイノベーションの統合を通じて、農業全体のスマートなイノベ

ーションを可能にし、スマート農業のエコシステムを構築する。 

ソリューションの主な特徴と機能は次のとおりである。 
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センサーネットワーク：農地または温室にセンサーノードを配置し、温度、湿度、光照度な

どの環境要因や土壌状態、気象データなどを監視する。センサーネットワークは多様なデー

タをリアルタイムで収集し、これをクラウドプラットフォームに送信して処理および保管を

行う。 

データ収集と保存：IoT 技術を用いてセンサーデータをクラウドプラットフォームに収集

し、データの集中的な管理と保管を実現する。クラウドプラットフォームを通じて、農家は

いつでもデータにアクセスし、作物の成長状況や病害虫のリスクについて把握することが可

能である。 

データ分析と警告：クラウドプラットフォームは強力なデータ分析能力を備えており、収集

したデータを処理および分析し、病害虫の特徴や傾向を識別する。これらの分析結果に基づ

いて、システムはリアルタイムの病害虫警告情報を生成し、農家に適切な防除措置を講じる

よう促す。 

モバイルアプリケーション：通常、この解決方案にはモバイルアプリケーションが搭載され

ており、農家はスマートフォンやタブレットを通じていつでも病害虫のデータを閲覧し、警

告通知を受け取り、適切な防除の提案を受けることが可能である。モバイルアプリケーショ

ンは使いやすい操作インターフェースを提供し、農家が監視システムと効果的に対話し、管

理するのを容易にする。 

 

＊アピールポイント、他との違い 
用いた新たな手法や技術、斬新な考えなどを踏まえながら記載してください。 

1、IoT の総合的な統合：プロジェクトは単なる監視システムではなく、センサーからクラ

ウドプラットフォーム、モバイルアプリケーションに至るまでの包括的な IoT ソリューショ

ンを農家に提供する。 

2、リアルタイムの警告システム：強力なクラウドプラットフォームのデータ分析能力を活

用して、リアルタイムの病害虫の警告情報を生成することができる。 

3、モバイルアプリの利便性：千葉県の農家はいつでもどこでもスマートフォンやタブレッ

トでデータを確認し、警告通知を受け取り、対策の提案を受け取ることができる。 

4、自動化農事操作：IoT と自動化機器（例：スマート灌漑システム、ロボット）を組み合

わせて、自動的な農事操作を実現する。 

5、人工知能の応用：機械学習や画像認識などの AI 技術を導入して、病害虫の種類や程度を

自動的に識別する。 

6、地域別の分析と比較：千葉県地域の違いに基づいて、異なる農地の環境特性やリスク評

価を提供する。 

7、農民のコミュニティインタラクション：千葉県オンラインの農民コミュニティプラット

フォームを作成し、農民が栽培経験や病害虫防治方法を共有できるようにする。 

8、市場の需要予測：千葉県環境監視に基づいて、市場の需要データとトレンドを組み合わ

せ、農民に適切な作物や品種の栽培に関するアドバイスを提供する。 

9、より広範なデータ収集：他と比較して、プロジェクトは病害虫だけでなく、土壌の質や

灌漑の状況など、多くのキー要素にも焦点を当てている。 
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10、モバイルアプリのインタラクティブ性：提供されるモバイルアプリは、データの表示だ

けでなく、農家が監視システムと対話や管理を行うためのインターフェースも提供してい

る。 

 

＊「ビジネス」として成立する理由 
本事業が利益の見込める「ビジネス」である点について記載してください。 

1.農業の重要性と需要: 農業は食料供給の基盤であり、世界中で重要な産業である。作物や植

物を病害虫から守るための効果的な監視システムへの需要は非常に高い。農業生産の最適化

と収量の向上が求められており、病害虫の早期発見と予防はこれを達成するための重要な要

素である。 

2.作物保護の重要性: 病害虫や病気による作物の損害は、農家にとって経済的な損失につなが

るだけでなく、食糧供給にも影響を及ぼす。農業病虫害監視システムは、農産物保護を強化し、

収穫量の維持と向上をサポートする手段として価値がある。 

3. 早期警告と効果的な対策: 農業病虫害監視システムは、病害虫や病気の発生を早期に検出

するための有用なツールである。早期警告は被害を最小限に抑える上で重要であり、農業従事

者が適切な対策を講じるための時間を提供する。 

4. 技術の進化とデータ利活用: 最近の技術の進化により、リモートセンシング、センサー技

術、人工知能などを活用した高度な監視システムが可能となっている。これにより、広範な農

地を効率的に監視し、データを収集して分析することができる。収集されたデータを活用し

て、農業従事者に適切なアドバイスや予測を提供することで、作物保護の効果を最大化でき

る。 

5. サブスクリプションモデルやコンサルティング: 農業病虫害監視システムのビジネスモデ

ルは、定期的なサブスクリプション料金やコンサルティングサービスに基づくものが多い。農

家は定期的な監視とアドバイスを求める傾向があり、これにより収益を安定させることがで

きる。 

6. 持続可能な農業の推進: 環境への配慮が高まる中で、農業病虫害監視システムは化学的な

薬剤使用を削減するための手段としても位置付けられている。環境に優しいアプローチを提

供することで、持続可能な農業の推進に貢献する。 

これらの理由により、農業病虫害監視システムは需要が高まり、農業従事者の助けとなる価値

るビジネスとして成立している。 
 

((33))  ここのの事事業業がが必必要要ととさされれるる社社会会的的背背景景 

この事業を取り巻く環境（社会、経済、顧客ニーズ等）やこの事業で解決される社会的課題又は地域課題

をどのように捉え、どのように対応していくのか」という観点から記載してください。 

千葉県は温暖な気候と首都圏に位置するという立地条件、さらに農林水産業者の高い技術と

意欲に支えられ、「農業産出額全国第 6 位、海面陸揚金額全国第 6 位」と全国屈指の農林水

産県として、県内だけでなく全国の消費者に、新鮮でおいしい農林水産物をお届けしてい

る。 

「千葉県スマート農業推進方針」の令和４年度評価指標に関する調査結果について、令和５

年３月末時点の「千葉県スマート農業推進方針」の評価指標に関する調査の結果、 
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スマート農業に取り組んでいる認定農業者等の割合は４６％で前年比６ポイントの増加、 

効率的かつ効果的な農業経営を行うためのデータ活用状況は８４％で前年比３ポイントの増

加となる。 

環境の観点から： 

農業病虫害監視事業は、環境保護の観点からも重要と考える。過剰な農薬使用や病害虫の広

がりは生態系に悪影響を及ぼし、生物多様性の喪失や土壌汚染などを引き起こす可能性があ

る。事業のアプローチとしては、環境に配慮した防除方法の普及や有機農業の促進を通じ

て、持続可能な農業と環境保護のバランスを取ることが求められる。 

経済の観点から： 

農業は地域経済に密接に関わっており、病害虫の被害は農家の収入や地域経済に大きな影響

を及ぼす可能性がある。農業病虫害監視事業は、経済的な損失を最小限に抑えるために重要

である。早期の病害虫検出と適切な対策を通じて、生産性を維持し、農業経済の安定性を確

保する。 

顧客ニーズの観点から： 

消費者は安全で高品質な農産物を求めている。農業病虫害監視事業は、農産物の品質と安全

性を向上させるために重要である。農産物が病害虫によって影響を受けると、消費者の信頼

を損なう可能性がある。事業のアプローチとしては、安全で健康的な農産物の供給を重視

し、適切な管理プロトコルを確立することが求められる。 

社会的課題や地域課題の解決へのアプローチ： 

早期警告システムの構築: センシング技術やデータ分析を活用して、病害虫の早期兆候を検

出し、農家に警告するシステムを構築する。これにより、被害を最小限に抑えることができ

る。 

持続可能な農業の推進: 環境への配慮を重視した農業方法を普及させ、農薬の過剰使用を防

ぎながら生産性を向上させる。 

情報の普及と教育: 農家や関係者への情報提供やトレーニングを通じて、適切な病害虫管理

の知識を普及させる。 

データ駆動の意思決定: 収集されたデータを活用して、効果的な対策やリスク評価を行うた

めの意思決定支援を提供する。 

地域コラボレーションの促進: 農業関係者、研究機関、政府などの協力を得て、病害虫管理

のための総合的なアプローチを推進する。 

総合的に、農業病虫害監視事業は、食料供給の安定性、経済の健全性、環境保護、消費者の

信頼性など、多様な側面での課題に対応するための総合的な取り組みとして位置付けられ

る。 
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((44))  課課題題解解決決後後のの未未来来展展望望  

課題の解決によってもたらされる、将来の千葉市の姿について記載してください。  

1、持続可能な農業：プロジェクトの導入により、千葉市の農業はより持続可能で効率的に

なる。IoT 技術と人工知能の組み合わせにより、農作物の病害虫や環境問題をリアルタイム

で監視・対応することが可能となり、農作物の生産性と品質が向上する。 

2、農業のデジタル変革：千葉市の農業はデジタル技術を活用して変革され、農家は最新の

技術を利用して作物の管理と生産を行う。これにより、農業の効率と収益性が大幅に向上す

る。 

3、コミュニティの強化：オンラインの農民コミュニティプラットフォームの導入により、

千葉市の農家は知識と経験を共有し、協力して問題を解決することができる。これにより、

地域社会の絆が強化され、持続可能な農業の推進が促進される。 

4、生態系の保護：生態学的原理を取り入れた農業管理により、千葉市の自然環境と生態系

が保護される。化学農薬の使用が減少し、自然との調和を保ちながら農業を行うことが可能

となる。 

5、経済的な発展：先進的な農業技術の導入により、千葉市の農業産業は経済的にも発展す

る。高品質な農産物の生産と販売により、市の収益が増加し、地域の経済が活性化する。 

6、市民の生活の質の向上：最新の技術を活用した農業管理により、市民はより安全で高品

質な農産物を享受することができる。また、環境保護の取り組みにより、より健康で持続可

能な生活を送ることができる。 

 

 

((５５))  千千葉葉市市内内でで事事業業をを行行うう目目的的  

千葉県は気候や土壌条件が多様で、作物の栽培に求められる条件も異なる。このシステム

は、センサー、データ収集装置、クラウドプラットフォームなどのテクノロジーを利用し

て、リアルタイムの監視、データ収集、分析を通じて、正確な環境情報を提供し、適切なタ

イミングで農家に警告を発し、適切な防除策を取ることができるよう支援し、作物の収量と

品質を向上させる。このプロジェクトは IoT 技術を基盤としており、新技術とスマートイン

フラの最適化された統合、データイノベーションの融合により、農業全体のスマートなイノ

ベーションを促進し、スマートな農業エコシステムを構築することを目指している。したが

って、プロジェクトの目的は、近代的な技術手段を導入して、農業生産プロセスの効率、持

続可能性、スマートレベルを向上させ、農民により多くのサポートと機会を提供し、同時に

農業分野のイノベーションと発展を推進することである。 
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３３  応応募募者者ののププロロフフィィーールル  

当該ビジネスアイデアは城西国際大学大学院在学中の博士課程５名（曹放、乌达木、卢

倩、冯晓旭、崔悦童）が十分な検討をした上でまとめたものである。曹放はグループ代表者

である。 

曹放，男，２９歳，２０２２年３月 城西大学 経営学研究科ビジネスイノベーション専

攻卒業，現 城西国際大学大学院経営情報学研究科起業マネジメント専攻博士課程 2 年生。 

 

４４  今今回回のの応応募募動動機機（（ああててははままるるももののにに○○ををつつけけててくくだだささいい。。））  

(1) 資金調達  (2) 販路拡大・事業提携先獲得 

(3) その他（具体的に ） 

 

55  今今回回のの応応募募ににつついいててどどちちららででおお知知りりににななりりままししたたかか。。  

(1) 市政だより、市役所ホームページ   (2)財団ホームページ  

(3) 支援機関等ホームページ   (4) ポスター、チラシ   (5) Facebook 

(6) 新聞、インターネット等のメディア（名称                ） 

(7) その他（具体的に                           ） 
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るる

。。

城
⻄
国
際
⼤
学
⼤
学
院

経
営
情
報
学
研
究
科

曹
放

（
ソ
ウ
ホ
ウ
）

スス
ママ
ーー
トト
農農

業業
デデ
ーー
タタ
ベベ
ーー
スス
のの

構構
築築

及及
びび
ププ
ララ
ッッ
トト
フフ
ォォ
ーー
ムム
にに
よよ
るる
新新

ササ
ーー
ビビ
スス
創創

出出

第第
22
22
回回

『『
ベベ

ンン
チチ

ャャ
ーー

・・
カカ

ッッ
ププ

CC
HH
II
BB
AA
』』
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空空
中中

・・
地地

上上
・・
地地

下下
一一

体体
化化

監監
視視

視視
覚覚

イイ
ンン

テテ
リリ

ジジ
ェェ

ンン
トト

認認
識識

人人
工工

知知
能能

ビビ
ジジ

ョョ
ンン

分分
析析

技技
術術

とと
衛衛

星星
リリ

モモ
ーー

トト
セセ

ンン
シシ

ンン
ググ

、、
低低

高高
度度

リリ
モモ

ーー
トト

セセ
ンン

シシ
ンン

ググ
、、

ハハ
イイ

ビビ
ジジ

ョョ
ンン

ビビ
デデ

オオ
なな

どど
のの

多多
くく

のの
技技

術術
手手

段段
をを

組組
みみ

合合
わわ

せせ
、、

地地
域域

のの
制制

約約
をを

打打
破破

しし
、、

「「
空空

天天
地地

」」
にに

基基
づづ

くく
包包

括括
的的

なな
知知

能能
セセ

ンン
シシ

ンン
ググ

能能
力力

をを
構構

築築
すす

るる
。。

遠遠
隔隔

セセ
ンン

シシ
ンン

ググ
衛衛

星星

ドド
ロロ

ーー
ンン

高高
解解

像像
度度

カカ
メメ

ララ

畑畑
のの

識識
別別

作作
物物

成成
長長

状状
態態

のの
識識

別別

栽栽
培培

構構
造造

識識
別別

土
壌

水
分

お
よ

び
干

ば
つ

監
視

病病
害害

害害
虫虫

のの
識識

別別
特特

性性
監監

視視
草草

地地
状状

况况
监监

测测

作作
物物
収収
量量
のの
推推
定定

苗苗
のの

状状
態態

監監
視視

空空
中中

・・
地地

上上
・・
地地

下下
一一

体体
化化

監監
視視

イイ
メメ
ーー
ジジ
図図

I
o
T
 
監
測
感
測
裝
置

作作
物物
特特
性性
おお
よよ
びび
病病
害害
収収
集集
装装
置置

有有
害害

気気
体体

監監
視視

有有
害害

気気
体体

監監
視視

無無
人人

作作
物物

保保
護護

機機
遠遠

隔隔
セセ

ンン
シシ

ンン
ググ

無無
人人

機機

スス
ママ

ーー
トト

カカ
メメ

ララ

遠遠
隔隔
セセ
ンン
シシ

ンン
ググ
衛衛
星星

土
壌
、
大
気
、
水
質
な
ど
の

デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

包
括
的
に
監
視
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
環
境
や
作
物
に
応
じ
て

監
視
パ
る
。
ラ
メ
ー
タ
を
柔

軟
に
設
定
で
き
る
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
土
壌
水

分
と
組
み
合
わ
せ
て
、
給

水
ポ
ン
プ
や
電
磁
弁
な
ど

の
灌
漑
設
備
の
停
止
を
自

動
す
る
。
制
御
し
、
正
確

な
灌
漑
を
実
現

20
種
類
以
上
の
セ
ン
サ

ー
※
ユ
ー
ザ
ー
が
自
由

に
組
み
合
わ
せ
可
能

気
象
要
素
は
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
柔
軟
に
構
成
で
き
、

気
象
環
境
デ
ー
タ
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
監
視
で
き
る
。

畑
の
害
虫
を
捕
ら
え

て
殺
し
、
害
虫
の
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
な

分
析
を
実
⾏
し
、
害

虫
の
傾
向
を
独
⽴
し

て
判
断
で
き
る
。

環
境
に
応
じ
た
リ
ア

ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ
を

収
集
し
、
温
室
環
境

を
最
適
な
状
態
に
自

動
調
整
。

土
壌

お
よ

び
苗

情
報

監
視

耕耕
地地
資資
源源

農農
田田

水水
利利

デデ
ーー

タタ

遠遠
隔隔

セセ
ンン

シシ
ンン

ググ
ビビ

ッッ
ググ

デデ
ーー

タタ
（（

農農
業業

資資
源源

モモ
ニニ

タタ
リリ

ンン
ググ

））

農農
業業
台台
帳帳

栽
培

構
造

監
視

作
物

成
長

監
視

収
穫

量
の

評
価

自
然

災
害

監
視

病
害

と
害

虫
の

監
視

と
警

告

農
業

G
D
P

農
業

デ
ー

タ

農
業

保
険

農農
業業

ビビ
ッッ

ググ
デデ

ーー
タタ

のの
分分

析析
とと

意意
思思

決決
定定

経経
済済
デデ
ーー
タタ

農農
業業

経経
営営

主主
体体

デデ
ーー

タタ

栽栽
培培
構構
造造

デデ
ーー
タタ

セセ
ンン

ササ
ーー

ココ
ンン

トト
ロロ

ーー
ララ

ーー
ゲゲ

ーー
トト

ウウ
ェェ

イイ
カカ

メメ
ララ

天天
気気

土土
壌壌

装装
置置

農農
作作

物物

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

イ
メ
ー
ジ
図

アア
ピピ
ーー
ルル

ポポ
イイ
ンン
トト

他他
社社

とと
のの

差差
別別

11
、、

II
oo
TT
のの

総総
合合

的的
なな

統統
合合

22
、、

リリ
アア

ルル
タタ

イイ
ムム

のの
警警

告告
シシ

スス
テテ

ムム

33
、、

モモ
ババ

イイ
ルル

アア
ププ

リリ
のの

利利
便便

性性

44
、、

自自
動動

化化
農農

事事
操操

作作

55
、、

人人
工工

知知
能能

のの
応応

用用

66
、、

地地
域域

別別
のの

分分
析析

とと
比比

較較

77
、、

農農
民民

のの
ココ

ミミ
ュュ

ニニ
テテ

ィィ
イイ

ンン
タタ

ララ
クク

シシ
ョョ

ンン

88
、、

市市
場場

のの
需需

要要
予予

測測

99
、、

よよ
りり

広広
範範

なな
デデ

ーー
タタ

収収
集集

11
00
、、

モモ
ババ

イイ
ルル

アア
ププ

リリ
のの

イイ
ンン

タタ
ララ

クク
テテ

ィィ
ブブ

性性
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農
業
生
産
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
-
空
天
地
一
体
化
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

AI
に
よ
る
認
識
技
術
を
用
い
、
害
虫
や
病
害
の
種
類
と
重
症
度
を

監
視
す
る
。
ま
た
、
レ
ー
ザ
ー
検
出
装
置
を
配
置
し
て
野
外
の
病

害
孢
⼦
を
監
視
、
高
精
度
な
病
害
孢
⼦
濃
度
診
断
を
実
現
、
病
害

の
発
生
を
事
前
に
予
測
、
警
告
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

地
上
-病
害
・
害
虫
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

地
上
-水
肥
一
体
化
水
田
へ
の
水
の
供
給

作
物
の
成
⻑
プ
ロ
セ
ス
を
水
の
供
給
戦
略
の
調
整
コ
ア
と
し
て
、
デ
ィ
ー

プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
基
づ
く
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
小
⻨
の
ス
マ
ー
ト
な
節
水
水

田
へ
の
水
の
供
給
モ
デ
ル
を
構
築
。
同
時
に
土
壌
テ
ス
ト
に
基
づ
い
て
、

水
の
供
給
時
に
水
肥
一
体
装
置
を
自
動
制
御
し
、
主
に
沼
液
を
使
用
し
、

窒
素
、
リ
ン
、
カ
リ
肥
料
の
補
充
を
⾏
う
水
肥
一
体
ス
マ
ー
ト
水
田
へ
の

水
の
供
給
を
実
現
。
ス
マ
ー
ト
水
田
へ
の
水
の
供
給
の
も
う
一
つ
の
重
要

な
側
⾯
は
排
水
で
あ
り
、
短
期
お
よ
び
中
期
の
気
象
予
報
に
基
づ
い
て
排

水
を
予
測
し
、
排
水
ゲ
ー
ト
や
強
制
排
水
ポ
ン
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
転

を
自
動
制
御
し
、
洪
水
被
害
が
農
業
に
与
え
る
損
害
を
防
ぎ
ま
た
は
軽
減

す
る
。

引
水

沟

基
站

主
控

机
柜

监
控

灌
溉

泵
站

防 渗 农 渠

水
位

控
制

器

农
渠

退
水

涵

干
渠

进
水

控
制

系
统

田
间

进
水

控
制

排 沟

排
沟

退
水

控
制

防
渗

干
渠
（

支
渠

）

智
能

控
制

盒

防
渗

干
渠

（
支

渠
）

进
水
涵

農
業
生
産
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
-
空
天
地
一
体
化
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

(1
)
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
の
気
象
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス
し
、
過
去

の
気
象
デ
ー
タ
、
過
去
の
気
象
デ
ー
タ
、
栽
培
構
造
デ
ー
タ
、
収

穫
量
デ
ー
タ
、
生
育
プ
ロ
セ
ス
の
記
録
な
ど
、
過
去
の
デ
ー
タ
を

収
集
、
気
象
と
農
業
生
産
の
関
連
デ
ー
タ
リ
ソ
ー
ス
を
形
成
、
生

産
管
理
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
気
象
災
害
の
警
告
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
。
(2
)
地
元
の
気
象
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
配
置
し
、
セ
ン
サ
ー

を
使
用
し
て
作
物
の
成
⻑
周
辺
の
環
境
情
報
を
収
集
す
る
。

地
上

-
気
象
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

地
上

-
作
物
の
特
性
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
お
よ
び
雑
草

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

田
畑
に
は
、
双
眼
可
視
光
画
像
お
よ
び
多
波
⻑
画
像
収
集
デ
バ
イ
ス
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
以
下
の
よ
う
な
機
能
を
実
現
し
て
い
る
︓

1、
大
田
原
位
で
の
非
破
壊
で
連
続
的
な
作
物
の
特
性
の
識
別
と
パ
ラ

メ
ー
タ
ー
の
量
⼦
化
。
た
と
え
ば
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
場
合
、
葉
の
寿
命
、

抜
け
雄
、
絹
な
ど
の
成
⻑
特
性
を
認
識
し
た
後
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
節
季
、

小
さ
な
サ
イ
レ
ー
ジ
の
時
期
、
大
き
な
サ
イ
レ
ー
ジ
の
時
期
な
ど
を
ス

マ
ー
ト
に
診
断
し
ま
す
。
小
⻨
の
場
合
、
株
の
高
さ
、
葉
の
数
、
生
育
時

期
、
葉
⾯
積
指
数
な
ど
の
特
性
情
報
を
ス
マ
ー
ト
に
診
断
す
る
。

2、
田
畑
の
雑
草
の
変
化
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
農
家
に
合
理
的
な
農
法

技
術
の
提
案
を
⾏
う
。

農
業
生
産
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
-
空
中
・
地
下
一
体
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

(1
)
セ
ン
サ
ー
お
よ
び
Io
Tス

マ
ー
ト
端
末
を
展
開

し
、
土
壌
の
物
理
化
学
パ
ラ
メ
ー
タ
を
迅
速
に
検

査
す
る
た
め
の
実
現
:
土
壌
湿
度
、
塩
分
濃
度
、

導
電
率
、
pH
値
、
凍
土
深
度
、
積
雪
深
さ
な
ど
;

(2
)
近
距
離
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
に
よ
り
、
土

壌
栄
養
分
の
ス
マ
ー
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
現
す

る
。

地
下

-
土
壌
湿
度
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

有
害
ガ
ス
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
装
置
を
展
開
し
、
二
酸
化

炭
素
、
メ
タ
ン
、
硫
化
水
素
、
一
酸
化
窒
素
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
実
現
。
こ
れ
に
よ
り
、
沼
液
お
よ
び
沼

渣
が
土
壌
環
境
に
与
え
る
改
善
を
観
察
し
、
農
業
施

策
の
改
善
を
補
助
し
、
畑
の
管
理
水
準
を
向
上
さ
せ
、

排
出
削
減
お
よ
び
炭
固
定
栽
培
モ
デ
ル
の
構
築
、
適

用
、
普
及
を
探
求
す
る
。

地
下

-
有
害
ガ
ス
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

農農
業業

デデ
ジジ
タタ
ルル

ププ
ララ
ッッ
トト
フフ
ォォ
ーー
ムム
：：
農農

業業
IIoo
TT
セセ
ンン
シシ
ンン
ググ
ププ
ララ
ッッ
トト
フフ
ォォ
ーー
ムム

II
oo
TT
  
デデ

ーー
タタ

のの
保保

存存
Io

T 
デ

ー
タ

解
析

Io
T 

デ
ー

タ
分

析
Io

T 
デ

ー
タ

プ
ロ

ト
コ

ル
解

析

Io
T 

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

Io
T 

デ
ー

タ
モ

デ
ル

デ
ー

タ
ス

ト
レ

ー
ジ

ビビ
デデ

オオ
ビビ

ッッ
ググ
デデ
ーー
タタ

デ
ー

タ
分

析
デ

ー
タ

警
告

N
B-
Io
T

In
te
rn
et
/4

G
/5
G

Io
T 

デ
ー

タ
収

集
ア

ク
セ

ス
ビ

デ
オ

デ
ー

タ
ア

ク
セ

ス

農農
業業
用用
ドド
ロロ
ーー
ンン

農農
業業
用用
無無
人人
車車

農農
業業
機機
械械
のの
自自
動動
運運
転転
装装
置置

リリ
モモ
ーー
トト
セセ
ンン
シシ
ンン
ググ
ドド
ロロ
ーー
ンン

スス
ママ
ーー
トト
カカ
メメ
ララ

農 業IOT セ ン サ ー ス マ ー ト 機 器

公公
共共

デデ
ババ

イイ
スス

のの
接接

続続
数数

がが
11
00
億億

以以
上上

11
日日

にに
55
00
00
億億

のの
デデ

ーー
タタ

ポポ
イイ

ンン
トト

がが
書書

きき
込込

まま
れれ

るる
パパ

ブブ
リリ

ッッ
クク

おお
よよ

びび
ププ

ララ
イイ

ベベ
ーー

トト
統統

合合

農農
眼眼

スス
ママ

ーー
トト

監監
視視

基基
地地

局
農

眼
の

パ
ノ

ラ
マ

:
7
2
0

度
の

パ
ノ

ラ
マ

の
画

像
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
L
o
R
a
の

技
術

、
遠

隔
施

設
と

連
動

害害
虫虫

警警
報報

ネ
ッ

ト
を

引
く

た
め

に
電

気
を

引
く

必
要

が
な

く
、

設
置

が
簡

単
で

、
害

虫
駆

除
が

可
能

農
目

の
パ

ノ
ラ

マ
:

7
2
0
度

パ
ノ

ラ
マ

画
像

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
L
o
R
a伝

送
技

術
、

遠
隔

設
備
連

携
、

3
0
0
m

を
カ

バ
ー

可
能

イイ
ンン
テテ

リリ
ジジ
ェェ

ンン
トト

ココ
ンン

トト
ロロ
ーー

ルル
ババ
ルル

ブブ
::

I
o
T
デ

ー
タ

収
集

:
土

壌
+
作

物
+天

候
+画

像
水

と
肥

料
の

散
布

を
イ

ン
テ

リ
ジ

ェ
ン

ト
に

制
御

CC
OO
22
セセ

ンン
ササ

ーー
：：

二
酸

化
炭

素
濃

度
監

視
土土

壌壌
EE
CC
セセ

ンン
ササ

ーー
：：

土
壌

E
C
値

、
微

量
元

素

土土
壌壌
水水

分分
セセ

ンン
ササ

ーー
::

土
壌

の
温

度
と

湿
度

PP
MM
値値

セセ
ンン

ササ
ーー

：：
P
M
1
.0

 
PM

2
.5

 
PM

10
監

視
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ビビ
ジジ
ネネ
スス
モモ
デデ
ルル

キキ
ャャ
ンン
ババ

スス

顧
客

セ
グ

メ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン

エ
ン

ド
ユ

ー
ザ

ー
：

農
民

農
業

機
関

農
業

協
同

組
合

農
業

技
術

サ
プ

ラ
イ

ヤ
ー

製
品

革
新

力
の

サ
ー

ビ
ス

バ
リ

ュ
ー

プ
ロ

ポ
ジ

シ
ョ

ン

•
リ

ア
ル

タ
イ

ム
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
•

省
エ

ネ
環

境
保

護
•

農
業

経
営

能
力

の
向

上
•

ス
マ

ー
ト

農
業

の
発

展
促

進

主
要

業
務

害
虫

・
病

害
監

視
個

別
お

よ
び

体
系

販
売

ま
た

は
賃

貸
農

業
技

術
サ

プ
ラ

イ
ヤ

ー

農
業

保
険

会
社

チ
ャ

ネ
ル

経
路

協
力

モ
デ

ル
ウ

ェ
ブ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
モ

デ
ル

コ
ア

リ
ソ

ー
ス

Io
T技

術
の

研
究

開
発

デ
ー

タ
分

析
モ

バ
イ

ル
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン

収
入

構
成

①
販

売
費

用
②

リ
ー

ス
料

金
③

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
及

び
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
手

数
料

④
サ

ー
ビ

ス
料

金

コ
ス

ト
構

造

技
術

研
究

開
発

，
顧

客
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

維
持

，
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

ビビ
ジジ

ネネ
スス

モモ
デデ

ルル

１
．

製
品

価
格

戦
略

：
•モ

ニ
タ

リ
ン

グ
と

警
告

機
能

を
無

料
で

提
供

し
，

ユ
ー

ザ
ー

に
中

核
機

能
を

体
験

さ
せ

る
。

•高
度

な
機

能
と

付
加

価
値

サ
ー

ビ
ス

を
有

料
で

提
供

す
る

。
“

た
と

え
ば

、
よ

り
多

く
の

デ
ー

タ
保

存
容

量
、

パ
ー

ソ
ナ

ラ
イ

ズ
さ

れ
た

レ
ポ

ー
ト

分
析

、
専

門
家

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

サ
ー

ビ
ス

な
ど

。
異

な
る

ニ
ー

ズ
に

基
づ

い
て

、
異

な
る

価
格

を
設

定
す

る
。

２
．

支
払

い
方

法
：

•オ
ン

ラ
イ

ン
支

払
い

と
前

払
い

の
方

法
を

サ
ポ

ー
ト

し
、

ユ
ー

ザ
ー

が
サ

ー
ビ

ス
を

簡
単

に
購

入
お

よ
び

利
用

で
き

る
。

•サ
ブ

ス
ク

リ
プ

シ
ョ

ン
を

提
供

す
る

。
月

単
位

、
四

半
期

単
位

、
年

単
位

の
支

払
い

オ
プ

シ
ョ

ン
を

提
供

し
，

ユ
ー

ザ
ー

の
異

な
る

ニ
ー

ズ
を

満
た

す
た

め
に

。
３

．
販

売
と

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
チ

ャ
ネ

ル
：

•農
業

機
関

、
農

業
協

同
組

合
、

農
業

技
術

サ
プ

ラ
イ

ヤ
ー

な
ど

と
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

を
構

築
す

る
，

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

チ
ャ

ネ
ル

と
ウ

ェ
ブ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
を

通
じ

て
ケ

ー
ス

を
解

決
す

る
。

•農
業

展
示

会
、

セ
ミ

ナ
ー

、
農

業
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
な

ど
の

イ
ベ

ン
ト

で
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

を
展

示
し

、
潜

在
的

な
ユ

ー
ザ

ー
と

対
面

で
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
デ

モ
を

行
う

。
４

．
付

加
価

値
が

あ
る

サ
ー

ビ
ス

：
•カ

ス
タ

マ
イ

ズ
さ

れ
た

デ
ー

タ
分

析
と

レ
ポ

ー
ト

を
提

供
し

、
ユ

ー
ザ

ー
が

作
物

の
状

態
と

害
虫

・
病

害
の

リ
ス

ク
を

詳
細

に
理

解
さ

せ
る

。
•農

業
専

門
家

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

サ
ー

ビ
ス

、
ユ

ー
ザ

ー
の

質
問

に
答

え
、

特
定

の
農

業
ア

ド
バ

イ
ス

を
提

供
す

る
。

•農
業

専
門

コ
ー

ス
と

オ
ン

ラ
イ

ン
教

育
リ

ソ
ー

ス
を

提
供

し
、

ユ
ー

ザ
ー

が
農

業
管

理
お

よ
び

害
虫

・
病

害
防

除
の

知
識

と
ス

キ
ル

を
向

上
さ

せ
る

。
5.

デ
ー

タ
分

析
と

洞
察

力
：

•シ
ス

テ
ム

で
収

集
さ

れ
た

デ
ー

タ
を

活
用

し
、

デ
ー

タ
分

析
と

洞
察

力
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
て

、
ユ

ー
ザ

ー
が

よ
り

正
確

な
決

定
を

下
し

、
農

業
生

産
計

画
を

最
適

化
さ

せ
る

。
•大

規
模

デ
ー

タ
と

人
工

知
能

に
基

づ
く

ス
マ

ー
ト

予
測

モ
デ

ル
を

導
入

し
、

よ
り

正
確

な
害

虫
・

病
害

の
警

告
と

予
防

治
療

案
を

提
供

す
る

。
6.

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

：
•農

業
技

術
サ

プ
ラ

イ
ヤ

ー
と

協
力

し
、

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

装
置

を
統

合
す

る
，

一
体

化
さ

れ
た

農
業

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
を

提
供

す
る

。
•農

業
保

険
会

社
と

協
力

し
、

農
民

に
害

虫
お

よ
び

病
害

に
関

連
す

る
保

険
商

品
を

提
供

し
、

リ
ス

ク
を

予
防

し
と

損
失

を
減

少
さ

せ
る

。

事事
例例

：：
山山

東東
省省

寿寿
光光

市市
のの

スス
ママ

ーー
トト

農農
業業

--
温温

室室
作作

物物
のの

成成
長長

予予
測測

モモ
デデ

ルル

お
客

様
の

現
状

：
寿

光
市

は
中

国
最

大
の

野
菜

基
地

で
、

栽
培

規
模

が
非

常
に

大
き

い
。

お
客

様
は

野
菜

、
果

物
、

ト
ウ

モ
ロ

コ
シ

、
小

麦
な

ど
、

さ
ま

ざ
ま

な
作

物
を

栽
培

し
て

お
り

、
効

率
的

な
経

営
管

理
を

通
じ

て
一

定
の

経
済

効
益

を
達

成
し

て
い

る
。

現
在

、
科

学
的

な
栽

培
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

ガ
イ

ダ
ン

ス
を

通
じ

て
、

さ
ら

な
る

栽
培

管
理

の
向

上
を

期
待

し
て

い
る

。

顧
客

の
課

題
利

用
効

果

•
温

室
ビ

ニ
ー

ル
ハ

ウ
ス

の
栽

培
デ

ー
タ

が
不

足
し

て
お

り
、

ま
た

デ
ー

タ
の

品
質

が
低

い
の

で
、

収
量

向
上

の
科

学
的

な
方

法
が

不
足

し
て

い
る

。
ま

た
、

多
く

の
異

な
る

作
物

が
栽

培
さ

れ
て

お
り

、
野

菜
、

果
物

、
穀

物
な

ど
が

関
与

し
て

お
り

、
ア

プ
ロ

ー
チ

の
明

確
化

が
必

要
で

あ
る

。

•
4種

の
野

菜
に

対
す

る
1エ

ー
カ

ー
あ

た
り

の
収

穫
量

予
測

モ
デ

ル
、

作
物

の
生

育
期

間
、

お
よ

び
農

業
操

作
計

画
を

提
供

す
る

。
•

時
間

系
列

お
よ

び
時

空
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

通
じ

て
、

温
室

内
で

さ
ま

ざ
ま

な
作

物
お

よ
び

環
境

の
時

間
軸

お
よ

び
空

間
軸

の
デ

ー
タ

を
収

集
し

、
環

境
パ

ラ
メ

ー
タ

、
作

物
品

種
情

報
、

お
よ

び
多

次
元

の
栽

培
デ

ー
タ

を
使

用
し

て
、

収
穫

量
、

農
事

計
画

な
ど

を
予

測
す

る
科

学
的

な
栽

培
モ

デ
ル

を
構

築
す

る
。

•
環環
境境
パパ
ララ
メメ
ーー
タタ
（（
土土
壌壌
、、
水水
、、
気気
温温
、、
日日
光光
））

•
作作
物物
ブブ
ララ
ンン
ドド
情情
報報
（（
種種
子子
のの
品品
種種
、、
ブブ
ララ
ンン
ドド
、、
ササ
ププ
ララ
イイ
ヤヤ
ーー
））

•
栽栽
培培
デデ
ーー
タタ
（（
基基
本本
情情
報報
、、
日日
々々
のの
収収
穫穫
量量
、、
肥肥
料料
施施
用用
作作
業業
、、
園園
芸芸

作作
業業
、、
病病
虫虫
害害
のの
予予
防防
とと
防防
除除
））

エエ
ーー

カカ
ーー

当当
たた

りり
のの

収収
量量

、、
季季

節節
のの

期期
間間

及及
びび

農農
作作

業業
計計

画画
のの

提提
案案

成成
長長

予予
測測

モモ
デデ

ルル
とと

アア
ルル

ゴゴ
リリ

ズズ
ムム

保保
障障

II
oo
tt
をを

通通
じじ

てて
、、

栽栽
培培

のの
多多

分分
野野

デデ
ーー

タタ
をを

収収
集集

、、
保保

存存
すす

るる

農農
業業

生生
産産

応応
用用

セセ
ンン
タタ
ーー

農農
業業

イイ
ンン
テテ
リリ
ジジ
ェェ
ンン
トト
・・
デデ
シシ
ジジ
ョョ
ンン
・・
ササ

ポポ
ーー
トト

害
虫

モ
デ

ル

成
長

モ
デ

ル

病
害

予
測

モ
デ

ル

土
壌

湿
潤

度
モ

デ
ル

気
象

災
害

情
報

苗
の

タ
イ

プ

20
22
.0
2.
01

種種
類類
::
  
ベベ
リリ
ーー

品品
種種
::
  
南南
疆疆
--
疆疆
果果
果果

種種
植植
ババ
ッッ
チチ
番番
号号
::
  
XX
XX
XX
XX
XX

20
22
.0
3.
16

20
22
.0
6.
15

収
穫

予
定

時
期

現
在

正
常

作
物

品
種

識
別

モ
デ

ル

栽栽
培培

基基
本本

デデ
ーー

タタ
ベベ

ーー
スス

情情
報報

カカ
メメ

ララ
収収

集集
デデ

ーー
タタ

蒸
発

量
モ

デ
ル

種
蒔
き

エ
リ

ア
生

産
予

測
モ

デ
ル

作
物
収
量
予
測
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ご
清

聴
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す

城
西

国
際

大
学

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
チ

ー
ム

環環
境境

品品
質質

監監
視視

のの
市市

場場
展展

望望
とと
収収

入入
のの

見見
込込

みみ

20
25

年
20
27

年
20
30

年

市
場
規
模
は
約
6
0
6
億
円
ま
で
成
長
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
は
主
に
農
業

の
近
代
化
と
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
需
要
の
推
進
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

農
業

品
質

監
視

シ
ス

テ
ム

の
I
o
T
解

決
策

の
市

場
規

模
は

約
44

2
.8

億
円
。

予
測

に
よ

れ
ば

、
農

林
水

産
市

場
の

規
模

は
5
兆

円
に

達
す

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

農
業

の
病

害
虫

監
視

シ
ス

テ
ム

の
I
o
T
解

決
策

の
認

知
度

が
上

が
り

、
農

業
の

デ
ジ

タ
ル

化
の

ト
レ

ン
ド

が
強

化
さ

れ
る

に
つ

れ
て

、
予

測
さ

れ
る

規
模

は
さ

ら
に

拡
大

す
る

。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
よ
る
収
⼊
の
⾒
込
み
に
つ
い
て
ペ
ー
パ
ー
で
の
試
算
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

収
入
構
成

①
販
売
費
用

５
億
円

∕年
間

②
リ
ー
ス
料
⾦

２
億
円

∕年
間

③
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
及
び
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
⼿
数
料

１
億
円

∕年
間

④
サ
ー
ビ
ス
料
⾦

２
億
円

∕年
間

合
計
１
０
億
円

∕年
間

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
の
概
算
に
つ
い
て

価
格

（
万

円
）

内
容

名
称

60
,0

00
高

水
準

農
田

生
産

の
各

段
階

に
統

合
的

な
Io

Tセ
ン

シ
ン

グ
能

力
、

デ
ー

タ
リ

ソ
ー

ス
統

合
お

よ
び

サ
ー

ビ
ス

能
力

、
A

Iア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

能
力

、
知

識
グ

ラ
フ

サ
ー

ビ
ス

能
力

を
提

供
す

る
、

共
通

の
技

術
と

能
力

の
集

合
体

農
業
ブ
レ
イ
ン
ベ
ー
ス

32
,0

00

高
水

準
農

地
の

ス
マ

ー
ト

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

、
農

業
ブ

レ
イ

ン
ベ

ー
ス

が
提

供
す

る
基

本
的

な
サ

ポ
ー

ト
能

力
を

活
用

し
、

ビ
ジ

ネ
ス

シ
ス

テ
ム

の
開

発
と

結
び

つ
け

、
農

地
生

産
の

各
側

面
を

カ
バ

ー
す

る
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

。
こ

れ
に

は
空

か
ら

の
地

上
統

合
監

視
、

ス
マ

ー
ト

生
産

、
意

思
決

定
支

援
、

ブ
ラ

ン
ド

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
が

含
ま

れ
る

農
業
ブ
レ
イ
ン
エ
ン
パ

ワ
ー
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム

18
,0

00
農

地
に

展
開

さ
れ

る
各

種
の

セ
ン

シ
ン

グ
デ

バ
イ

ス
と

そ
れ

に
対

応
す

る
消

耗
品

ス
マ
ー
ト
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

2,
00
0

主
に

将
来

の
展

示
室

の
内

装
、

管
理

セ
ン

タ
ー

の
内

装
、

お
よ

び
サ

ー
バ

ー
設

備
を

含
む

リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
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No 受賞 企業名等 代表者名 発表ビジネスプラン

ググラランンププリリ リンクメッド(株) 代表取締役社長　吉井 幸恵
革新的「見える」がん治療薬の事業化による
難治性がん克服への挑戦

ＡＡＩＩ・・ＩＩｏｏＴＴ賞賞 輝翠ＴＥＣＨ(株) 代表取締役CEO　Tamir Blum
新たなAI、IoTロボット技術にて、高齢化する日
本の農家の人手不足を解消し収益向上を可
能とする。

アアググリリ
ビビジジネネスス賞賞

（該当なし）

ＳＳＤＤＧＧｓｓ
ビビジジネネスス賞賞

(株)ナイスシーズ 代表取締役　中尾 正二郎
環境にも人にも優しい無塩の微酸性電解水を
二重電解方式でさらに品質を高めた「SAE次
亜塩素酸水」の製造・販売

(株)Ｖａｎｗａｖｅｓ 代表取締役　深田 渚央
バイオエタノールによる特許機構のエコで手軽
な自分専用サウナ「IESAUNA」

(株)クォンタムデータ 代表取締役　長迫 勇樹
量子コンピュータが出現しても解読不能な暗
号技術の実用化と普及に向けて

ググラランンププリリ
千葉大学大学院看護学研究科
(株)ＭａｍａＷｅｌｌ

代表取締役　関 まりか
専属助産師による妊婦の身体づくり伴走サ
ポートサービス「MamaWell」－確かな信頼と安
心を届け、妊婦のwell-beingを実現－

ググラランンププリリ （該当なし）

ＡＡＩＩ・・ＩＩｏｏＴＴ賞賞 （該当なし）

アアググリリ
ビビジジネネスス賞賞

－ 加藤 顕
農林業を再生支援するためのドローンインテリ
ジェントシステムによる自動調査事業

ＳＳＤＤＧＧｓｓ
ビビジジネネスス賞賞

リプロダクティブサポートファー
ム東京

代表　川口 優太郎
少子化対策事業 企業向け妊活・不妊治療 福
利厚生サポート『WanaB（ワナビー）』

優優秀秀賞賞 － 杉本 雅視
『放送大学の授業・教材』×サポート授業(補
習)による新しい教育プログラムの提供
『僕らの授業』

ググラランンププリリ 創価大学 チーム轍
医療用ウィッグ利用者と美容師を繋ぐオンライ
ンカットプラットフォーム『Wigmeet』

第

21

回

⁀
R
4
年
度
‿

一一般般部部門門

優優秀秀賞賞

学学生生部部門門

第

20

回

⁀
R
3
年
度
‿

一一般般部部門門

『『ベベンンチチャャーー・・カカッッププＣＣＨＨＩＩＢＢＡＡ』』受受賞賞者者一一覧覧

学学生生部部門門



No 受賞 企業名等 代表者名 発表ビジネスプラン

ググラランンププリリ リンクメッド(株) 代表取締役社長　吉井 幸恵
革新的「見える」がん治療薬の事業化による
難治性がん克服への挑戦

ＡＡＩＩ・・ＩＩｏｏＴＴ賞賞 輝翠ＴＥＣＨ(株) 代表取締役CEO　Tamir Blum
新たなAI、IoTロボット技術にて、高齢化する日
本の農家の人手不足を解消し収益向上を可
能とする。

アアググリリ
ビビジジネネスス賞賞

（該当なし）

ＳＳＤＤＧＧｓｓ
ビビジジネネスス賞賞

(株)ナイスシーズ 代表取締役　中尾 正二郎
環境にも人にも優しい無塩の微酸性電解水を
二重電解方式でさらに品質を高めた「SAE次
亜塩素酸水」の製造・販売

(株)Ｖａｎｗａｖｅｓ 代表取締役　深田 渚央
バイオエタノールによる特許機構のエコで手軽
な自分専用サウナ「IESAUNA」

(株)クォンタムデータ 代表取締役　長迫 勇樹
量子コンピュータが出現しても解読不能な暗
号技術の実用化と普及に向けて

ググラランンププリリ
千葉大学大学院看護学研究科
(株)ＭａｍａＷｅｌｌ

代表取締役　関 まりか
専属助産師による妊婦の身体づくり伴走サ
ポートサービス「MamaWell」－確かな信頼と安
心を届け、妊婦のwell-beingを実現－

ググラランンププリリ （該当なし）

ＡＡＩＩ・・ＩＩｏｏＴＴ賞賞 （該当なし）

アアググリリ
ビビジジネネスス賞賞

－ 加藤 顕
農林業を再生支援するためのドローンインテリ
ジェントシステムによる自動調査事業

ＳＳＤＤＧＧｓｓ
ビビジジネネスス賞賞

リプロダクティブサポートファー
ム東京

代表　川口 優太郎
少子化対策事業 企業向け妊活・不妊治療 福
利厚生サポート『WanaB（ワナビー）』

優優秀秀賞賞 － 杉本 雅視
『放送大学の授業・教材』×サポート授業(補
習)による新しい教育プログラムの提供
『僕らの授業』

ググラランンププリリ 創価大学 チーム轍
医療用ウィッグ利用者と美容師を繋ぐオンライ
ンカットプラットフォーム『Wigmeet』

第

21

回

⁀
R
4
年
度
‿

一一般般部部門門

優優秀秀賞賞

学学生生部部門門

第

20

回

⁀
R
3
年
度
‿

一一般般部部門門

『『ベベンンチチャャーー・・カカッッププＣＣＨＨＩＩＢＢＡＡ』』受受賞賞者者一一覧覧

学学生生部部門門

－ 161 －



No 受賞 企業名等 代表者名 発表ビジネスプラン

『『ベベンンチチャャーー・・カカッッププＣＣＨＨＩＩＢＢＡＡ』』受受賞賞者者一一覧覧

ググラランンププリリ (株)イノビオット 代表取締役　福田 紘也
全ての子どもたちに向けたオンラインプログラ
ミングサービス「みらいいアカデミア」

ＡＡＩＩ・・ＩＩｏｏＴＴ賞賞 ミレー(株) 代表取締役　早川 世治 宅配受け取りの最終形「置配スペース」事業

アアググリリ
ビビジジネネスス賞賞

Y’S Agri(同) 代表社員 芳澤 和哉
人と自然を未来につなぐ農業支援事業　“農
業本来の形で人と自然の調和を目指す。”和
“イズ　アグリ事業”

ＳＳＤＤＧＧｓｓ
ビビジジネネスス賞賞

(株)toraru 代表取締役　西口 潤
現地人材と現地に用事のある依頼者（依頼
社）を繋ぐ、遠隔作業代行のサービスGENCHI
（http://genchi.net）の開発/運営

優優秀秀賞賞
ネコがクーポンを拾ってくれる
アプリ社

代表者　有吉 信頼
商店街のためのスマホを用いた簡単クーポン
発行及びホームページ作成システム

ググラランンププリリ
国立大学法人千葉大学
大学院

小川  良磨
リンパ浮腫トモグラフィック・モニタ(LTモニタ)で
見えない病気を視える化

ググラランンププリリ (株)カーム・ラーナ 代表取締役  中村 順一
健康寿命を向上させる！新しい人工股関節手
術のための専用手術台と大学発インプラント
の萌芽的研究

(株)ビードットメディカル 代表取締役社長　古川 卓司
超小型ハイスループット陽子線がん治療装置
の開発

マイクラボ(同) 代表社員　中里 雅孝 高速クラウドDTP翻訳サービス「DTP-Trans」

アアググリリ
ビビジジネネスス賞賞

（該当なし）

ソソーーシシャャルル
ビビジジネネスス賞賞

(株)塚本 代表取締役社長  塚本 恭夫
社会のライフラインを繋ぐ燃料備蓄タンクメー
カーとして、新たな変革を目指す100年企業の
取り組み！

(株)永光自動車工業 代表取締役　木俣 博光
インバウンド需要を守れ。観光バス床下防錆
塗装サービスで事故を防げ。

(株)ヘルパーリンク 代表取締役社長  樋谷 祐希

『ヘルパーリンク』「シニアへのサポート」を提
供するサポーターとサポートを必要とする高齢
者（または契約高齢者施設が利用者に代行し
て）をオンライン上でマッチングさせるサービ
ス。

(株)イノビオット 代表取締役  福田 紘也
自転車の安全運転を支援するIoT見守りサー
ビス

(株)Triplex Therapeutics 代表取締役  矢野 隆光
難治性神経筋疾患患者の社会復帰を可能に
する革新的医薬の開発とその製薬化事業

ググラランンププリリ
国立大学法人千葉大学
大学院

村上 千明
千葉大発グリーンケミストリーを指向した生理
活性脂質分析技術の開発

第

18

回

⁀
H
31
年
度
‿

一一般般部部門門

優優秀秀賞賞

学学生生部部門門

ＡＡＩＩ賞賞

第

19

回

⁀
R
2
年
度
‿

一一般般部部門門

学学生生部部門門

No 受賞 企業名等 代表者名 発表ビジネスプラン

『『ベベンンチチャャーー・・カカッッププＣＣＨＨＩＩＢＢＡＡ』』受受賞賞者者一一覧覧

ググラランンププリリ (株)Smart119 代表取締役　中田 孝明
音声認識・AIを用いた早く正しく効率的な救急
医療支援「Smart119」

ＡＡＩＩ賞賞 (株)ファンタスティック 代表取締役　大内 英之
介護施設に安全と開放感を提供し、介護士の
負担軽減を目的とした施設内のIOT化。

アアググリリ
ビビジジネネスス賞賞

アクティブ販売(株) 代表取締役　髙梨 昌浩
深紫外LEDによる菌被害粒除去機能搭載品
質管理選別装置の新規開発

ソソーーシシャャルル
ビビジジネネスス賞賞

(株)ワノケア 代表取締役　永井 幸絵
介護洗髪を手軽に！使い捨て洗髪用具パ
パットケリーを活用した保険サービスに依存し
ない入浴方法のご提案

(株)ビュート 代表取締役　村田 洋一
経験と知識を活かした接客とマーケティング
オートメーションツールの活用により、日本一
クルーズ旅行を手配する旅行会社となる

(有)ミカタ 代表取締役　渡辺 賢二
脳リハビリ&脳活性化レクリエーションのため
の、ICT教材『脳楽習』の販売

DSデンタルスタジオ(株) 代表取締役社長　稲沢 和明 AIを活用した歯科用CADの開発

リザーク 代表　柳澤 正
ビーコン・マルチデバイスを活用した医療機関
向け自動予約受付システム

ググラランンププリリ 市川高等学校 余田 大輝
学生が「塾」を運営～誰かから教わる塾から
自ら学ぶ塾へ～

ググラランンププリリ ゲノムクリニック 代表　曽根原 弘樹
次世代シーケンサーを用いた個人ゲノム解析
に基づく疾患リスク判定とカウンセリング

(株)HIGH-STANDARD&CO. 代表取締役　佐藤 良平
子どもたちが将来に確信が持てる大学受験を
トータルサポートする新しいカタチの高校生進
学サポート「HIGH-STANDARD予備校」

プレジール(株) 代表取締役　菅原 信治
日本における果物を使ったパーティーギフト、
フルーツブーケの企画・制作・販売

リリモナハウス(株) 代表取締役　佐藤 芳子
飼い主により信託財産を付与された愛犬の、
飼主亡き後の新しい里親となり終生飼養する
事業

Kids wakutory 代表　石井 愛子
主婦講師によるワークショップをメインとした体
験型キッズイベント事業

ググラランンププリリ (株)モノテクノス 代表取締役　西尾 卓哉
軽度知的障がいを持ったお子様向け、就職ま
でのサポート付きプログラミング教室

ググラランンププリリ
独立行政法人国立高等専門
学校機構木更津工業高等専
門学校

望月 雄太
IoTを活用したイノシシ等狩猟支援ツールの開
発と狩猟者に向けてBtoCまたはBtoBtoCでの
販売

一一般般部部門門

準準ググラランンププリリ

ソソーーシシャャルルビビジジネネスス部部門門

学学生生部部門門

第

16

回

⁀
H
29
年
度
‿

第

17

回

⁀
H
30
年
度
‿

一一般般部部門門

学学生生部部門門

優優秀秀賞賞

－ 162 －



No 受賞 企業名等 代表者名 発表ビジネスプラン

『『ベベンンチチャャーー・・カカッッププＣＣＨＨＩＩＢＢＡＡ』』受受賞賞者者一一覧覧

ググラランンププリリ (株)イノビオット 代表取締役　福田 紘也
全ての子どもたちに向けたオンラインプログラ
ミングサービス「みらいいアカデミア」

ＡＡＩＩ・・ＩＩｏｏＴＴ賞賞 ミレー(株) 代表取締役　早川 世治 宅配受け取りの最終形「置配スペース」事業

アアググリリ
ビビジジネネスス賞賞

Y’S Agri(同) 代表社員 芳澤 和哉
人と自然を未来につなぐ農業支援事業　“農
業本来の形で人と自然の調和を目指す。”和
“イズ　アグリ事業”

ＳＳＤＤＧＧｓｓ
ビビジジネネスス賞賞

(株)toraru 代表取締役　西口 潤
現地人材と現地に用事のある依頼者（依頼
社）を繋ぐ、遠隔作業代行のサービスGENCHI
（http://genchi.net）の開発/運営

優優秀秀賞賞
ネコがクーポンを拾ってくれる
アプリ社

代表者　有吉 信頼
商店街のためのスマホを用いた簡単クーポン
発行及びホームページ作成システム

ググラランンププリリ
国立大学法人千葉大学
大学院

小川  良磨
リンパ浮腫トモグラフィック・モニタ(LTモニタ)で
見えない病気を視える化

ググラランンププリリ (株)カーム・ラーナ 代表取締役  中村 順一
健康寿命を向上させる！新しい人工股関節手
術のための専用手術台と大学発インプラント
の萌芽的研究

(株)ビードットメディカル 代表取締役社長　古川 卓司
超小型ハイスループット陽子線がん治療装置
の開発

マイクラボ(同) 代表社員　中里 雅孝 高速クラウドDTP翻訳サービス「DTP-Trans」

アアググリリ
ビビジジネネスス賞賞

（該当なし）

ソソーーシシャャルル
ビビジジネネスス賞賞

(株)塚本 代表取締役社長  塚本 恭夫
社会のライフラインを繋ぐ燃料備蓄タンクメー
カーとして、新たな変革を目指す100年企業の
取り組み！

(株)永光自動車工業 代表取締役　木俣 博光
インバウンド需要を守れ。観光バス床下防錆
塗装サービスで事故を防げ。

(株)ヘルパーリンク 代表取締役社長  樋谷 祐希

『ヘルパーリンク』「シニアへのサポート」を提
供するサポーターとサポートを必要とする高齢
者（または契約高齢者施設が利用者に代行し
て）をオンライン上でマッチングさせるサービ
ス。

(株)イノビオット 代表取締役  福田 紘也
自転車の安全運転を支援するIoT見守りサー
ビス

(株)Triplex Therapeutics 代表取締役  矢野 隆光
難治性神経筋疾患患者の社会復帰を可能に
する革新的医薬の開発とその製薬化事業

ググラランンププリリ
国立大学法人千葉大学
大学院

村上 千明
千葉大発グリーンケミストリーを指向した生理
活性脂質分析技術の開発

第

18

回

⁀
H
31
年
度
‿

一一般般部部門門

優優秀秀賞賞

学学生生部部門門

ＡＡＩＩ賞賞

第

19

回

⁀
R
2
年
度
‿

一一般般部部門門

学学生生部部門門

No 受賞 企業名等 代表者名 発表ビジネスプラン

『『ベベンンチチャャーー・・カカッッププＣＣＨＨＩＩＢＢＡＡ』』受受賞賞者者一一覧覧

ググラランンププリリ (株)Smart119 代表取締役　中田 孝明
音声認識・AIを用いた早く正しく効率的な救急
医療支援「Smart119」

ＡＡＩＩ賞賞 (株)ファンタスティック 代表取締役　大内 英之
介護施設に安全と開放感を提供し、介護士の
負担軽減を目的とした施設内のIOT化。

アアググリリ
ビビジジネネスス賞賞

アクティブ販売(株) 代表取締役　髙梨 昌浩
深紫外LEDによる菌被害粒除去機能搭載品
質管理選別装置の新規開発

ソソーーシシャャルル
ビビジジネネスス賞賞

(株)ワノケア 代表取締役　永井 幸絵
介護洗髪を手軽に！使い捨て洗髪用具パ
パットケリーを活用した保険サービスに依存し
ない入浴方法のご提案

(株)ビュート 代表取締役　村田 洋一
経験と知識を活かした接客とマーケティング
オートメーションツールの活用により、日本一
クルーズ旅行を手配する旅行会社となる

(有)ミカタ 代表取締役　渡辺 賢二
脳リハビリ&脳活性化レクリエーションのため
の、ICT教材『脳楽習』の販売

DSデンタルスタジオ(株) 代表取締役社長　稲沢 和明 AIを活用した歯科用CADの開発

リザーク 代表　柳澤 正
ビーコン・マルチデバイスを活用した医療機関
向け自動予約受付システム

ググラランンププリリ 市川高等学校 余田 大輝
学生が「塾」を運営～誰かから教わる塾から
自ら学ぶ塾へ～

ググラランンププリリ ゲノムクリニック 代表　曽根原 弘樹
次世代シーケンサーを用いた個人ゲノム解析
に基づく疾患リスク判定とカウンセリング

(株)HIGH-STANDARD&CO. 代表取締役　佐藤 良平
子どもたちが将来に確信が持てる大学受験を
トータルサポートする新しいカタチの高校生進
学サポート「HIGH-STANDARD予備校」

プレジール(株) 代表取締役　菅原 信治
日本における果物を使ったパーティーギフト、
フルーツブーケの企画・制作・販売

リリモナハウス(株) 代表取締役　佐藤 芳子
飼い主により信託財産を付与された愛犬の、
飼主亡き後の新しい里親となり終生飼養する
事業

Kids wakutory 代表　石井 愛子
主婦講師によるワークショップをメインとした体
験型キッズイベント事業

ググラランンププリリ (株)モノテクノス 代表取締役　西尾 卓哉
軽度知的障がいを持ったお子様向け、就職ま
でのサポート付きプログラミング教室

ググラランンププリリ
独立行政法人国立高等専門
学校機構木更津工業高等専
門学校

望月 雄太
IoTを活用したイノシシ等狩猟支援ツールの開
発と狩猟者に向けてBtoCまたはBtoBtoCでの
販売

一一般般部部門門

準準ググラランンププリリ

ソソーーシシャャルルビビジジネネスス部部門門

学学生生部部門門

第

16

回

⁀
H
29
年
度
‿

第

17

回

⁀
H
30
年
度
‿

一一般般部部門門

学学生生部部門門

優優秀秀賞賞

－ 163 －



No 受賞 企業名等 代表者名 発表ビジネスプラン

『『ベベンンチチャャーー・・カカッッププＣＣＨＨＩＩＢＢＡＡ』』受受賞賞者者一一覧覧

ググラランンププリリ (株)Ｌ＆Ｆ 代表取締役社長　森 久純
「日本空き家サポート」～安心と信頼の空き家
管理の全国ネットワーク～

(株)HIGH-STANDARD&CO. 代表取締役　佐藤 良平
お仕事するお母さんを助け、子供たちの基礎
学力を飛躍的に向上させる、新学習保育事業

スペクトラ・クエスト・ラボ(株) 代表取締役　室 清文
「波長可変半導体レーザ」で実現する分光計
測システムの革新

(株)永光自動車工業 代表取締役　木俣 博光
産学連携による子どもの発達段階に応じた成
長を促進する次世代型遊具の開発。

ググラランンププリリ 三立機械工業(株) 代表取締役　中根 亮一
障害者の働く場である施設・事業所の支援を
目的とした「廃電線リサイクル事業」

ググラランンププリリ 早稲田大学 葦苅 晟矢 昆虫飼料活用による食糧問題の解決

ググラランンププリリ (株)BAN-ZI 代表取締役　宮原 万治
環境配慮型の錆転換塗料「サビキラーPRO」
の拡販・普及

(株)協同工芸社 代表取締役　箕輪 晃
立体筆文字等、精細な形状をした新たなデザ
インの発光看板の開発

(株)ハニック・ホワイトラボ 代表取締役　浦井 薫子
虫歯・歯周病及び口腔感染症の予防効果を
伴った歯のコーティング剤の開発と商品化

(株)ＭＰＳ 代表取締役　高橋 善則
熱フィラメントCVD法による大面積気相合成ダ
イヤモンドの量産化と装置販売

ググラランンププリリ
国立大学法人千葉大学
医学部

田中 顕 ゲノム価値創造データベースの開発

第

14

回

⁀
H
27
年
度
‿

一一般般部部門門

準準ググラランンププリリ
並並びびにに

ソソーーシシャャルルビビ
ジジネネスス賞賞

アイスマップ(有) 代表取締役社長　伊藤 一男

準準ググラランンププリリ

触感による視覚障害者用腕時計の開発及び
拡販

優優秀秀賞賞

第

15

回

⁀
H
28
年
度
‿

学学生生部部門門

一一般般部部門門

ソソーーシシャャルルビビジジネネスス部部門門

学学生生部部門門

No 受賞 企業名等 代表者名 発表ビジネスプラン

『『ベベンンチチャャーー・・カカッッププＣＣＨＨＩＩＢＢＡＡ』』受受賞賞者者一一覧覧

ググラランンププリリ 柳川建設(株) 代表取締役　柳川 智明
天然素材のシラスと芝を組み合わせた商品
『エコ環境基盤』による緑化プロジェクト

準準ググラランンププリリ 大金興業(株) 代表取締役　大野 光政 使用済み天ぷら油燃料化リサイクル事業

ソソーーシシャャルル
ビビジジネネスス賞賞

－ 中村 千昌
働く母親を、地域一丸となって手助けできる仕
組みをつくるプラットホーム事業

H&M Support(株) 代表取締役　齋藤 眞一 ＬＥＤ照明のレンタルによる事業の展開

キャリア・ジョセフィーヌ 代表　関 優子
女性の活躍に伴う未来に輝きをプラスする女
性キャリア開発支援スクール

ググラランンププリリ (株)デファクトスタイル 代表取締役　伊澤 光輝
自転車・車いす用「パンクしない樹脂タイヤ」
従来の重さとコストを半分で実現する

準準ググラランンププリリ ファインガラステクノロジーズ(株) 代表取締役　脇田 徹 光ファイバモード変換器の開発・製造・販売

ソソーーシシャャルル
ビビジジネネスス賞賞

(株)フライトテックサービス 代表取締役　伊藤 勝則 航空機整備作業への人材派遣事業

コヨミ(株) 代表取締役社長　市川 知稔
スマートフォン向けの広告連動型カレンダー及
び広告配信と予約システムの開発と販売

(株)コモンズ 代表取締役　柳下 勝美

先進国の香りマーケティング課題を、途上国
の生産者と解決することにより、先進国の課
題解決と途上国の経済的豊かさを同時に実現
する事業

ググラランンププリリ
国際理工情報デザイン専門学
校

林 千春 ひらながショップ

一一般般部部門門

第

12

回

⁀
H
25
年
度
‿

一一般般部部門門

優優秀秀賞賞

学学生生部部門門

優優秀秀賞賞

第

13

回

⁀
H
26
年
度
‿

学学生生部部門門（該当者なし）

－ 164 －



No 受賞 企業名等 代表者名 発表ビジネスプラン

『『ベベンンチチャャーー・・カカッッププＣＣＨＨＩＩＢＢＡＡ』』受受賞賞者者一一覧覧

ググラランンププリリ (株)Ｌ＆Ｆ 代表取締役社長　森 久純
「日本空き家サポート」～安心と信頼の空き家
管理の全国ネットワーク～

(株)HIGH-STANDARD&CO. 代表取締役　佐藤 良平
お仕事するお母さんを助け、子供たちの基礎
学力を飛躍的に向上させる、新学習保育事業

スペクトラ・クエスト・ラボ(株) 代表取締役　室 清文
「波長可変半導体レーザ」で実現する分光計
測システムの革新

(株)永光自動車工業 代表取締役　木俣 博光
産学連携による子どもの発達段階に応じた成
長を促進する次世代型遊具の開発。

ググラランンププリリ 三立機械工業(株) 代表取締役　中根 亮一
障害者の働く場である施設・事業所の支援を
目的とした「廃電線リサイクル事業」

ググラランンププリリ 早稲田大学 葦苅 晟矢 昆虫飼料活用による食糧問題の解決

ググラランンププリリ (株)BAN-ZI 代表取締役　宮原 万治
環境配慮型の錆転換塗料「サビキラーPRO」
の拡販・普及

(株)協同工芸社 代表取締役　箕輪 晃
立体筆文字等、精細な形状をした新たなデザ
インの発光看板の開発

(株)ハニック・ホワイトラボ 代表取締役　浦井 薫子
虫歯・歯周病及び口腔感染症の予防効果を
伴った歯のコーティング剤の開発と商品化

(株)ＭＰＳ 代表取締役　高橋 善則
熱フィラメントCVD法による大面積気相合成ダ
イヤモンドの量産化と装置販売

ググラランンププリリ
国立大学法人千葉大学
医学部

田中 顕 ゲノム価値創造データベースの開発

第

14

回

⁀
H
27
年
度
‿

一一般般部部門門

準準ググラランンププリリ
並並びびにに

ソソーーシシャャルルビビ
ジジネネスス賞賞

アイスマップ(有) 代表取締役社長　伊藤 一男

準準ググラランンププリリ

触感による視覚障害者用腕時計の開発及び
拡販

優優秀秀賞賞

第

15

回

⁀
H
28
年
度
‿

学学生生部部門門

一一般般部部門門

ソソーーシシャャルルビビジジネネスス部部門門

学学生生部部門門

No 受賞 企業名等 代表者名 発表ビジネスプラン

『『ベベンンチチャャーー・・カカッッププＣＣＨＨＩＩＢＢＡＡ』』受受賞賞者者一一覧覧

ググラランンププリリ 柳川建設(株) 代表取締役　柳川 智明
天然素材のシラスと芝を組み合わせた商品
『エコ環境基盤』による緑化プロジェクト

準準ググラランンププリリ 大金興業(株) 代表取締役　大野 光政 使用済み天ぷら油燃料化リサイクル事業

ソソーーシシャャルル
ビビジジネネスス賞賞

－ 中村 千昌
働く母親を、地域一丸となって手助けできる仕
組みをつくるプラットホーム事業

H&M Support(株) 代表取締役　齋藤 眞一 ＬＥＤ照明のレンタルによる事業の展開

キャリア・ジョセフィーヌ 代表　関 優子
女性の活躍に伴う未来に輝きをプラスする女
性キャリア開発支援スクール

ググラランンププリリ (株)デファクトスタイル 代表取締役　伊澤 光輝
自転車・車いす用「パンクしない樹脂タイヤ」
従来の重さとコストを半分で実現する

準準ググラランンププリリ ファインガラステクノロジーズ(株) 代表取締役　脇田 徹 光ファイバモード変換器の開発・製造・販売

ソソーーシシャャルル
ビビジジネネスス賞賞

(株)フライトテックサービス 代表取締役　伊藤 勝則 航空機整備作業への人材派遣事業

コヨミ(株) 代表取締役社長　市川 知稔
スマートフォン向けの広告連動型カレンダー及
び広告配信と予約システムの開発と販売

(株)コモンズ 代表取締役　柳下 勝美

先進国の香りマーケティング課題を、途上国
の生産者と解決することにより、先進国の課
題解決と途上国の経済的豊かさを同時に実現
する事業

ググラランンププリリ
国際理工情報デザイン専門学
校

林 千春 ひらながショップ

一一般般部部門門

第

12

回

⁀
H
25
年
度
‿

一一般般部部門門

優優秀秀賞賞

学学生生部部門門

優優秀秀賞賞

第

13

回

⁀
H
26
年
度
‿

学学生生部部門門（該当者なし）

－ 165 －



No 受賞 企業名等 代表者名 発表ビジネスプラン

『『ベベンンチチャャーー・・カカッッププＣＣＨＨＩＩＢＢＡＡ』』受受賞賞者者一一覧覧

ググラランンププリリ (同)A-CLIP研究所 代表社員　鈴木 和男
難治性血管炎バイオマーカーＡＮＣＡ抗体のマ
ルチ迅速測定キット研究開発

準準ググラランンププリリ 東京ベイ通信(株) 代表取締役　安藤 久
スマートフォンを利用した団体行動（旅行）に
適した「スマート旅友ポン」の開発・販売

(有)エムエスイー 代表取締役　前野 静夫
常時も、非常時にも活躍する大容量蓄電能力
を持った独立型太陽光発電照明セット

(株)アカリネ 代表取締役社長　森宮 祐次
コア・プロダクトによるMade with Japan世界展
開

(有)チバマシナリー 代表取締役　小野寺 孝好 帆船翼風力発電機の開発、製造、販売

ググラランンププリリ 横浜薬科大学 荒川 快生 家助「kasuke」

ココミミュュニニテティィ
ビビジジネネスス賞賞

三立機械工業(株) 会長　中根 昭
自動車用廃電線などの品位の低い廃電線の
リサイクル事業

ググラランンププリリ
(株)オーエックスエンジニアリ
ング

代表取締役　石井 重行
「着脱容易な電動ユニットを装備した電動手動
兼用車いす」をテーマとし、コンパクトで軽量な
電動車いすを目指す

準準ググラランンププリリ (株)有備 代表取締役　飯高 芳之 災害に備える「防災トイレ」の開発・製造・販売

共立化成(株) 代表取締役　野村 進一
処理困難な産業廃棄物（廃油等）のリサイクル
推進による環境負荷の低減とＣＯ２削減プラン

(株)ワイアンドケイ企画 代表取締役　清水 康史
水撃現象を応用したアオコ等に関する処理シ
ステム事業

ＣＭＳ(株) 代表取締役　曽根 藤昭
スマート（次世代）ホームページの製作と運用
サービスの提供

ググラランンププリリ
千葉工業大学
(株)aba

代表取締役　宇井吉美
不快感ゼロ。継続費ゼロ。高齢者と介護者の
ための非接触型尿検知器の製造販売

ココミミュュニニテティィ
ビビジジネネスス賞賞

特定非営利活動法人
ちば地域再生リサーチ

ニュータウンにおける暮らし・活動の包括的サ
ポート・活性化事業

奨奨励励賞賞
特定非営利活動法人
たすけあいサポートアイアイ

階段昇降サポート事業

第

11

回

⁀
H
24
年
度
‿

学学生生部部門門

ココミミュュニニテティィビビジジネネスス部部門門

第

10

回

⁀
H
23
年
度
‿

ココミミュュニニテティィビビジジネネスス部部門門

優優秀秀賞賞

一一般般部部門門

優優秀秀賞賞

学学生生部部門門

一一般般部部門門

No 受賞 企業名等 代表者名 発表ビジネスプラン

『『ベベンンチチャャーー・・カカッッププＣＣＨＨＩＩＢＢＡＡ』』受受賞賞者者一一覧覧

ググラランンププリリ － 田村 裕
難治性疾患治療・希少疾病治療に有用な医
療創薬

準準ググラランンププリリ
(株)ＢＢ ＳＴＯＮＥ
デザイン心理学研究所

代表取締役　日比野 好恵
日本初デザイン心理学を応用したデザインコ
ンサルティング～高齢者に住みよい社会へ～

(株)デリシャス・ハーツ 代表取締役　田口 美恵子
メタボ対策に有効な甘藷若葉（すいおう入り）
米粉パンを商品化し、冷凍で流通させる事業

(株)プロテイン・エクスプレス 代表取締役　大滝 義博
新規蛍光免疫測定法を活用した診断測定シス
テム開発支援事業ならびに製造事業

(株)ＭＰＳ 代表取締役　高橋 善則
電子ビーム溶接と液圧成型を利用した安価で
軽量な熱交換パネルの開発と事業化

ググラランンププリリ (株)イー・メディカル千葉 代表取締役社長　木下 富士美 高度医療検査画像の遠隔読影診断支援事業

準準ググラランンププリリ 新日本改修建設(株) 代表取締役　鈴木 一夫
室内に浮遊する微生物（真菌・細菌）を除菌す
るヨード樹脂系建材の開発・事業化

(株)キーペックス 代表取締役　齊藤 宏
異業種コラボ店舗運営による不動産活用ビジ
ネス

(株)エーベルス 代表取締役社長　伊藤 徳家
最重要漢方植物「甘草」の千葉市での国産化
事業

バイオメディカル研究所 所長　宮崎 功
疫学調査に同時対応し、安価で簡便、迅速な
デングウイルス感染診断キットの開発、販売

ググラランンププリリ ソーラーシリコンテクノロジー(株) 代表取締役社長　手塚 博文
SST法による安価で高品質の太陽電池用シリ
コン原料の開発と量産化

(株)栄和紙器 代表取締役社長　加藤 弘
食の安全性の確保と輸送費及びCO2削減を
実現するプラスチック製輸送カートの事業化

セルジェンテック(株) 代表取締役社長　麻生 雅是
自家移植によるヒト脂肪細胞を用いた遺伝子
細胞医薬品の開発

(株)ジーウェイブ 代表取締役社長　吉田 善幸
オープンソースソフトウェアによる公共施設予
約システムの構築・保守運用事業

ワークスネット(株) 代表取締役　大槻 博茂
障害者に就業の機会を提供、発注企業には
CSRに貢献する機会を提供し、自らも社会に
貢献する事業

ググラランンププリリ (株)アミンファーマ研究所 代表取締役社長　五十嵐 一衛 脳梗塞リスク判定支援サービス事業

日環科学(株) 代表取締役　宮本 浩邦
新規バイオパターンセンシング技術を活用し
た畜産、特に養豚農家向けの生産品質評価
サービス

(株)西尾 代表取締役　西尾 博次 歯磨きサロンシステム「クリーン・クリーン」

エレコン科学(株) 代表取締役　井戸 幸吉 ３交差超音波蛋白質活性化装置の製造・販売

(株)光陽オート 代表取締役　宮岸 清治
中小の自動車塗装・板金工場から排出される
VOC(揮発性有機化合物)及び臭気の除去シス
テムの製造・販売及び専用薬剤の販売

優優秀秀賞賞

優優秀秀賞賞

第

6

回

⁀
H
19
年
度
‿

優優秀秀賞賞

第

7

回

⁀
H
20
年
度
‿

第

8

回

⁀
H
21
年
度
‿

優優秀秀賞賞

第

9

回

⁀
H
22
年
度
‿

－ 166 －



No 受賞 企業名等 代表者名 発表ビジネスプラン

『『ベベンンチチャャーー・・カカッッププＣＣＨＨＩＩＢＢＡＡ』』受受賞賞者者一一覧覧

ググラランンププリリ (同)A-CLIP研究所 代表社員　鈴木 和男
難治性血管炎バイオマーカーＡＮＣＡ抗体のマ
ルチ迅速測定キット研究開発

準準ググラランンププリリ 東京ベイ通信(株) 代表取締役　安藤 久
スマートフォンを利用した団体行動（旅行）に
適した「スマート旅友ポン」の開発・販売

(有)エムエスイー 代表取締役　前野 静夫
常時も、非常時にも活躍する大容量蓄電能力
を持った独立型太陽光発電照明セット

(株)アカリネ 代表取締役社長　森宮 祐次
コア・プロダクトによるMade with Japan世界展
開

(有)チバマシナリー 代表取締役　小野寺 孝好 帆船翼風力発電機の開発、製造、販売

ググラランンププリリ 横浜薬科大学 荒川 快生 家助「kasuke」

ココミミュュニニテティィ
ビビジジネネスス賞賞

三立機械工業(株) 会長　中根 昭
自動車用廃電線などの品位の低い廃電線の
リサイクル事業

ググラランンププリリ
(株)オーエックスエンジニアリ
ング

代表取締役　石井 重行
「着脱容易な電動ユニットを装備した電動手動
兼用車いす」をテーマとし、コンパクトで軽量な
電動車いすを目指す

準準ググラランンププリリ (株)有備 代表取締役　飯高 芳之 災害に備える「防災トイレ」の開発・製造・販売

共立化成(株) 代表取締役　野村 進一
処理困難な産業廃棄物（廃油等）のリサイクル
推進による環境負荷の低減とＣＯ２削減プラン

(株)ワイアンドケイ企画 代表取締役　清水 康史
水撃現象を応用したアオコ等に関する処理シ
ステム事業

ＣＭＳ(株) 代表取締役　曽根 藤昭
スマート（次世代）ホームページの製作と運用
サービスの提供

ググラランンププリリ
千葉工業大学
(株)aba

代表取締役　宇井吉美
不快感ゼロ。継続費ゼロ。高齢者と介護者の
ための非接触型尿検知器の製造販売

ココミミュュニニテティィ
ビビジジネネスス賞賞

特定非営利活動法人
ちば地域再生リサーチ

ニュータウンにおける暮らし・活動の包括的サ
ポート・活性化事業

奨奨励励賞賞
特定非営利活動法人
たすけあいサポートアイアイ

階段昇降サポート事業

第

11

回

⁀
H
24
年
度
‿

学学生生部部門門

ココミミュュニニテティィビビジジネネスス部部門門

第

10

回

⁀
H
23
年
度
‿

ココミミュュニニテティィビビジジネネスス部部門門

優優秀秀賞賞

一一般般部部門門

優優秀秀賞賞

学学生生部部門門

一一般般部部門門

No 受賞 企業名等 代表者名 発表ビジネスプラン

『『ベベンンチチャャーー・・カカッッププＣＣＨＨＩＩＢＢＡＡ』』受受賞賞者者一一覧覧

ググラランンププリリ － 田村 裕
難治性疾患治療・希少疾病治療に有用な医
療創薬

準準ググラランンププリリ
(株)ＢＢ ＳＴＯＮＥ
デザイン心理学研究所

代表取締役　日比野 好恵
日本初デザイン心理学を応用したデザインコ
ンサルティング～高齢者に住みよい社会へ～

(株)デリシャス・ハーツ 代表取締役　田口 美恵子
メタボ対策に有効な甘藷若葉（すいおう入り）
米粉パンを商品化し、冷凍で流通させる事業

(株)プロテイン・エクスプレス 代表取締役　大滝 義博
新規蛍光免疫測定法を活用した診断測定シス
テム開発支援事業ならびに製造事業

(株)ＭＰＳ 代表取締役　高橋 善則
電子ビーム溶接と液圧成型を利用した安価で
軽量な熱交換パネルの開発と事業化

ググラランンププリリ (株)イー・メディカル千葉 代表取締役社長　木下 富士美 高度医療検査画像の遠隔読影診断支援事業

準準ググラランンププリリ 新日本改修建設(株) 代表取締役　鈴木 一夫
室内に浮遊する微生物（真菌・細菌）を除菌す
るヨード樹脂系建材の開発・事業化

(株)キーペックス 代表取締役　齊藤 宏
異業種コラボ店舗運営による不動産活用ビジ
ネス

(株)エーベルス 代表取締役社長　伊藤 徳家
最重要漢方植物「甘草」の千葉市での国産化
事業

バイオメディカル研究所 所長　宮崎 功
疫学調査に同時対応し、安価で簡便、迅速な
デングウイルス感染診断キットの開発、販売

ググラランンププリリ ソーラーシリコンテクノロジー(株) 代表取締役社長　手塚 博文
SST法による安価で高品質の太陽電池用シリ
コン原料の開発と量産化

(株)栄和紙器 代表取締役社長　加藤 弘
食の安全性の確保と輸送費及びCO2削減を
実現するプラスチック製輸送カートの事業化

セルジェンテック(株) 代表取締役社長　麻生 雅是
自家移植によるヒト脂肪細胞を用いた遺伝子
細胞医薬品の開発

(株)ジーウェイブ 代表取締役社長　吉田 善幸
オープンソースソフトウェアによる公共施設予
約システムの構築・保守運用事業

ワークスネット(株) 代表取締役　大槻 博茂
障害者に就業の機会を提供、発注企業には
CSRに貢献する機会を提供し、自らも社会に
貢献する事業

ググラランンププリリ (株)アミンファーマ研究所 代表取締役社長　五十嵐 一衛 脳梗塞リスク判定支援サービス事業

日環科学(株) 代表取締役　宮本 浩邦
新規バイオパターンセンシング技術を活用し
た畜産、特に養豚農家向けの生産品質評価
サービス

(株)西尾 代表取締役　西尾 博次 歯磨きサロンシステム「クリーン・クリーン」

エレコン科学(株) 代表取締役　井戸 幸吉 ３交差超音波蛋白質活性化装置の製造・販売

(株)光陽オート 代表取締役　宮岸 清治
中小の自動車塗装・板金工場から排出される
VOC(揮発性有機化合物)及び臭気の除去シス
テムの製造・販売及び専用薬剤の販売

優優秀秀賞賞

優優秀秀賞賞

第

6

回

⁀
H
19
年
度
‿

優優秀秀賞賞

第

7

回

⁀
H
20
年
度
‿

第

8

回

⁀
H
21
年
度
‿

優優秀秀賞賞

第

9

回

⁀
H
22
年
度
‿
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No 受賞 企業名等 代表者名 発表ビジネスプラン

『『ベベンンチチャャーー・・カカッッププＣＣＨＨＩＩＢＢＡＡ』』受受賞賞者者一一覧覧

ググラランンププリリ スターリンク(株) 代表取締役　長尾 泰治
バイクパーキング事業（自動二輪車用駐車場
ビジネスのＦＣ全国展開）

(株)テクニカルブレインズ 代表取締役　菅原 薫
ネット販売においてクレジットカード決済を安全
に行うビジネス

(株)リアルタイム・グラフィックス 代表取締役社長　小泉 幸一
ヒューマノイド・ロボット＆福祉機器開発用物
理ベースのシミュレーション・システム開発

(株)須山歯研 代表取締役　須山 高行
フィットイヤー(補聴器用オーダーメイド耳栓)販
売

(有)ケー・エフ・シー 代表取締役　笠原 嗣男
らくら～くドアレール（回転・スライドレール）販
売プロジェクト

ググラランンププリリ (株)アイオム 代表取締役　石井 一行 もみ殻バイオテクノロジー

ヨギ・コミュニケーションズ(有) 代表取締役　竹内 要二 インターネット電話システム　『CD-IP電話』

(株)サンテック 代表取締役　野村 悦雄 ガラス用光触媒溶液開発

(株)アトラス 代表取締役　有田 圭介
電場指紋照合法ＦＳＭによる大口自家発電施
設の革新的保全・安全管理

(株)アトラテックジャパン 代表取締役　河野 和夫
液晶バックライト用インバーター制御用ＬＳＩと1
入力多出力型トランスの製造販売

ググラランンププリリ (有)RPGテクニクス 代表取締役　露崎 典平
RPG適用市場の開拓とRFIDチップ組み込み用
パルス発生素子試作

アイティエス工房(株) 代表取締役　中嶌 弘慈
建築内装業界に特化した一連の『業務合理化
ソフト』の開発および販売

ウェザー・サービス(株) 代表取締役　横田 匡彦 超高精細花粉情報サービス

システムエンジサービス
(株)

代表取締役　能智 博史
小規模型有害ガス回収･再生装置の開発と販
売

(株)ビーエムシー 代表取締役　阿部 允
中小私鉄および地方自治体向けの橋の長寿
命化のためのアセットマネジメント

ググラランンププリリ (株)デジオス 代表取締役　道下 亮一
Windows2000/XP対応IGESデータ検証・修正
ツール“PrismWorksBZ”シリーズ開発プロジェ
クト

アイスマップ(有) 代表取締役社長　伊藤 一男
大学発特許を活用した共有型3次元ディスプレ
イ装置の拡販事業

(株)ゲームランドジャパン 代表取締役社長　山口 ピータ 遊べる！　広がる！　マイレージラン

(株)高速技研 代表取締役　新庄 敏男
ＰＡＴ（高速データーベース検索システム）関連
特許の活用技術によるIT産業の変革及びITに
よる企業経営のルネッサンス事業

ジャパン・インフォメーション・
テクノロジー(株)

代表取締役　石崎 利和 データベースの暗号複号技術の研究開発

第

4

回

⁀
H
17
年
度
‿

優優秀秀賞賞

第

2

回

⁀
H
15
年
度
‿

第

3

回

⁀
H
16
年
度
‿

優優秀秀賞賞

優優秀秀賞賞

第

5

回

⁀
H
18
年
度
‿

優優秀秀賞賞

No 受賞 企業名等 代表者名 発表ビジネスプラン

『『ベベンンチチャャーー・・カカッッププＣＣＨＨＩＩＢＢＡＡ』』受受賞賞者者一一覧覧

ググラランンププリリ (株)モノベエンジニアリング 代表取締役　物部 長順
ユーザーの依頼に対応する各種材質及び多
様形状の金属光フェルールキャピラリの製造
と販売

(株)ケアブレインズ 代表取締役　松下 博宣 法人、医療機関向けのｅラーニング

(株)ソニックデザイン 代表取締役　佐藤 敬守
小口径スピーカーの開発からオーディオ総合
メーカーへの発展

東葛工業(株) 代表取締役　細井 良則 ＨＡＣＣＡＰ対応ホース・ホース金具の開発

パトナ(株) 代表取締役　米良  暁 建設現場の資材搬送システム

優優秀秀賞賞

第

1

回

⁀
H
14
年
度
‿

－ 168 －



No 受賞 企業名等 代表者名 発表ビジネスプラン

『『ベベンンチチャャーー・・カカッッププＣＣＨＨＩＩＢＢＡＡ』』受受賞賞者者一一覧覧

ググラランンププリリ スターリンク(株) 代表取締役　長尾 泰治
バイクパーキング事業（自動二輪車用駐車場
ビジネスのＦＣ全国展開）

(株)テクニカルブレインズ 代表取締役　菅原 薫
ネット販売においてクレジットカード決済を安全
に行うビジネス

(株)リアルタイム・グラフィックス 代表取締役社長　小泉 幸一
ヒューマノイド・ロボット＆福祉機器開発用物
理ベースのシミュレーション・システム開発

(株)須山歯研 代表取締役　須山 高行
フィットイヤー(補聴器用オーダーメイド耳栓)販
売

(有)ケー・エフ・シー 代表取締役　笠原 嗣男
らくら～くドアレール（回転・スライドレール）販
売プロジェクト

ググラランンププリリ (株)アイオム 代表取締役　石井 一行 もみ殻バイオテクノロジー

ヨギ・コミュニケーションズ(有) 代表取締役　竹内 要二 インターネット電話システム　『CD-IP電話』

(株)サンテック 代表取締役　野村 悦雄 ガラス用光触媒溶液開発

(株)アトラス 代表取締役　有田 圭介
電場指紋照合法ＦＳＭによる大口自家発電施
設の革新的保全・安全管理

(株)アトラテックジャパン 代表取締役　河野 和夫
液晶バックライト用インバーター制御用ＬＳＩと1
入力多出力型トランスの製造販売

ググラランンププリリ (有)RPGテクニクス 代表取締役　露崎 典平
RPG適用市場の開拓とRFIDチップ組み込み用
パルス発生素子試作

アイティエス工房(株) 代表取締役　中嶌 弘慈
建築内装業界に特化した一連の『業務合理化
ソフト』の開発および販売

ウェザー・サービス(株) 代表取締役　横田 匡彦 超高精細花粉情報サービス

システムエンジサービス
(株)

代表取締役　能智 博史
小規模型有害ガス回収･再生装置の開発と販
売

(株)ビーエムシー 代表取締役　阿部 允
中小私鉄および地方自治体向けの橋の長寿
命化のためのアセットマネジメント

ググラランンププリリ (株)デジオス 代表取締役　道下 亮一
Windows2000/XP対応IGESデータ検証・修正
ツール“PrismWorksBZ”シリーズ開発プロジェ
クト

アイスマップ(有) 代表取締役社長　伊藤 一男
大学発特許を活用した共有型3次元ディスプレ
イ装置の拡販事業

(株)ゲームランドジャパン 代表取締役社長　山口 ピータ 遊べる！　広がる！　マイレージラン

(株)高速技研 代表取締役　新庄 敏男
ＰＡＴ（高速データーベース検索システム）関連
特許の活用技術によるIT産業の変革及びITに
よる企業経営のルネッサンス事業

ジャパン・インフォメーション・
テクノロジー(株)

代表取締役　石崎 利和 データベースの暗号複号技術の研究開発

第

4

回

⁀
H
17
年
度
‿

優優秀秀賞賞

第

2

回

⁀
H
15
年
度
‿

第

3

回

⁀
H
16
年
度
‿

優優秀秀賞賞

優優秀秀賞賞

第

5

回

⁀
H
18
年
度
‿

優優秀秀賞賞

No 受賞 企業名等 代表者名 発表ビジネスプラン

『『ベベンンチチャャーー・・カカッッププＣＣＨＨＩＩＢＢＡＡ』』受受賞賞者者一一覧覧

ググラランンププリリ (株)モノベエンジニアリング 代表取締役　物部 長順
ユーザーの依頼に対応する各種材質及び多
様形状の金属光フェルールキャピラリの製造
と販売

(株)ケアブレインズ 代表取締役　松下 博宣 法人、医療機関向けのｅラーニング

(株)ソニックデザイン 代表取締役　佐藤 敬守
小口径スピーカーの開発からオーディオ総合
メーカーへの発展

東葛工業(株) 代表取締役　細井 良則 ＨＡＣＣＡＰ対応ホース・ホース金具の開発

パトナ(株) 代表取締役　米良  暁 建設現場の資材搬送システム
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千葉市中央区千葉港１－２ 千葉信用金庫

160×120mm

千葉を元気に！

起業・創業の皆さまを

全力で応援します。
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https://www.chibakogyo-bank.co.jp/https://www.chibakogyo-bank.co.jp/




